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「よっしゃあ！　今日も〈みゆ〉は最高に可愛かわいいぜ！」

　山と海と田んぼと畑に囲まれたここ下しもの関せきのスーパー『マルワ』に併へい設せつされた『わくわくらんど』の『キラプリ』の筐きよう体たいの前で、俺おれは歓かん喜きの雄お叫たけびを上げた。

　視界を埋うめ尽つくす赤、青、緑の色しき彩さいを瞬まばたきも忘ぼう却きやくしたまま凝ぎよう視しし、左右に生えた五本の指はひたすら三発のボタンを押おし続ける。

　画面には七色のサイリウムの海が広がり、ステージの中心で歌い踊おどるのは、世界一可愛かわいいアイドル〈みゆ〉。

　慎つつましやかで、かつ細部に個性が光るコーデを身にまとった〈みゆ〉は可か憐れんな手のひらでマイクを握にぎり、綺き羅らびやかなダンスチューンが奏かなでられるステージから、観客すべてを魅み了りようする笑え顔がおを振ふり撒まいていく。

　華か麗れいなステップに合わせて、青い宝石のように艶つやめくロングヘアーが水流のように靡なびき、ステージライトを反射して宇宙の星々のように輝かがやく。

　彼かの女じよの一挙手一投足に合わせて観客席から大きな声せい援えんが上がる。〈みゆ〉は瞳ひとみにピースサインを添そえ、可か憐れんな唇くちびるから紡つむぎだされた歌声を金色のマイクに吹ふき込こむ。ステージの両りよう端たんに塔とうのように積まれたスピーカーがその歌声を増ぞう幅ふくし、会場を至福の音色で満たしていく。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　裂れつ帛ぱくの気合を迸ほとばしらせながら、俺おれは迫せまり来くる三色のノーツを次々に撃げき破はしていく。

　スコアの上じよう昇しように合わせて、天使のように高く澄すむ〈みゆ〉の歌声は観客全員をめくるめく桃とう源げん郷きようへと導く。高まる声せい援えんに呼応して〈みゆ〉のコーデはさらに輝かがやき、トップスからはオーロラの翼つばさが生え、観客席を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐる。虹にじ色いろに輝かがやくステージライトとサイリウムの光を浴びて舞まう姿はもはや楽園に降り立った女め神がみの如ごとし。

　開け放たれたドームの天てん井じようから、夜空を照らす月が神秘的な光を〈みゆ〉に投げかける。

　エストレアチェンジ。

　ここまでのスコアは、自己ベストを更こう新しん。

　いける。

　このライブ、ハイスコア、狙ねらえる！

　──見せてやる、黒くろ崎さき翔しよう吾ごの拳こぶしを！

　エストレアチェンジに突とつ入にゆうする瞬しゆん間かん、椅い子すから腰こしを上げ、汗あせで熱く湿しめった右手を握にぎり込こみ、赤いボタンに人差し指の第二関節先せん端たん部ぶを押おし当あて、

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　筐きよう体たいのハイスコアを奪だつ取しゆするべく、最さい終しゆう奥おう義ぎ、一いつ本ぽん拳けん連打を解き放つ。

　軛くびきを食い千切った龍りゆうの如ごとく猛たけり狂くるう右みぎ腕うでは、凄すさまじい勢いでボタンを押おし続ける。無呼吸運動により脳に酸素が欠けつ乏ぼう、体中の血液が脳に向かって上じよう昇しようする。

「おらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　そして、十秒後、エストレアチェンジを突とつ破ぱ、〈みゆ〉のライブが終しゆう了りようした。

「はぁ……っはぁ……はっ……っ！」

　呼吸を再開、滝たきのように流れる汗あせがカッターシャツを湿しめらせる。肩かたで荒あらく息をつきながら、観客の万ばん雷らいの拍はく手しゆに迎むかえられる〈みゆ〉を陶とう然ぜんと見つめる。

　観客に迎むかえられて満面の笑えみを浮うかべる〈みゆ〉。

　その笑え顔がおだけが狭せばまった視界を満たす。

「き、気持ちいい……！」

　女児用の椅い子すに深々と腰こしを沈しずめながら拳こぶしを握にぎる。かつてない充じゆう実じつ感かんが体全体に染しみ渡わたる。

　──やっぱキラプリは最高だ。

　筐きよう体たいのハイスコア更こう新しんの予兆に、心臓の鼓こ動どうが加速する。

〈みゆ〉が大勢のファンに手を振ふりながら、ステージ袖そでへとはけていく。

　画面が暗転。

　──今度こそ勝っ……

「てねぇえええええええ！」

　ライブ結果が表示されたリザルト画面を見て、思わず体がのけぞる。

　画面に表示されたスコアは、あと一歩、『あいつ』のハイスコアに届いていなかった。

「なぜだ……！」

　拳こぶしを震ふるわせ、きつくきつく歯は嚙がみする。

　おかしい、絶対におかしい。『あいつ』よりも俺おれの〈みゆ〉の方があきらかに可愛かわいく、最高のライブパフォーマンスをしたはずなのに……！

「くっ……もう一回だ……！」

　気落ちしている暇ひまはない。絶対に抜ぬいてやる。

　焦あせりに震ふるえる指先をポケットに這はわせ、百円玉を取り出して筐きよう体たいに投入しようとした瞬しゆん間かん、





『おともだちがうしろにならんでいるときは、じゅんばんをかわってあげてね！』






　ふいに、筐きよう体たい上部に設しつらえられたポップ台の張り紙が視界に映った。

　暴走しかけていた脳が冷れい却きやくされて、冷静な判断力を取とり戻もどす。

　百円玉を、そっと手元に引ひっ込こめる。

　──いかんいかん……つい熱くなりすぎるところだった……。

　左右を確かく認にん。

　よし、誰だれもいない。

　そして、背後を振ふり返かえった瞬しゆん間かん──

「成長したじゃない」

「うおっ!?」

　冷たくて、幼い声に心臓が跳はねる。

　極北の深海に眠ねむる黒くろ真しん珠じゆのように艶つやめく髪かみ、幼い顔に似合わぬ絶ぜつ対たい零れい度どの無表情。童女のようなあどけなさと神しん秘ぴ的てきな気品が奇き跡せき的てきに同居した少女の美び貌ぼうに一いつ瞬しゆん呼吸が静止する。

「……千ち鶴づる」

　俺おれの背後に、赤いランドセルを背負った、女子小学生が腕うで組ぐみをして立っていた。

「もし連コインしてたら、あなたのこと、また蹴けっていたところよ」

　少女は不敵に微笑ほほえむと、長い髪かみを小さな手でそっとかきあげた。

「お、俺おれだって、ルールくらい守るさ」

　俺おれが制服のポケットに百円玉をしまうと、千ち鶴づるは肩かたを落として、呆あきれたようにため息をつき、

「それにしても、あなた……さっきから後ろで聞いてたけど……ライブ中、『うおおおお！』しか喋しやべれないの……？」

「う、うるせーな……しょうがないだろ、テンションあがったらこうなんだよ」

「ふふ。ライブ中に冷静さを欠いてしまうなんて、あなたもまだまだ甘あまいわね」

「くっ……あいかわらず生意気な奴やつ……」

　そう。

　この生意気な小学生こそ、このど田舎いなかの小さなゲームコーナーにおける俺おれの宿命のライバル──新にい島じま千ち鶴づるだ。

　高学年にしては低い背せ丈たけと、澄すんだ瞳ひとみと薔ば薇らのような唇くちびるから放たれる冷れい酷こくな視線と辛しん辣らつな言葉は、すべての対象を凍いてつかせる。

「てか、制服姿ってことは……おまえも今日、始業式だったのか？」

「ええ、そうよ」

「始業式帰りにそのままわくわくらんどへやってくるとは……とんだキラプリ馬ば鹿かだな」

「あなたも人のこと言えないでしょ」

　ちなみに、こいつとは冬休み初日から今日までの二週間、ずっと、このわくわくらんどで顔を合わせていた。

　今日の千ち鶴づるは、黒い通つう学がく帽ぼうに、黒いジャンパースカート。胸むな元もとの赤いリボンが目を引き、白いブラウスのバルーン袖そでの膨ふくらみが何とも言えない幼さを漂ただよわせている。冬休みの間はずっと私服姿だったから、この出いで立たちを目にするのも二週間ぶりだ。なんだか新しん鮮せんに感じるな。

「さ、カードの排はい出しゆつが終わったわよ。早く私に席を譲ゆずりなさい」

「わかってるって」

　筐きよう体たいの排はい出しゆつ口ぐちからアイテムカードを手に取ると、椅い子すの下に置いていた通つう学がく鞄かばんを携たずさえて席を立つ。俺おれと入いれ替かわるように、千ち鶴づるは筐きよう体たいの前に移動した。

「よいしょ、と……」

　背負っていたランドセルを筐きよう体たいに立てかけ、すました顔で女児用の椅い子すにちょこんと腰こしを下ろす。

　細い腰こしに下げた桜色のカードケースの蓋ふたを開き、マイカードを筐きよう体たいにスキャン。

　千ち鶴づるの愛するアバター、〈ちづる〉が筐きよう体たいの画面に登場した。

　見る者すべてを惹ひきつける美しいブロンドヘアー、夏の海のように青く澄すんだ瞳ひとみには輝かがやく星が躍おどり、芸術品のように均整の取れたスタイルは幾いく億おく通りのコーデを着せても一ミリたりとも揺ゆるがない。

「くっ……あいかわらず、可愛かわいいな……まぁ、〈みゆ〉ほどじゃないけど」

　ピクン、と小さな肩かたを揺ゆらした千ち鶴づるは、コントロールパネルから指を離はなすと、ランドセルの側部に付いている金具から、黄色い防犯ブザーを取り外し、俺おれの顔につきつけた。

「……放つわよ」

　出た！

「ちょ、おまえそれ、簡単に出すけどよ、鳴らされたほうは社会的に死ぬんだぞっ？」

「ふん。だったらおとなしくしてなさい」

　千ち鶴づるは防犯ブザーを制服のポケットにしまい、再び画面に向き直る。

　楽曲を最高難度のエキストラハードに設定すると、ランドセルから鈍どん器きのように分厚いカードファイルを取り出し、〈ちづる〉にコーデを施ほどこしていく。

「くっ……」

　あいかわらず……いつ見ても、悔くやしいが、めちゃくちゃ可愛かわいい。

「店てん舗ぽランキング１位のコーデテクニックを見て勉強することね、２位」

　千ち鶴づるお得意のミックスコーデに俺おれがうめき声を上げていると、千ち鶴づるは画面を見つめながら、すました声でつぶやいた。

　自身の黒い服装とは正反対、おとぎ話から飛び出してきたお姫ひめ様さまのような、ピンク色中心の可愛かわいいコーデに包まれた〈ちづる〉が画面の中で完成されていく。

「その２位っていう呼び方だがな……そろそろ変わるかもしれねぇぞ」

「？　どういう意味？」

　千ち鶴づるはコーデ選せん択たくの手を止め、きょとんとした顔で振ふり返かえった。

　ふっ……俺おれはこのときを待っていた……！

「聞いて驚おどろけ。あのな、今朝キラプリ公式ページを確かく認にんしたんだが……俺おれの〈みゆ〉は今月、ついに全国ランキング23位になったぜ！」

　俺おれはスマホを取り出して、あらかじめ準備していた〈みゆ〉のランキングが表示された画面を、千ち鶴づるにビシリと見せつけて、

「先月の52位からの大だい躍やく進しんだ。このままいけば全国ランク21位のおまえを抜ぬき去さるぜ」

　こいつと出会って一ヶ月近く経たったが、その間、俺おれのライブ技術は著いちじるしく向上した。

　クリスマスに開かい催さいされた地じ獄ごくの限定イベントを経て、俺おれの〈みゆ〉は安定してエキストラハードをクリアできるようになった。ランキング上じよう昇しようはその賜たま物ものである。

「どうだ、すごいだろう？　焦あせってきただろう」

　千ち鶴づるは俺おれのスマホの画面を、長い睫まつ毛げのかかる幼い瞳ひとみでじっと見つめる。しばらく黙だまっていたが、ふいに小さな唇くちびるの両りよう端たんを上げて、

「おめでとう」

　意外にも、素す直なおに称しよう賛さんの言葉を口にした。

「でも、おあいにく様」

　千ち鶴づるは微笑ほほえんだまま、制服のスカートのポケットをもぞもぞとさぐる。スマホを取り出し、小さな指で操作すると、俺おれの顔の前に画面を差し出した。

「えっ……おまえそれ……ええっ!?」

「私も今朝ランキングを確かく認にんしたら……18位にランクアップしてたわ」

「て、てことは」

　千ち鶴づるはこくん、と頷うなずき、

「私の〈ちづる〉は、一足先に『れじぇんどアイドル』になったわ」

「は……はあああああああ!?　ま、マジかよ!?」

『れじぇんどアイドル』とは、全国１位の『きゅうきょくアイドル』を頂点とし、２位から20位の者に与あたえられる称しよう号ごうだ。

　現在キラプリのアクティブユーザー数は、十万人を超こえている。

　つまり、〈ちづる〉は、その十万人のアイドルの中の、上位二十人に食くい込こんだのだ。

「ウソだろ……!?　20位は絶対に越こえられないと思ってたのに……！」

　20位の壁かべは異様に厚く、キラプリ猛も者さがひしめく『魔ま境きよう』となっている。小さな順位の変動はあるが、毎月この圏けん内ないの順位はほぼ不動だ。

　しかし、千ち鶴づるは、その牙が城じようを、ついに突とつ破ぱしたというのだ。

　もちろん、キラプリは、ランキングを競きそい合あうゲームじゃない。

　自分が生み出したアイドルのコーデを楽しむための──自分だけの『可愛かわいい』を追求し研けん鑽さんするゲームである。

　だが──

「おぉぉぉぉ……！　まじか、先、越こされたぁぁぁ……！」

「ちょ、ちょっとあなた、悔くやしがりすぎでしょ……」

「だって、アイドルのカスタムパーツや着せられる服が増えるし、アニメに出演できるんだぞ！」

　マイカードのＩＤを公式ホームページに登録すると、ランキングが確かく認にんできる他に、毎週土曜の朝八時から放映されているアニメキラプリのエンディングで、月に一度、登録された全国のアバターがランダムで五十人ほどピックアップされ、キッコのバックダンサーとして登場する。『れじぇんどアイドル』はその出演が確定するほか、その他大勢のアイドルのなかでも、キッコの背後という、最高においしいポジションで、ダンスを踊おどってくれるのだ。

「なんてこった、〈ちづる〉が……おまえの〈ちづる〉が、来月のアニメのエンディングに出演するのか……！」

「来週の放送が楽しみね」

　どうしよう、悔くやしすぎてその回だけアニメ観みれないかもしれない……いやでも観みる。だって本編気になるし。それに……〈ちづる〉がどんなダンス踊おどるのかすげー気になる……！

「残念だったわね」

　あまりの羨うらやましさに体を震ふるえさせていると、千ち鶴づるは楽しそうな笑えみを浮うかべて、筐きよう体たいに向き直る。

　俺おれは気持ちを切きり替かえて、ごほんと咳せき払ばらいして、

「……いいさ……この悔くやしさをバネに、俺おれの〈みゆ〉はさらなる高みへとのぼりつめてみせる……！」

「良いい心がけね。せいぜい私のライブを見てお勉強しなさい」

「くっ……！」

　俺おれはライブに突とつ入にゆうした〈ちづる〉を注視する。プレイ中ではなく、客観的にゲーム画面を観察すると、あらためてそのえげつなさが理解できる。キラプリ制作スタッフのわるふざけとしか言い様がないエキストラハードを、千ち鶴づるの小さな指は小学生とは思えないほどの高速機動で──いやむしろ前以上に凄すさまじい動きで、画面に流れるノーツの大群を次々に撃げき墜ついしていく。

「……？　な、なにかしら、これ……？」

「ああ、おまえこれが初見だったな」

〈ちづる〉が踊おどるきらびやかなステージには『ミラクルアレンジタイム』という七色の文字が浮うかび上あがり、筐きよう体たいのスピーカーからは『ゴキゲンなリズムをきめちゃおう！』とキッコの音声が流れた。

「今回のバージョンアップの目玉、今日からライブで実装された新セクション『ミラクルアレンジタイム』だ。ノーツとノーツの間に、アドリブでうまくボタンを押おせば、技術点として、スコアが加算される仕様になってるみたいだぞ」

　画面を見つめていた千ち鶴づるの頰ほおが、徐じよ々じよにほころんでいく。

「……一ヶ月前にアニメで放映された、キッコとミラのダンスバトルの演出ね」

「うむ。給食時間に、たった一つだけ余ったプリンをかけた、白熱の教室内ライブバトルだ」

　千ち鶴づるはアニメのシーンを思い出しているのか、うっとりした瞳ひとみで画面を見つめ、

「あの恥はずかしがり屋のミラがまさかダンス中に、即そつ興きようでブレイクダンスを披ひ露ろうするなんてね……」

「あれマジ神回だったよな……しまいにはキッコがアドリブでケチャまで披ひ露ろうするし」

　キラプリの筐きよう体たいとアニメは連動している。アニメのストーリーや演出をなぞるように、筐きよう体たいにも同じ演出やシステム、キャラクターが随ずい時じ導入されるのだ。

「面おも白しろいシステムを導入してきたわね、キラプリ……！」

　幼い瞳ひとみをキラキラさせている千ち鶴づるに、

「おい、感動して見入ってる場合じゃねーぞ、アレンジタイム終わっちゃうぞ」

「!?　ちょ、ちょっと待って!?」

　千ち鶴づるはハッとして、手元のボタンに意識を集中させる。画面を流れる三色のノーツと、コントロールパネルの三色のボタンを交こう互ごに見ながら、慣れない手つきでノーツとノーツの間に運指を施ほどこしていく。が、

「あっ……あぁっ……あぅ……」

　初見で、しかも普ふ段だんやりなれていない動作だからだろう、押おさなければならないノーツのタイミングを外し、千ち鶴づるにしては珍めずらしく『ＭＩＳＳ』判定を出す。画面の中で踊おどっていた〈ちづる〉はステップを踏ふみ誤あやまってステージ上で転び、積み上げていたコンボは途と切ぎれ、カウントはゼロに戻もどった。

「ぷぷ、だせー」

「っ……！」

　振ふり返かえった千ち鶴づるにギロリと睨にらまれ、俺おれは笑いを収める。

「す、すまん……」

　再び筐きよう体たいに視線を戻もどした千ち鶴づるの小さな背中を見つめながら、

「つっても俺おれも笑ってられねぇな……三日後のイベントまでにはモノにしておかないと」

　そう。

　今月も、ついに来たのだ。

　全キラプリプレイヤーが血ち沸わき肉にく躍おどる──月一限定のイベントが三日後、開かい催さいされる。

　しかも、今月は全国各地の遊園地やアミューズメント施し設せつと連動した、スペシャルイベント──各地のイベント会場に設置された筐きよう体たいで、限定エキストラハードモードにチャレンジできるのだ。

「うおおおおおおお！　テンションあがってきたぜぇぇ！」

「さっきからうおうおうるさいわよ。ゴリラなの？」

「だっておまえ、イベントだぞ！　しかもイベントが開かい催さいされる遊園地ではキラプリとコラボしたキラプリ仕様のアトラクションが遊べるんだ！」

「ふん、それだけじゃないわ……キラプリ初のスーツアクターによるショーまで開かい催さいされるし……限定キラプリグッズの販はん売ばいも予定されているそうよ」

「おまえ俺おれより詳くわしいじゃねーか。おまえだって楽しみにしてたんだろ」

「うっ……」

　千ち鶴づるは筐きよう体たいのボタンを押おしながら、ちょっとだけ頰ほおを赤くして、

「だ……だって、こんな豪ごう華かなイベント……初めてだもの」

「だよな！」

　まさに、キラプリプレイヤーにとって、今回のイベントは『お祭り』なのだ。

「やばいな、わくわくしすぎて今日からもう眠ねむれねぇよ……！」

「楽しみね……！」

　千ち鶴づるが笑えみを浮うかべながら、ライブが終わった筐きよう体たいから排はい出しゆつされたカードを手に取る。

　桜色のデッキケースのフタを小さな指で開いてカードを入れようとした瞬しゆん間かん、

「あー！　いたいたー！」

「ん？」

　よく通る、快活な声こわ音ねが店内に響ひびいた。

「なんだ、夏なつ希きか」

　声のした方へ視線を向けると──わくわくらんどのガラス扉とびらを勢い良く開けて店内に入ってきたのは、俺おれの家の隣となりに住む、幼なじみの夏なつ希きだった。

「あっ！　千ち鶴づるちゃんだ！　こんにちは！」

「こ、こんにちは……」

　竹刀しない袋ぶくろを肩かたにかけてこちらに駆かけ寄よってきた制服姿の夏なつ希きに、千ち鶴づるは椅い子すに座すわったまま、おどおどと挨あい拶さつをした。いまだに夏なつ希きに慣れてねーなこいつ。

「どうしたんだよ夏なつ希き、おまえ学校からそのまま剣けん道どう場じよう行ったんじゃなかったのか」

「ちがうちがう、今日はね」

　夏なつ希きは手を振ふると、嬉うれしそうな顔で、

「お友達をここに連れてきましたっ！」

「は？　お友達？」

　俺おれが訝いぶかしんでいると、夏なつ希きの背中から、誰だれかがちらりと顔をのぞかせた。

「こ、こんにちは……」

　それは、お下さげ髪がみに、長なが丈たけの制服スカートの──

「し、白しら川かわ……？」

　同じクラスの、いつも昼休みに教室で本を読んでいる白しら川かわだった。

　所在なげにぺこりと頭を下げる白しら川かわの肩かたを、夏なつ希きはぱんぱんと叩たたきながら嬉うれしそうに笑い、

「放課後に昇しよう降こう口ぐちで芽め衣いとばったり会ってね。あたしはべつに興味ないんだけどさー、芽め衣いがどうしてもキラプリやってみたいって言うから、いっしょについてきてあげたんだ」

「……そうだったのか……」

　夏なつ希きに「ほらほら」と背中を押おされて俺おれの前に押おし出だされた白しら川かわは恥はずかしそうに頰ほおを染め、

「あの、もしよかったら、黒くろ崎さきくんに……」

　落ち着かない様子で前まえ髪がみを整え、

「キラプリ教えてもらえたら、って思って……」

　うつむくと、おずおずしながら、

「お邪じや魔まだった、かな……？」

　上目づかいで、不安そうにささやいた。

　千ち鶴づるが筐きよう体たいの椅い子すに座すわったまま、きょとんとした顔で、白しら川かわを見つめている。

　そうか、こいつ白しら川かわと会うの初めてだったな。いや、それよりもなによりも、

「白しら川かわ！」

「は、はいっ」

「お邪じや魔まなもんか、大だい歓かん迎げいだよ！」

　忘れもしない。昨年のクリスマスパーティーの会場で、白しら川かわはありがたくも、キラプリをやっている俺おれを否定せず、さらには『自分もやってみたい』とまで言ってくれたのだ。

「よかったぁ……ほ、ほんとはね、冬休みの間に、来ようと思ってたんだけど、親しん戚せきの家に行ってて、その……」

「かまわないよ！　なぁ千ち鶴づる、白しら川かわに俺おれの番回していいか？」

「……う、うん……」

　所在なげに頷うなずき、女児用の椅い子すから腰こしを上げる。筐きよう体たいに立てかけていたランドセルを両りよう腕うでに抱だいて、筐きよう体たいからとてとてと距きよ離りを取った。

「あ、そうだ翔しよう吾ご！」

「どうした？」

　夏なつ希きは頰ほおをポリポリとかきながら困ったように笑い、

「実はね、もう一人来てるんだけど……」

「もうひとり？」

「黒くろ崎さき殿どのぉー！！！」

「っ!?」

　店内に突とつ如じよ響ひびき渡わたった野太い声に、千ち鶴づるがビクン！　と小さい肩かたを震ふるわせる。

「！　清きよ盛もり……！」

　衝しよう撃げきと喜びが連れん鎖さする。聞き覚えのある、大きな声に視線を転じる。日用品売り場の方から、買ったばかりであろうマルワの買かい物もの袋ぶくろにどっさりとサイリウムを入れ、ガッハッハ！　と扇子せんすを扇あおぎながらこちらにノシノシと歩いてきたのは──爆ばく発はつアフロの、同じクラスの、清きよ盛もりだった。

「いやー某それがし、黒くろ崎さき殿どのの熱中するキラプリに俄が然ぜん興味が湧わいてな！　行ゆく橋はし殿どのと白しら川かわ殿どのにお願いして、ご同行させてもらったで候そうろう！」

「清きよ盛もりくんね、あたしと芽め衣いが昇しよう降こう口ぐちで話してたら、一いつ緒しよに行きたいって言ってきたんだよ」

　俺おれは夏なつ希きの言葉を聞いて、

「清きよ盛もり……！　なんだよ、いつでも来てくれてよかったのに……！」

　本当にいいやつだな……！

　と、そういえば。

　清きよ盛もりに、言わないといけないことがあるんだった。

　昼間、学校でお礼を言おうと思ってたけど、緊きん張ちようして機を逃のがしてしまったのだ。

「……あ、あのさ、清きよ盛もり」

「ん？　どうされた黒くろ崎さき殿どの？　そんなにかしこまって」

　俺おれは頭をかきながら、目の前まで歩いてきた清きよ盛もりから視線をそらす。

「そ、その……クリスマスのとき、さ……」

「む？　クリスマスとな？」

　ずっと、あのときのお礼が言いたかったのだ。

　俺おれは声を振ふり絞しぼり、なんとか清きよ盛もりの顔を見ながら、

「あの、パーティーのとき……助けてくれて、ありがとな」

　俺おれがへどもどしていると、清きよ盛もりは表情をパッと明るくし、閉じかけていた扇子せんすをパチン！　と開き、

「いや、なにを申しておる黒くろ崎さき殿どの！　某それがしのほうこそ、某それがしが命より大切にしている下した敷じきを救ってくれて、まっこと感謝しておるぞ！」

　清きよ盛もりはそう言って俺おれに歩み寄り、そして──俺おれの両手をがっしりと摑つかんで、ぎゅっと握にぎりしめた。

「清きよ盛もり……！」

「オーバーだなぁ二人とも。あれ？　翔しよう吾ご、なんか顔赤いけど……あっ……ひょっとして……！」

「ち、ちげぇよ！」

　夏なつ希きが抱いだいたであろうホモ疑ぎ惑わくを否定すると、夏なつ希きのとなりで白しら川かわが口に手を当て、クスクスと笑った。

　しばらくして、

「ところでその、黒くろ崎さきくん……そちらにいる子は？」

　白しら川かわの声で、ふと気づく。

　左ひだり斜ななめに視線を転じる。

「……」

　俺おれからちょっと離はなれた場所で、千ち鶴づるがランドセルを小さな胸に抱だいたまま、床に視線を落として、じっとうつむいていた。

「ああ、えっと……」

　いかん、千ち鶴づるのこと、ほったらかしにしてしまったな……。

　俺おれは後ろ頭をかき、

「こいつは新にい島じま千ち鶴づるっていう、そこの小学校に通う、小学五年生だ。一応このわくわくらんどのキラプリのランキング１位保持者だ。一応な。すぐに俺おれが抜ぬく」

　まあどうせムキになって言い返してくるだろうな。と思ったが、

「……」

　千ち鶴づるは小さな口をもごもごさせて、顔を赤くしてうつむくだけだった。

　あいかわらず人見知りだな……俺おれには容よう赦しやないのに……。

「は、はじめまして。千ち鶴づるちゃん……で、いいかな？」

　白しら川かわは千ち鶴づると同じ目線になるように腰こしをかがめ、

「その、黒くろ崎さきくんと同じクラスの、白しら川かわと申します」

「某それがし、大おお野の城じよう清きよ盛もりと申す！　見ての通り、アイドルが大好きで候そうろう！」

「いや、アフロな見た目じゃわかんないだろ……」

　二人が挨あい拶さつをすると、千ち鶴づるはしばらく口をもごもごさせていたが、ようやく、
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「……は、はじめまして……」

　ぎりぎり聞き取れるくらいの小さな声でそうつぶやくと、俺おれの背中にささっと隠かくれてしまった。

　しょ、しょうがねーやつだな……。

「……あのさ、千ち鶴づる。白しら川かわのあとにも、清きよ盛もりに、プレイしてもらっていいか？」

　そう尋たずねると、千ち鶴づるはうつむいたまま、こくん、とうなずく。ととと、と数歩後ずさりし、俺おれから距きよ離りを取った。

　清きよ盛もりは「うむ」と頷うなずき、

「黒くろ崎さき殿どの、某それがしは見ているだけでよいぞ。婦女子の邪じや魔ま立だてはしたくない故ゆえな」

「そっか。……あれ？　夏なつ希きは？」

　店内を見回すと、

「あいつ……」

　夏なつ希きはいつのまにか、壁かべ際ぎわにあるクレーンゲームにチャレンジしていた。コントロールパネルを操作しながら「うおおおおパンダうおおおおおっ！」と叫さけんでいる。あいつも『うおおお』って言ってる……うーむ……まあいいか……そっとしておこう。

　俺おれは筐きよう体たいを興味深そうに見つめている白しら川かわに視線を戻もどし、

「じゃあ、白しら川かわ、まずは、マイカード……自分のアイドルを生み出すんだ。さ、座すわってくれ」

「う、うん……ちょっと緊きん張ちようする、ね。こういうゲームやるの、初めて……」

　白しら川かわはどきどきした表情を浮うかべながら「お、お邪じや魔まします」とささやいて椅い子すに腰こしを下ろす。白い財さい布ふから百円玉を取り出し、筐きよう体たいに投入、そのまま赤いボタンを押おすと、自分のアイドルを生み出すチュートリアル画面に移行した。

　白しら川かわはしばらく迷っていたが、アイドルに〈めい〉と名付け、黒くろ髪かみのセミロングに、おっとりとした表情を与あたえてあげた。

「お、白しら川かわの〈めい〉、なかなか可愛かわいいな！」

「……」

「さあ次はいよいよコーデ選せん択たくだ！　このゲームで一番楽しいセクションだぞ！　俺おれのカードファイル貸すから、〈めい〉に最高に可愛かわいいコーデを着せてあげるんだ！　ほら、〈めい〉が待ってるぞ！」

「……」

「ん？　どうした白しら川かわ、さっきから黙だまりこくって」

「その……下の名前、呼ばれてるみたいで」

　そう言って、白しら川かわはうつむいてしまった。顔が赤くなっている。

　いかん、熱くなりすぎてしまった。

　俺おれは申し訳なく思い、頭をかきながら、

「すまん……あくまでアイドルの〈めい〉のことだから」

「う、うん……気にしてないから」

　まいったな……アイドルに実名をつけると、こういうことが起きるから気をつけないと。

「く、黒くろ崎さき殿どの！　な、なんだこの悪あく辣らつなクレーンゲームは!?　取れぬ！　景品がまったく取れぬぞ！」

　野太い声に反応してそちらに視線を向ける。俺おれのとなりにいたはずの清きよ盛もりが、少し離はなれた場所にある、穴に棒を入れるタイプのクレーンゲームにチャレンジしていた。アイドルの写真がプリントされたマグカップを取ろうとボタンを操作している。このお店のクレーンゲーム鬼おに設せつ定ていだから頑がん張ばれよ……。

　そして、画面に視線を戻もどすと、

「!?　うおっ……白しら川かわ、いきなりミックスコーデを施ほどこすとは……！　攻せめてくるな！」

「そ、そう、かな……？」

　白しら川かわはちょっと嬉うれしそうな顔でこちらを振ふり返かえる。

「おう、すげぇぞ！　なぁおい千ち鶴づるこれ見ろよ！」

　背後を振ふり返かえり、ちょっと離はなれた場所にいる千ち鶴づるに声をかけると、

「う、うん……」

　ぎこちない表情を浮うかべたまま、こくん、とうなずく。も、もうちょっと反応してあげろよ……。

「でも……このバッグ、とっても可愛かわいいんだけど、どうしてもお洋服に浮ういちゃって……」

「ああ、ポップ系な。キラプリのポップ系アイテムって、クセが強いのが多いから、ミックスコーデに使いづらいんだ」

　俺おれもいまだにポップ系アイテムの扱あつかいは苦手だ。カツ丼どんの被かぶり物ものとか鉄ゲタとか『ネタだろこれ』って思わずツッコんでしまいたくなるような、配色やデザインがクレイジーなアイテムが多い。それにしても、初手からいきなりミックスコーデにチャレンジするとは……！　末すえ恐おそろしいな……！

　白しら川かわは悩なやみつつ〈めい〉のコーデを完かん了りようすると、初めてのライブに突とつ入にゆうした。

　ぎこちない手つきで白しら川かわは三色に振ふり分わけられたボタンをおどおどと押おしていく。俺おれは筐きよう体たいの画面と白しら川かわの運指を交こう互ごに見ながら、ライブの流れをレクチャーしていく。

　二分後、楽曲を完走し、〈めい〉のライブが終しゆう了りようした。

「さて、ライブが終わったあとはお待ちかねのアイテム選せん択たくだ……おおっ!?　ＳＲが出てるな……！　あれ、白しら川かわ、ＳＲを選ばないのか？」

「う、うん……こっちのほうが、かわいいから」

「……ほう……」

　レアリティにとらわれず『可愛かわいさ』でアイテムを選ぶとは……！

　お主も、往くか……修しゆ羅らの道を……！

　白しら川かわは排はい出しゆつされたカードを手に取って、嬉うれしそうな笑えみを浮うかべている。

「ちなみに、自分で引いたアイテムカードでコーデを組めるようになると、もっと楽しくなるぞ」

「う、うん……！」

　ふいに壁かべ掛かけの時計に目をやった白しら川かわは、少し慌あわてた様子で、

「で、でも今日は、このあたりで……このあと塾じゆくに行かないといけないから」

「そっか……また、いつでも来てくれていいからな」

「うん。今日はその、すごく、楽しかった…………ありがとう」

　白しら川かわは筐きよう体たいの椅い子すから腰こしを上げ、スカートの折り目を正し、

「また、学校でね」

　はにかみながらそう言うと、離はなれた場所にいる夏なつ希きと清きよ盛もりに挨あい拶さつをして、わくわくらんどを出ていった。

「……」

　その後ろ姿をぼんやりと見つめながら、

「また、学校で、か……」

　ぽつりとつぶやく。

　この言葉を、夏なつ希き以外のクラスメイトに言われたのは、本当に、久しぶりだった。

「あ……」

　ふと我に返る。

　俺おれからずいぶん離はなれた場所の、店内の隅すみのベンチに座すわって、千ち鶴づるがうつむいていた。

「待たせたな千ち鶴づる、キラプリやっていいぞ」

　俺おれが呼ばわると、千ち鶴づるは顔を上げて、こちらに視線を送る。ベンチから腰こしを上げ、小さな足取りで筐きよう体たいに近づく。胸に抱だいていたランドセルを筐きよう体たいに立てかけ、静かに椅い子すに座すわり、筐きよう体たいに百円玉を投入した。

「おい、テンション低いな。さっきまであんなにイベントに向けて盛り上がってたのに」

　しかも白しら川かわという新たなキラプリプレイヤーが爆ばく誕たんしたばかりだというのに。

「せっかく女の子のキラプリプレイヤーが増えたんだから、もっと仲良くすればよかったのに」

「……」

「な、なんか喋しやべれよ……」

　元気のなさそうな千ち鶴づるの横顔を眺ながめていると、

「ふぉぉぉおお!?　せ、芹せり菜なちゃんのライブ映像が流れておる!?」

　ほくほくした表情で戦利品を携たずさえこちらに歩いてきた清きよ盛もりが、受付カウンターに備え付けられたテレビ画面を見て叫さけび声ごえを上げた。

「え……なんだ？　芹せり菜なちゃん？」

「し、知らぬのか、黒くろ崎さき殿どの!?　今、日本中をときめかせている国民的ＪＳアイドルだぞ!?　小学五年生だ！」

「いや……よく、知らないな……」

　清きよ盛もりは俺おれの傍かたわらで、少女が歌い踊おどっているテレビ画面をうっとり見つめながら、

「芹せり菜なちゃんは某それがしが敬愛するアイドルグループの妹分グループ『しゅがー☆りりー』に所属しておってな……センターを務めるほどの実力の持ち主で……とくにその筋のファンに大人気でな……大人に憧あこがれつつも、隠かくそうとも自然に横おう溢いつする笑え顔がおと天てん真しん爛らん漫まんな幼さには……ふふ、某それがしも気を抜ぬくとついその魅み力りよくに引きずりこまれそうになる……」

「そ、そうか……なんか言ってることはよくわかんねぇけど……人気があるってのはよくわかったぞ」

　言われてみれば、たしかにテレビの中で元気にダンスを踊おどっているあの少女、最近ローティーン向け女性ファッション誌の表紙でよく見る気がする。あと電車の中なか吊づり広告とか。キラプリ以外のことにほとんど興味のない俺おれでも、なんとなく見覚えがあるということは、相当有名人なんだろうな。

「どうだ黒くろ崎さき殿どの！　あの芹せり菜なちゃんの笑え顔がお、超ちよう絶ぜつ可愛かわいいであろう!?」

　清きよ盛もりは我わが子を自じ慢まんするような表情でテレビ画面を指さす。

「うーん、そうだな……」

　少女は観客席から投げかけられる多くの声せい援えんを浴びながら、あどけない笑えみを浮うかべてこちらに手を振ふっている。

「……まぁ、多少は」

「そうであろう!?　黒くろ崎さき殿どの！」

　現実のアイドルにはさして興味はないが……なんというか、大人っぽいキレのあるダンスを踊おどっている。しかし、幼さ故ゆえに、健康的な可愛かわいさがある。ぱっちりとした瞳ひとみや笑顔には愛あい嬌きようがあり、かつ背せ丈たけもあるので、画が面めん栄ばえするな。

「芹せり菜なちゃんは博はか多たのアイドルグループに所属しておるが、活かつ動どう拠きよ点てんは東京ゆえ、ファッションや立たち居い振ふる舞まいが洗練されているで候そうろう」

「ははぁ、どうりであか抜ぬけてるわけだ」

「されど、芹せり菜なちゃんがいくら超ちよう絶ぜつ可愛かわいくとも、『ゆみりん』に比ひ肩けんすることはかなわぬがな……」

「『ゆみりん』？」

「左様！　我わが郷土長ちよう州しゆうが生んだ、空前絶後のアイドル、ＮＫＳ78のセンターである會かい田だ夕ゆ美みで候そうろう！」

　清きよ盛もりはよく見覚えのある女性の笑え顔がおがプリントされた扇子せんすをバサッと開いて俺おれに見せてきた。

　ああ、會かい田ださんか……そういえば今日わくわくらんどにいないな……いてくれたら清きよ盛もりもさぞ喜んだだろうに……。

「ああぁぁぁ！　遠く、天上にいるはずであろうあなたとまみえるのは、ライブのときと、握あく手しゆ会かいのときだけ……！　一体普ふ段だんどこに行けばあなたに会えるのだろう……！」

　会おうと思えばわりといつでも会えるんだけどな、ここで。タイミングさえ合えば……。

「むむっ！　いかん、『めんたいワイド』の時間ではないか！　ゆみりん特集があるぞ！　録画がきちんとなされているかチェックしなければ！」

　清きよ盛もりは腕うで時ど計けいから顔を上げ、

「では黒くろ崎さき殿どの、また今度、ゆっくりとキラプリのご教授願いたい！」

「おう、任せとけ」

　清きよ盛もりは扇子せんすをパチン！　と閉じると、

「そうだ黒くろ崎さき殿どの！　お近づきのしるしに、某それがしと、ＬＩＮＥアカウント交こう換かんの儀ぎを執とり行おこなおうではないか！」

　清きよ盛もりは制服のポケットからスマホを取り出した。

「あ、その……わるいが、俺おれ、やりかたわかんなくて……」

　以前夏なつ希きから「ほらこれ入れといたから！」と言われて、俺おれのスマホに勝手にアプリをインストールされたが、使い方がわからず放置している。

「おお！　ならば好都合！　これを機にぜひ黒くろ崎さき殿どのも始めようではないか！　これほど自分の意思を他人に最速で伝えることができるツールはないぞ！　なにより世界が広がるで候そうろう！」

「そ、そっか……まぁ、そういうことなら」

　俺おれは清きよ盛もりと同じように制服のポケットからスマホを取り出し、アプリを立ち上げる。

「さあ黒くろ崎さき殿どの！　某それがしと一いつ緒しよに『ふるふる』し候そうろう！」

「ふ、ふるふる……？」

　友だち登録画面に移行して、清きよ盛もりの動きに合わせてスマホを振ふってみると、

「おお、すごい、清きよ盛もりのアカウントが表示されたぞ」

「うむ！　それを『友だち登録』するで候そうろう！　そして、これがスタンプというものだ！　気軽に使えて便利だぞ！」

「す、すごいな、こんなのあるんだ」

　俺おれは自分のスマホの画面に表示された『よろしく』という文字と一いつ緒しよにカクカクと動くデフォルメされた會かい田ださんの画像を見つめる。おお、こんなところにも會かい田ださんが。

「……ありがとな、清きよ盛もり」

「礼には及およばぬ！　困ったことがあったらすぐに連れん絡らくするで候そうろう！　拙せつ者しや、大おお野の城じよう清きよ盛もり、いつでも、どんなところでも駆かけつけるぞ！」

「お、おおげさだな、清きよ盛もりは……」

「なにを言うか黒くろ崎さき殿どの！　友の救難に馳はせ参さんじるは我ら長ちよう州しゆう志し士しの習わしであるぞ！　では、これにて失敬！」

　清きよ盛もりはそわそわしながら「はやくゆみりんに会いたいで候そうろう！」と叫さけびながら、わくわくらんどを出て行った。

「ここにいたらわりと会えるんだけどな……」

　アカウントを交こう換かんしたばかりのスマホの画面に視線を落とす。清きよ盛もりの好意が嬉うれしくなり、胸にじんわりとあたたかいものが広がっていく。

「あれ～？　翔しようちゃーん？　さっきなんか大きな声がしなかった～？」

「あ、會かい田ださん」

　清きよ盛もりが出て行った扉とびらと反対側にある搬はん入にゆう口ぐちから、會かい田ださんがぴょこんと顔をのぞかせた。

「そ、そんなところにいたんですか」

　き、清きよ盛もり……もうちょっといたら会えたのに……。

「うん♪　クレーンゲーム用のお菓か子しが搬はん入にゆうされたから、ここで袋ふくろ開あけしてたんだよー♪」

「そうだったんですか……てか、會かい田ださん……また景品のお菓か子し、食べてますね」

　會かい田ださんはリスみたいにもごもごとほっぺたを動かしながら、

「え～？　おいしいから大だい丈じよう夫ぶだよ～♪」

「そういうことじゃないんですけど……」

　會かい田ださんは笑え顔がおでこちらにゆるゆると手を振ふると、再び搬はん入にゆう口ぐちへと引ひっ込こんでしまった。

「あいかわらず不思議な人だな……」

　筐きよう体たいの椅い子すに座すわる千ち鶴づるに目をやる。じっとライブ画面を見つめたまま、小さな指を動かし、ひたすらボタンを押おし続けている。

　こいつ、白しら川かわはともかく、清きよ盛もりとはまったく会話してなかったな……どんだけ人見知りなんだよ……せっかくだから、みんなの会話の輪に入ればよかったのに……。

　といっても、高校生と小学生じゃ、歳としも離はなれているから、難しいか。

　こいつも、同世代の友達がいればいいんだけど……。

「うーん……」

　俺おれは腕うでを組んで、千ち鶴づるの横顔を見つめる。

　千ち鶴づるも、この田舎いなかに引ひっ越こしてきて、もう一ヶ月近く経たつ。

　なのに、わくわくらんどに友達を連れてきたり、学校の友達の話をしたりといったことがこれまでまったくなかった。

　普ふ通つうなら、多少不器用でも、そろそろ、新しい友達もできていい頃ころだけど……。

「こんな性格だしな……」

「……？　なにか言った？」

「べつに」

　小学校の昼休みに、賑にぎわう教室の中で一人、さみしそうな顔で自分の席に座すわっている千ち鶴づるの姿が脳のう裏りに浮うかぶ。無表情だし、他を寄せ付けない雰ふん囲い気きがあるからな……あんまり自分から自分のこと喋しやべらないし。まあ、俺おれもちょっと前までそうだったから気持ちはわかるけど。

「……なぁ、おまえさ」

　千ち鶴づるに話しかけようとした直後、

「あれ？　清きよ盛もりくん帰っちゃったの？」

　夏なつ希きがクレーンゲームから戻もどってきた。

「ああ、ゆみりんがどうとか言ってたな」

　夏なつ希きは剣けん道どうで使う紺こん色いろの綿タオルで汗あせをぬぐいながら、

「もう、どうなってんのあのクレーンゲーム……ぜんぜん取れないんだけど……」

「あれはそういうもんだ。小こ倉くらのゲーセン以上に難しいからな。アームの使い方にコツがあるんだ。あとでやり方教えてやるよ」

　夏なつ希きは「ありがと」とつぶやき、

「あ、そうだ翔しよう吾ご！　小こ倉くらで思い出したんだけど、明日さ、あたし久しぶりに小こ倉くらの武道具店いくんだけど、一いつ緒しよにいこうよ！」

「え？　なんで俺おれが」

　三日後のイベントに備えて、『ミラクルアレンジタイム』の練習しておきたいんだけど……。

「い、いいじゃん！　ほら！　あたし方ほう向こう音おん痴ちだし！　武道具店の場所もうろ覚えだからさ！」

　そういえばこいつ、尋じん常じようじゃないくらい方ほう向こう音おん痴ちだったな……。

　幼よう稚ち園えんの頃ころ、お互たがいの家族で遠方にある大きな公園に遊びに行ったとき、植うえ込こみでできた迷めい路ろに二人で入った。順路に迷った夏なつ希きは「こうすればいいじゃん！」と嬉うれしそうに壁かべの植うえ込こみに、猪いのししのように突とつ進しんして迷めい路ろを突とつ破ぱし、迷めい路ろの管理人のおっちゃんに「迷めい路ろ破は壊かいすんな！」ってめちゃくちゃ怒おこられたっけ。なぜか俺おれも一いつ緒しよに。

「といってもなぁ……」

「だ、だって前に、翔しよう吾ごに宿題教えたじゃん！」

「いや、あれ間ま違ちがってたぞ、問２の数式」

「ええっ!?」

「問３も」

「えええっ!?」

「………問４も」

「ええええええっ!?」

「……まあ、宿題教えてもらったことには感謝してるけどな……」

　それに……。

「俺おれも、小こ倉くらに買いに行きたい物あったしな」

　明日発売のキラプリの新グッズ、その名も『マジカルマイク』。

　マイク機能や録音機能、さらにはフレチケを読よみ込こむと『〈○○〉ちゃんは、わたしのさいこうのおともだちだよ！』というキッコのオリジナルボイスを聞くことができる。キラプリプレイヤーならだれもが持っておきたい、素す敵てき要よう素そ満まん載さいのマストアイテムだ。三日後に遊園地で開かい催さいされるイベントに行く途と中ちゆうに、小こ倉くらに寄って買おうと思ってたけど……夏なつ希きのことも心配だしな。

「じゃあ、一いつ緒しよに行くか、小こ倉くら」

「えっ!?　ほ、ほんとっ!?」

「おう」

　夏なつ希きはパァッと弾はじけるような笑え顔がおを浮うかべ、

「やったー！」

　紺こん色いろの綿タオルを天てん井じようまでぶん投げると、両手を上げて喜びだした。おおげさな奴やつだな……。

「……」

　ふと筐きよう体たいに視線を戻もどす。椅い子すに座すわってボタンを押おしながら、千ち鶴づるがほんのわずかに小さな口をとがらせていた。

　なんとなく、さみしそうな顔をしている。

　……せっかくだし、ちょっと誘さそってみるか。

「なあ、千ち鶴づるも行くか？　小こ倉くら」

　千ち鶴づるの肩かたが、ぴくん、と小さく跳はねる。

「おまえも欲ほしがってただろ、マジカルマイク。ついでに小こ倉くらのキラプリ遠えん征せいでもしようぜ」

　千ち鶴づるはしばらく押おし黙だまっていたが、

「…………う、うん………いく……」

〈ちづる〉の踊おどるライブステージを見つめて三色のボタンを押おしながら、小さな声でつぶやいた。

「よし、じゃあ夏なつ希き、つーわけで明日は三人な」

「えっ？」

「遅ち刻こくすんなよ」

「えっ、あ、う、うん！　千ち鶴づるちゃん！　明日駅前に集合ね！」

　夏なつ希きはパッと明るい表情になって、千ち鶴づるの小さな肩かたに両手を置く。

「は、はい……よろしく、おねがいします……」

　肩かたに触ふれられた千ち鶴づるはビクン！　と体をすくませて、小さな声で所在なげにうなずいた。
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　翌朝。俺おれは身み支じ度たくを整えると、自転車に乗って最も寄よりの駅に向かった。

「うおっ、冷えるな……！」

　自転車を漕こぐたびに、早朝の冷気が骨の髄ずいまで染しみ渡わたる。目の前の畑にはうっすらと霜しもが降りていた。

　体を縮こまらせながら自転車を漕こぎつつ、左右に広がる田んぼと畑を見つめる。

　道沿いにぽつんと建っている個人商店の店先には、錆さびの浮ういた赤いポストと、随ずい分ぶん昔にその役割を終えた木の電信柱がいまだに朽くちたまま青空に向けて立っている。

　枯かれ木きが立ち並ぶ県道を走っていると、駅前が見えてきた。ちょっと早く来すぎたかな。

「おーい！」

　しかし、駅前には、すでに夏なつ希きが待っていた。自転車に乗って近づいてくる俺おれのほうを向いてぴょんぴょんとその場でジャンプしている。ジャンプしながら満面の笑えみを浮うかべてブンブンと両手を振ふってきた。朝からやけにテンション高いな……。

「寒いねー今日も」

「そうだな」

　駐ちゆう輪りん場じように自転車を停とめ、駅舎の入り口に俺おれが到とう着ちやくすると、蜂はち蜜みつ色いろの手て袋ぶくろをはめた手を擦こすり合あわせて夏なつ希きは嬉うれしそうに笑う。

「早いな。まだ集合時間から十五分も前なのに。待ったか？」

「う、ううん！　いまきた！」

「そっか。……てか、なんか……」

　夏なつ希きの私服をまじまじと見つめる。

「？」

　カーキのモッズコートに、スキニージーンズ、茶色いレザー素材の小さなショルダーバッグに、足元にはスニーカーが配されている。カジュアルにしつつ、決め所をしっかり押おさえた、

「いい着こなしだな」

「えっ!?　ほんとっ？」

「おう。似合ってるぞ」

　夏なつ希きらしい、いいコーデだ。

　以前までの夏なつ希きは、本当に適当な私服だった。なんなら休日も、学校指定の紺こん色いろのジャージを着て近所をうろうろしてたのに……まあそれはそれですごく似合うんだけど。そういえば最近、俺おれの納な屋やに収集している女性ファッション誌をよく読んでるっけ。

　それにしても……夏なつ希きの私服を見ていると……なんか……体の内部で、静かに、そして確実に、とあるスイッチが入ってしまった。

「それ、ニット帽ぼうとかも似合うんじゃね？」

「ニット帽ぼう？」

「おう。そのコーデなら、ニット帽ぼうがあればより可愛かわいくなるぞ。おまえニット似合いそうだし」

「そ、そう、かな……？」

　夏なつ希きは視線をきょどきょどとさまよわせ、短い髪かみの先を指でいじって照れくさそうに笑い、

「うん。翔しよう吾ごがそういうなら……今度、試ためしてみるね」

「ああ、オススメだぞ」

　俺おれは力強く頷うなずいた。

　キラプリならここにアクセサリーとして帽ぼう子しを足せばよりコーデポイントが加算される。夏なつ希きはおそらくポップタイプが似合うだろうな。

「それにしても、千ち鶴づる、遅おせぇな……」

「そ、そうだね……どこかで迷ってるのかな……？　電話してみる？」

「ん、いや……あいついつも遅おせぇんだよ」

　腕うで時ど計けいを確かく認にんする。午前九時十九分。あと三分で電車が来てしまう。

　なにやってんだよあいつ……着る服でも悩なやんでんのか……？

「あれ？　ねぇ翔しよう吾ご、なんか変な音聞こえない？」

「!?　あ、あの曲は……！」

「ど、どうしたの？」

　腕うで時ど計けいから顔を上げる。途と端たんに体中の血が沸わき立たつ。

　遠くから、耳によく覚えのある、アニメキラプリのオープニングの電子音がうっすらと聴きこえてきた。

「おまたせ」

　そして、電子音と共に、小さな郵便局の角を曲がって、自転車に乗った千ち鶴づるが現れた。

「おぉっ、千ち鶴づるちゃん、補助輪無しでしっかり乗れるようになってるね」

「そりゃ冬休みに練習したからな……にしても、小学五年生にもなって女児用自転車とは……」

「いいじゃんべつに。それに千ち鶴づるちゃんに似合ってるし」

「まぁ……背も低いし、あいつにはちょうどいいんだろうけど」

　それに、実は、ちょっと、うらやましい。俺おれが女児なら絶対に乗り回す、あの自転車。チェーンケースにキッコの絵え柄がらが入っているし、ハンドルの横に備え付けられたボタンを押おせばアニメのオープニング曲の電子音が流れるのだ。

　しばらくして、駐ちゆう輪りん場じように自転車を停とめた千ち鶴づるが、こちらに慌あわただしく走ってきた。

「ふう……あやうく遅ち刻こくするところだったわ」

　黒く艶つややかな髪を小さな手で一いつ生しよう懸けん命めい整ととのえている千ち鶴づるに、

「おい、おまえ、早く来いとは言わないけどよ……ちょっとは時間通りに来いよ。電車来ちまうだろ」

　田舎いなかの電車は一本乗のり遅おくれたら命取りになる。次の電車が来るまで、およそ一時間、周囲になにもない駅前でただぼーっと待つことになるのだ。

「しょうご！　いいじゃんそんなこといわなくても、間に合ってるんだし」

「いてっ、耳引っ張んなよ」

　夏なつ希きは千ち鶴づるに笑え顔がおを向けて、

「千ち鶴づるちゃん！　おはよう！　あいかわらず可愛かわいい服着てるねぇ」

「は、はい……」

　髪をすいていた手を止めて、ぎこちなく返事をする千ち鶴づるに、

「それに、すっかり自転車乗れるようになったんだ！　えらい！」

「そりゃ乗れんだろ。もう小５だぞ」

「もう、翔しよう吾ごはいちいちうるさいなぁ。よかったね千ち鶴づるちゃん、これで色んな場所いけるようになったね」

「は、はい……夏なつ希きさんのおかげです」

「あれ……俺おれも手伝ったんだけど……」

「わあ千ち鶴づるちゃん！　嬉うれしいこと言ってくれるね！　さ、一いつ緒しよに切きつ符ぷ買いにいこっ！」

「はい……夏なつ希きさん、今日は、よろしくお願いします」

「おい、無視すんなよ……」

　それにしても、千ち鶴づるのやつ、だいぶ夏なつ希きには慣れてきたかもな。

　俺おれはそんなことを思いつつ、夏なつ希きと千ち鶴づるのあとに続いて駅舎に入った。
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　電車のクロスシートに俺おれと夏なつ希きが並んで座すわり、対面に千ち鶴づるが座すわっている。

「ふっふーん♪」

　鼻歌を歌いながら窓の外に広がる田んぼを眺ながめている夏なつ希きに、

「おまえ、今日やけに機き嫌げんいいな」

「えっ!?　だ、だって……休日に翔しよう吾ごとどこかに遊びにいくの、ひさしぶりだから」

「……言われてみれば、そうかもな」

　たしかに、キラプリを始めてから、休日はほとんどわくわくらんどに入いり浸びたっている。夏なつ希きとこうやって電車に乗るのも一年ぶりくらいかもしれないな。

「千ち鶴づるちゃん！　はい、うちで採れたみかんあげる！　甘あまくておいしいよ！」

　夏なつ希きは肩かたがけのバッグから、みかんを取り出した。夏なつ希きの家の庭に生なっているみかんだな。これ美う味まいんだよな。

「これがバナナで、これがアメで、あとこれがチョコレートで」

「いやおまえどんだけ持ってきてんだよ。遠足かよ」

「もう、そういうこと言うんだったら翔しよう吾ごにはあげないから」

「いや、べつにいいし」

　そんなに嬉うれしかったのかよ、小こ倉くらに行くの。てかよくその小さいバッグにそんなに入ったな。

「はい、千ち鶴づるちゃん、これ、好きだと思って持ってきたんだ！」

　そう言って、夏なつ希きはむいてあげたみかんを千ち鶴づるに笑え顔がおで差し出す。おお、そういうことだったのか。あいかわらずいいやつだな、夏なつ希き。

「あ、ありがとうございます」

　千ち鶴づるは正面で夏なつ希きがむいてあげたみかんをぎこちなく受け取り、そろそろと小さな口に運ぶ。

　ちょっと咀そ嚼しやくして、

「あ、甘あまくて……すごく、おいしいです」

　ぎこちなかった千ち鶴づるの表情が、ほんの少しだけ明るくなった。

「でしょ！　うちのみかんおいしいんだから！　あたしも食べよーっと！」

　夏なつ希きは自分の食べるみかんをむいて、一切れつまむと口に頰ほお張ばる。

「はぁぁ！　甘あまい！　やっぱり冬はみかんにかぎるよねぇ！」

「おまえみかん好きすぎだろ。まろまちゃんかよ」

「まろまちゃん？」

　夏なつ希きが俺おれにみかんを手て渡わたしてくる。俺おれはそれを受け取りながら、

「キラプリのみかん好きのアイドルだよ。なあ千ち鶴づる」

　千ち鶴づるはもそもそと咀そ嚼しやくしていたみかんをこくんと飲のみ込こみ、

「う、うん……みかんが好きすぎていつもみかん柄がらのコーデを着てる、みかんアイドル」

「み、みかんコーデのみかんアイドル……？」

　千ち鶴づるは頷うなずくと、ちょっと嬉うれしそうな顔で、リュックサックの中をごそごそしだした。表紙がパステルカラーで彩いろどられた子ども雑誌を取り出すと、夏なつ希きに開いて見せる。

「ほ、ほんとだ、全身みかんの柄がらの服着てる……なかなか個性的な子だね」

「そ、そうなんです……！」

　夏なつ希きは開かれたページを「ほうほう」と眺ながめる。そして、ハッとなにかに気づき、

「ていうか翔しよう吾ごさ、コーデで思い出したんだけど……あたしね、ずっと言おうと思ってたんだけど」

「なんだ」

　俺おれはみかんを頰ほお張ばりながら横目で夏なつ希きを見る。

　夏なつ希きは、俺おれの体を上から下までまじまじと見つめている。

「ど、どうしたんだ」

　ちょっと身構えていると、

「あのさ……」

「お、おう……」

　夏なつ希きは言いにくそうな間をおいて、

「最近、いつも同じ服、着てない？」

「は……？」

　こいつ、なんてことを……！

「キラプリのアイドルのファッションにこだわるのならさ、せめて自分の身なりにも気を使ったほうがいいんじゃない？」

「……ふっふっふ」

「え、なに？」

「笑しよう止しッ！」

「え、ええっ？　なんなのいきなりっ？」

「いいか、よく聞け夏なつ希き。俺おれはな……！　自分の身なりに金をかけるくらいなら……自分のアイドルの服に金をかけるんだよ！」

「は？　どういうこと？」

　まったく夏なつ希きめ、あらたまってなにを言い出すかと思えば。

「あのな、もちろん俺おれだって、人前に出ても失礼にあたらない清潔な身なりをするように心がけている。しかし、それで充じゆう分ぶんだ。自分のアイドルを差し置いてオシャレするなんて……そんなもの、甘あまえた発想だ！　金があるならすべて〈みゆ〉の衣服に費ついやす！」

「いや、もう、何言ってるかさっぱりわかんないよ……」

「いやわかんないことないだろ。なぁ千ち鶴づる」

　俺おれは斜はす向むかいに座すわっている千ち鶴づるに声をかける。よく訓練されたキラプリプレイヤーたるおまえなら、俺おれの気持ちをわかってくれるはずだ。

　しかし千ち鶴づるは、

「……！」

　みかんを頰ほお張ばりながら、子ども雑誌を開いて、マジカルマイクのスペック情報が記き載さいされたページをキラキラした目で読よみ込こんでいた。

「おい、無視すんなよ！」

　どんだけ欲ほしいんだよマジカルマイク。まあ俺おれも超ちよう欲ほしいけど。

「あ、乗のり換かえだよ千ち鶴づるちゃん、変なお兄ちゃんはほっといて、行こっ」

「くっ……！　なんだよ……誰だれか俺おれの気持ちをわかってくれよ……！」
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　小こ倉くら駅に到とう着ちやくして、駅を出た直後、視界に突とつ如じよ閃せん光こうが走った。

「うおっ、まぶしっ！」

　手で目の上を覆おおって前方を確かく認にんすると、

「な、なんだ、単なるスキンヘッズか……」

　そこには、ムキムキの五人のスキンヘッドの男達たちが、道のすみっこで楽しそうにあやとり遊びをしていた。すげぇ、超ちよう盛もり上あがってる……。

「ん……？　今度は陽ひが陰かげったぞ……？」

　いきなり太陽が遮さえぎられて周囲が暗くなる。

「なんだ、単なるモヒカンズかよ……」

　右みぎ隣どなりの健康センターから、天を突つかんばかりの巨きよ大だいなモヒカンを頭に生やした男達たちがぞろぞろと出てきた。どんだけ長いモヒカンだよ……ほんと、小こ倉くらは謎なぞに満ちてるな……。

　夏なつ希きはそんな異様な光景には目もくれず、

「あっ！　ねえねえ翔しよう吾ご！　マック食べようよマックっ！」

　商店街の入り口にあるハンバーガー屋の赤い看板を指差し、キラキラした瞳ひとみを俺おれに向けてくる。あいかわらずマイペースな奴やつだな……。

「おまえ、ほんとジャンクフード好きだな」

「だっておいしいじゃん！」

「まあそりゃそうだけど……」

　俺おれは店のガラス扉とびらに貼はられたポスターを見て、

「おいおい！　ここのマックのラッキーセットのおもちゃ、キラプリじゃねーか！　よっしゃ！　行こうぜ！」

「キラプリでいきなり食いついてきちゃったよ……」

　夏なつ希きは呆あきれたような声を漏もらすと、千ち鶴づるのほうを向いて、

「千ち鶴づるちゃん、ちょっと早いけどお昼ごはん食べよっ！」

「おい千ち鶴づる！　ミラのフィギュアまだ残ってるみたいだぞ！　行こうぜ！」

「う、うん……！」

　俺おれのとなりで、千ち鶴づるはレースとフリルの施ほどこされた黒いスカートをぎゅっとつまんでこくんとうなずく。

　店内に入り、会計を済ませて商品の載ったトレイを持って二階の禁きん煙えん席せきに腰こしを下ろす。テーブルを挟はさんだ俺おれの正面に座すわった夏なつ希きは、山のように積んだハンバーガーの一つにかぶりつき、嬉うれしそうに頰ほおをほころばせて、

「うん！　おいしい！」

「おまえ、ハンバーガー何個買ってんだよ……」

　俺おれはコーヒーを口に運ぶ。運動ばかりしてるからか、よく食べる奴やつである。ただ、こうやって好きなものをバクバク食べる夏なつ希きを見るのは嫌きらいじゃない。こっちもつられて元気になるのだ。

「……」

　千ち鶴づるはさきほどから俺おれのとなりで、幼い瞳ひとみをキラキラさせて、ミラのフィギュアをいじって人形遊びをしている。こいつ子どもっぽいなぁ……。

「千ち鶴づるちゃん、よかったね！　欲ほしいの残ってて！」

　夏なつ希きに声をかけられて、千ち鶴づるはびくん！　と小さな体をこわばらせた。油断した顔を見られて恥はずかしかったのか、顔を赤くしてうつむく。たしかに夏なつ希きにはここまで子どもっぽい顔を見せたことないからな……。

「ねえ、ミラってどんな子なの？」

　夏なつ希きは興味深そうに千ち鶴づるに身を乗り出す。

「は、はい……あの……」

　すると千ち鶴づるは、ミラの人形を小さな手で握にぎったまま、嬉うれしそうな、恥はずかしそうな顔で、

「ミラは、キッコのライバルで……キッコの仲間たちといつもケンカしてて、みんなと距きよ離りを取ってるけど……ほんとは一番、友達想おもいの女の子で……」

「うんうん！　それでそれで？」

「その……そういう、素す直なおになれないところが、好きで……」

「うんうん！　あとは!?」

　めっちゃ食いついている……夏なつ希き、気になることがあると昔からなんでも聞きたがるからな……。

　夏なつ希きの怒ど涛とうの質しつ問もん攻ぜめに、千ち鶴づるがそれにたどたどしく受け答えをする様子を、コーヒーを飲みながらしばらく眺ながめていると、

「……ぅ……」

「？　どうした千ち鶴づる？」

　千ち鶴づるは顔を赤くしてうつむき、もじもじと小さなひざこぞうをこすり合わせて、我が慢まんできなくなったように、

「わ、私、ちょっと……」

「ん？　どこいくんだよおい」

「ばか翔しよう吾ごっ」

「いた、だから耳引っ張んなって」

　千ち鶴づるは慌あわてて席を立つと、お手洗いのほうへパタパタと駆かけていった。

　なんだ……言い出せなくて、ずっと我が慢まんしてたのか……。

　遠のいていく小さな背中をぼんやりと見つめながら、コーヒーに口をつけて黙もつ考こうする。

　夏なつ希きと出会ってそこそこ時間が経たっているし、だいぶ慣れてきたと思ったけど……。

　やっぱ、ぎこちないな……。

　コミュ力の権ごん化げのような夏なつ希きにすら、人見知りの壁かべを張はり巡めぐらせるとは……。

　あいつの人見知り障しよう壁へきがここまで厚いとは……まさにあいつの持ってるカードファイルのような分厚さだ。

「ねー翔しよう吾ご」

「なんだ？」

　夏なつ希きは手に持ったコーラをストローで吸いながら、

「千ち鶴づるちゃんって、一ヶ月くらい前に引ひっ越こしてきたんだよね？」

「ああ」

　夏なつ希きはコーラをトレイに置くと、心配そうな顔で、

「学校で、新しい友達、もうできたのかなぁ」

「うーん……それなぁ……」

　俺おれは腕うでを組んで天てん井じようを見上げ、

「たぶん、まだなんじゃねーかな……あんな性格だし……」

「……そうなんだ」

　俺おれはふと、

「なあ、夏なつ希きならどうするよ、こういう場合」

「あたし？」

　友達の多い夏なつ希きなら、なにか友達作りのヒントみたいなものを知っているかもしれない。

「うーん、そうだねぇ……」

　夏なつ希きはハンバーガーの載のったトレイを見つめていたが、しばらくして、ふいに口を開いた。

「要はね、素すの自分を出せばいいんだよ」

「素すの自分？」

「うん。変に好かれようとしたり、相手に合わせようとするよりも、ありのままの自分を出せば、この人はウソついてないなって安心するし、仲良くなってみようかなって自然と思うものなんだ。けど……」

　夏なつ希きは「むむむー」と眉まゆを寄せて腕うでを組み、

「千ち鶴づるちゃん、人見知りっていうか、ちょっと遠えん慮りよしぃなとこあるからねぇ」

「は？　あいつが？　人見知りはまだしも、遠えん慮りよするような性格じゃないだろあいつ」

　毎日わくわくらんどでどれだけあいつからドＳな言動を取られてると思ってんだ……。

「翔しよう吾ご、あのねぇ……ああいう子はね、安心できたり、甘あまえられる人にはとことん甘あまえて素すの自分を出せちゃうんだよ」

「そういうもんか……俺おれにはよくわかんねぇけど」

「そういうものだって」

　夏なつ希きはハンバーガーにかぶりつき、

「でも……引ひっ越こしてきたばかりの土地で、同い年の、女の子友達がいないっていうのは、あたしたちが思っている以上に、つらいと思うけどなぁ」

「……そうだな」

　俺おれには昔から夏なつ希きという、そばにいるだけで安心できる存在がいるし、転校も経験したことがない。でも、見知らぬ土地に越こしてきたばかりで、まともに親に会えてない千ち鶴づるの心細さを想像することくらいはできる。

　夏なつ希きは心配そうにため息をつき、

「同年代でしかできない話ってあるからねぇ……だから……はやく、お友達、できたらいいね」

「……まぁな」

　俺おれはコーヒーを口につける。夏なつ希きはコーラのストローを咥くわえながら、

「それにしても、翔しよう吾ごが他人のことをこんなに心配するなんて、珍めずらしいね」

「そうか？」

「うん。前まではあんまり他人に興味なかったのに……やっぱり、『友達』のことは気になっちゃうかんじ？」

「俺おれと千ち鶴づるはそういうんじゃねーよ」

　俺おれはコーヒーの黒く波打つ表面を見つめて、

「ただ……キラプリを通じて、俺おれには白しら川かわや清きよ盛もりみたいな奴やつらと知り合えたから……あいつにも、そういう存在ができたらいいかもな、って、ちょっと思っただけだ」

「……そっか……」

　夏なつ希きはしばらく何やら考かんがえ込こんでいたが、

「まぁ、なんにせよ、他人に興味を持つようになって、あたしは嬉うれしいよ。うんうん。成長したね、翔しよう吾ご！」

　そう言って、夏なつ希きは笑いながらバシバシ！　と肩かたを叩たたく。

「いって、なんだよ」

　すると、千ち鶴づるがお手洗いからこちらへ戻もどってきた。

　ハンバーガーを食べ終えた後、俺おれ達たちは店を後にした。
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「やったー！　新しい竹刀しないゲットだー！」

　ハンバーガー屋を出た後、俺おれ達たちは武道具店に到とう着ちやくし、夏なつ希きの買い物を済ませた。

「いやーまさか『天てん嶮けん』がこのお店に置いてあるとは！　カーボンもいいけど、やっぱり竹じゃないとね！　このしなり！　柄つかが手に馴な染じむ！　もうたまんない♪」

「おまえ竹刀しない選ぶのに悩なやみすぎだろ……」

「なに言ってんの翔しよう吾ご！　メーカーによって割れにくさとか重さとかぜんぜん違ちがうんだから！　竹刀しないの違ちがいで試合の勝敗が分かれることだってあるんだよ！」

「そっかなぁ……俺おれは振ふれればなんでもよかったけど……」

　でも、これもある意味夏なつ希きが抱いだくキラプリへの思いに似ているのかもしれない。好きなものに対するこだわりって、当事者以外には伝わりにくいものなんだろな。

　夏なつ希きは買ったばかりの竹刀しないを「よしよし♪」と撫なでて、愛いとおしそうに竹刀しない袋ぶくろに入れる。左ひだり肩かたにかけると千ち鶴づるに向き直って、

「ごめんね千ち鶴づるちゃん！　おまたせ！　今度は千ち鶴づるちゃんの行きたいとこ行こっ！」

「は、はい……えと……」

　千ち鶴づるは小さな指先をもじもじとこすり合わせて、ちら、ちらと俺おれの顔を見上げてくる。まあ大だい丈じよう夫ぶ、みなまで言わなくてもわかる。

「よし、マジカルマイク買いに、あるあるシティ行くか」

「？　あるあるシティ？」

　千ち鶴づるが小首をかしげて、不思議そうな表情を浮うかべる。

「あるあるシティってのは、アニメショップのテナントが集まってる商業施し設せつだ。アニメグッズや漫まん画がの品しな揃ぞろえは北九州一だぞ。もちろんキラプリのグッズも豊富に揃そろってる」

「！　そ、そうなの……!?」

　千ち鶴づるの表情がパッと明るくなった。お、食いついてきたな。

「そうだぞ。アニメ好きの下しもの関せき市し民みんと北九州市民にとってはパラダイスみたいな施し設せつだ」

「パ、パラダイス……！」

　千ち鶴づるの幼い瞳ひとみが輝かがやきを増していく。

「よし、んじゃ行くか」

　俺おれは夏なつ希きと嬉うれしそうな表情を浮うかべる千ち鶴づるを連れて、駅の北側へ向かう。

　十五分後、あるあるシティに到とう着ちやく、三階のアニメショップの店内に入ると、

「なっ……！　売り切れだと……!?」

「えっ……!?」

　俺おれと千ち鶴づるは絶句した。

　店内に設置されたキラプリのコーナーでは、マジカルマイクは販はん売ばいしておらず、空になった商しよう品ひん棚だなには『完売！』と書かれた手書きポップが貼はられている。すぐさま店員に尋たずねると、メーカー在庫も無く、次の入荷はわからないと言われてしまった。

「……しかたねぇ……いくぞ、千ち鶴づる」

「……うん」

　俺おれ達たちはうなだれたまま店内を出て、下りのエスカレーターに乗った。

　俺おれと夏なつ希きは後ろでしゅんとうつむいている千ち鶴づるを振ふり返かえりながら、小さな声で、

「翔しよう吾ご、どうする？」

「そうだなぁ……」

　あるあるシティで在庫がなければ、小こ倉くらはおそらく全滅だろうな……。

　せっかく連れてきたんだし、できれば元気になってもらいたいんだけどな……。

「？　どうした千ち鶴づる、なにぼーっと見てんだ？」

　二階から一階へ続くエスカレーターに乗ろうとしたとき。

　千ち鶴づるは立ち止まって、目の前のワンフロアをじっと見つめていた。

　千ち鶴づるの視線の先を辿たどってみると──そこには、クレーンゲームやメダルゲーム、音ゲーなどの筐きよう体たいが設置された、小さなゲームコーナーがある。

　そして、千ち鶴づるの視線のさらに奥おくには、キラプリの筐きよう体たいが二台、設置されてあった。

「ああ、そうだ、あそこにもキラプリあったんだったな」

　小こ倉くらには筐きよう体たい設置店がいくつかある。が、その中でもこの店てん舗ぽは一番規模が小さい。いわば隠かくれスポットだ。普ふ段だん俺おれもあまりこのゲームコーナーには立ち寄らないから失念してたな。

「……！」

　千ち鶴づるの表情が徐じよ々じよに明るくなっていく。ゲームコーナーを見つめながら、ちら、ちらと俺おれ達たちを振ふり返かえってくる。

　こいつ、さては、夏なつ希きが一いつ緒しよにいるから遠えん慮りよしてんのか……？

「いいよ、千ち鶴づるちゃん、みんなでゲームしにいこ！」

「あっ……ありがとうございます！」

　夏なつ希きに背中を押おされると、千ち鶴づるは嬉うれしそうにゲームコーナーへと駆かけていく。

　千ち鶴づるのやつ、楽しそうな顔になったな。

　一いつ緒しよにキラプリしてる奴やつがテンション低い顔してるのを見るのは、やっぱ気分のいいもんじゃねーからな。

「さて、俺おれもハイスコアムービーの確かく認にんといきますか」

　千ち鶴づるのあとに続いて、ゲームコーナーに足を踏ふみ入いれる。キラプリの筐きよう体たいがあれば、まずハイスコアのデモムービーを確かく認にんせずにはいられない。まあ穴場スポットだし、別段驚おどろくようなハイスコアじゃないんだろうけど。

「えっ……!?」

　しかし、千ち鶴づるが突とつ然ぜん瞳ひとみを大きく見開き、左側に設置された筐きよう体たいの前で、ピタリと足を止めた。

「どうしたよ、そんなに驚おどろいて……って!?」

　俺おれは筐きよう体たいのハイスコアムービーを見て、

「え……？　な、なんだ？　このライブ……」

　目が点になった。

　ハイスコアムービーを歌い踊おどるアイドルは、俺おれの予想に反して──それはもう──とてつもなく可愛かわいいコーデを身にまとっている。

「ちょ、ちょっと待て、どういうことだよ、これ……!?」

　ありえない。

「ポップ統一のコーデ、だと……!?　は、初めて見た……！」

　キラプリのポップタイプの服ふく飾しよくは、プリティやクールよりも、クセの強いアイテムが多く、扱あつかいづらい。

　しかし、目の前の〈せりな〉というアイドルは──完全に、そのポップ統一のコーデをものにしているのだ。

「パステルカラーの【ラブパニ・プリンスポップ・ガール】に、超ちよう個性的な【たべごろ☆スイーツ・ゲタ】、そして頭の上には超ちようイロモノアクセサリーの【おしゃかわ☆フードメーカー】だと…………!?」

　目の前の〈せりな〉のコーデは、プレイヤー全員がネタ扱あつかいして使わないアイテムを組み合わせて、『可愛かわいい』を顕けん現げんさせているのだ。

「な、なんだこれ、どうなってんだ一体……!?」

　キラプリをガチでやっている者ならわかる。

　この〈せりな〉の使い手、よほどポップタイプの特性を熟知しているか、天才的なセンスを持ち合わせているか、ポップという服ふく飾しよくを愛してやまないのだろう。でなければまずこの可愛かわいさは表現できない。

　そして、なにより──

「この〈せりな〉、『ミラクルアレンジタイム』、完かん璧ぺきにこなしてやがる……！　しかもエキストラハードモードで……！」

　昨日実装されたばかりの新セクション、『ミラクルアレンジタイム』。

　この難易度の異い様ように高いセクションを、目の前の〈せりな〉は完かん璧ぺきにマスターしているのだ。

「な、なんだこのリズム……！　今まできいたことねぇぞ!?」

　画面から流れているアレンジの音は、一いつ聴ちようすると、デタラメで規則性の無いように感じる。が、よく聴きけば、ちゃんと『リズム』として成立しているのだ。

「すげぇ、魔ま法ほうかよこれ……！」

〈せりな〉のハイスコアムービーから繰くり出だされる凄すさまじいリズムに反応して、さっきから俺おれの体が自然に動いているのに気づく。

　凄すさまじいアレンジプレイにより、もはや原曲を越こえて、〈せりな〉のオリジナル曲にまで昇しよう華かされている。

「アレンジに合わせて特とく殊しゆ演えん出しゆつがガンガン発生してる……！」

　ダブルピースやウインク、さらには投げキッス。

「すげぇ、アレンジプレイをものにすると、こんな可愛かわいい演出が発生するのか……！」

　グレイトやナイス判定などが頻ひん出しゆつする荒あらいプレイだが、それを補うかのように、ノリと勢い溢あふれるアレンジにより、ボーナスポイントを大量に稼かせいでスコアを伸のばす〈せりな〉は、俺おれがこれまで見たこともないポージングを次々に披ひ露ろうする。見ているだけで心が楽しくなってくる。

「こいつ、只ただ者ものじゃねぇ……！」

　目の前の〈せりな〉は、〈みゆ〉や〈ちづる〉では実現不可能な、アグレッシブなプレイング──まさに『魅みせるライブ』をやっているのだ。

「……！」

　俺おれのとなりで、俺おれと同様にポップの扱あつかいづらさとアレンジの難しさを熟知している千ち鶴づるは、驚きよう愕がくに彩いろどられた瞳ひとみでただ呆ぼう然ぜんと画面を見つめている。

「……ふふ、面白いじゃない……！」

　しかし、その瞳ひとみにしだいに嗜し虐ぎやくの色が浮うかび、さらに火か炎えんのような闘とう志しが混じる。

「ぶっ潰つぶしてやるわ……私の〈ちづる〉で……！」

　千ち鶴づるは小さな手で黒い髪かみをかきあげると、瀟しよう洒しやなレースの施ほどこされた黒いドレスから銀色に輝かがやく百円玉を取り出し、猫ねこのような俊しゆん敏びんな動作で筐きよう体たいに投入した。

「な、なんか千ち鶴づるちゃん、豹ひよう変へんしてない……？」

　俺おれの耳元に、夏なつ希きがそっと声をかけてくる。千ち鶴づるのプレイを邪じや魔ましないように夏なつ希きの位置まで後退して、耳元でささやく。

「いや、むしろこれがニュートラルだ」

「そ、そうなの？」

　千ち鶴づるの奴やつ、おそらく〈せりな〉の可愛かわいさと『魅みせるライブ』の衝しよう撃げきにより、完全にいつもの元気──もとい、ドＳモードを取とり戻もどしたのだろう。わくわくらんどでキラプリを本気でプレイするときの、集中力が研とぎ澄すまされた表情で〈ちづる〉にミックスコーデを施ほどこすと、エキストラハードのライブに突とつ入にゆうした。

「うわぁ、すごい……３５０……３６０……な、なんか、よくわかんないけど、画面の数字がどんどん上がってる……これってどれくらいすごいの？」

「ああ……女子小学生でここまで上う手まい奴やつはなかなかいないだろうな」

「そ、そんなにすごいんだ」

「悔くやしいけど……キラプリに関しては本当に神がかっているんだ、千ち鶴づるは」

　俺おれと夏なつ希きが〈ちづる〉のライブに息を吞のんでいると、

「ふふ……燃えてきたわ……！」

　苦手なアレンジセクションを抜ぬけた途と端たん、千ち鶴づるが阿あ修しゆ羅らのような表情になった。小さな指の動きがさらに加速する。勢い重視の〈せりな〉とは対照的な、鉄のように揺ゆるがないリズム感と、一いつ切さいの無む駄だがない流りゆう麗れいな運指により、パーフェクト判定を積み重ねていく。本気になった千ち鶴づるのライブにおける集中力とジャストを刻むタイム感はもはや神域に達する。

　鬼き気き迫せまる運指により、とめどなく流れてくるノーツの大だい海かい嘯しようをまるで児じ戯ぎのごとくあしらい、エストレアチェンジに突とつ入にゆうした瞬しゆん間かん、席を蹴けって立ち上がり、

「んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん！」

　千ち鶴づるの絶技──四本指ピアノ連打が赤いボタンに炸さく裂れつした。この筐きよう体たいも初めてこんな凄すさまじい連打を体験したのだろう、あまりに壮そう絶ぜつな連打により、カタカタカタカタと鳴なり響ひびくコントロールパネルの赤いボタンが『もう許して』という悲鳴に聞こえる。

「んあぁっ！」

　そして、小さな人さし指で赤いボタンにフィニッシュブローを決め、エストレアチェンジを抜ぬけると、〈ちづる〉のライブが終しゆう了りようした。

「うおお……！　ハイスコア更こう新しんしやがった……！」

「すごい、千ち鶴づるちゃん！」

「はぁ……はぁ……ふふ……これくらい、なんてことない……！」

　千ち鶴づるは苦しそうな表情を浮うかべて額に浮うかんだ汗あせをぬぐう。その口元がなにやら嬉うれしそうにほころんでいる。生きている実感を強きよう烈れつに嚙かみ締しめているようだな。わかる、わかるぞその気持ち……！

「さ、次は俺おれだ……！」

　負けてられない。絶体に負けられない。次は俺おれの〈みゆ〉の洗練されたノーマルコーデと一いつ本ぽん拳けん連打で、更こう新しんされたこのスコアをさらに凌しのいでやる……！

「まだよ。全然足りないわ。こうなったら１位から10位まで〈ちづる〉の可愛かわいさで塗ぬりつぶして、〈せりな〉という存在を完全に棄き却きやくする」

「待て、なんかカッコいいこと言いながらしれっとその台独どく占せんしようとしてんじゃねーよ」

「２位は黙だまって私のうしろで〈ちづる〉のライブを観みてなさい」

「うるせーな、俺おれだって〈せりな〉と勝負したいんだよ」

　俺おれは百円玉を千ち鶴づるよりも先に投入しようとして──




「ちょっとあんたたち！　なに勝手に芹せり菜なのハイスコア抜ぬいちゃってんの!?」




　キャンディのように甘あまく、子どものように幼い声が背後で響ひびいた。

「なんだ……？」

　振ふり返かえると──そこには、コインゲームの筐きよう体たいの椅い子すを二つ重ねて、その頂上に立って、こちらをビシリと指さす、ド派手な身なりをした小学生くらいの少女がいた。

　明るい髪かみをサイドポニーに結ゆわえ、幼さの強く残る瞳ひとみは怒りの色に燃えている。目が覚めるほどカラフルな色しき彩さいのパーカーを羽織り、そして、ショート丈たけのキャミソールからは、搾しぼりたてのミルクようにツヤツヤとしたお腹なかと、可愛かわいらしいおへそがちょこんと露ろ出しゆつしている。

「よくも芹せり菜なの庭ホームを荒あらしてくれたわね！」

　少女はそう叫さけぶと、危ういほどに短いピンクのミニスカートから生えている細くしなやかなふとももをプルプル震ふるわせながら椅い子すから床ゆかに降りていく。危なっかしいなおい……怖こわいならわざわざそんなとこのぼらなくていいのに……背丈もわりかしあるのに……高いとこ好きなのかな……。

「芹せり菜ながそっちいくまで逃にげないでよ！」

「べつに逃にげないけど……」
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　健康的で滑すべらかな光こう沢たくを放つひざこぞうをガクガクと震ふるわせながら床ゆかに足をつけると、少女は床ゆかにぺたんとお尻しりをつける。椅い子すのそばにきちんと揃そろえて置かれたブーツを「よいしょ、よいしょ」と一いつ生しよう懸けん命めいはいて、重ねていた椅い子すをコインゲームの筐きよう体たいの前にそれぞれきちんと戻もどした。ちゃんとブーツ脱ぬいで椅い子すに上がってたんだ……椅い子すも元の位置に直してるし……律りち儀ぎだな……。

「ねえ、翔しよう吾ご、あの可愛かわいい子知り合い……？」

「いや、まったく……」

　ツカツカとブーツの音を高く響ひびかせながらこちらに近づいてくる少女を夏なつ希きと見つめていると、

「芹せり菜ながおトイレいってるあいだに、よくも〈せりな〉のハイスコアを抜ぬいてくれたわね！」

「いや、抜ぬいたの俺おれじゃねーけど」

　見た感じ、顔は千ち鶴づると同い年くらいの幼さだ。ぱっちりとした瞳ひとみには子ども特有のあどけなさが残るものの、男心をくすぐるような得もいわれぬ魅み力りよくがすでに萌ほう芽がしている。千ち鶴づるよりも背が高く、ローティーン雑誌のモデルのようにスタイルがいい。桃色のリボンの髪かみ飾かざりから、小さな手首に巻いているシュシュなどの装そう飾しよく品ひんに至るまで、実にビビッドでカラフルな服ふく飾しよくに身を包んでいる。そして、幼い顔だちと相反するように、発育の著いちじるしい胸部が、歩くごとに微かすかに上下している。

　い、いかん……なに見てんだ俺おれは。

　思わず視線をそらしていると、

「勘かん違ちがいしないでくれるかしら……私よ。この〈せりな〉のハイスコアを抜ぬいたのは」

　千ち鶴づるは漆しつ黒こくのオーラを纏まとわせながら、女児用の椅い子すからゆらりと腰こしを上げる。色しき彩さいの洪こう水ずいともいえるカラフルな少女と対たい峙じした。

「……へぇ、あんたが、芹せり菜なの〈せりな〉のハイスコア抜ぬいたんだ？」

「そうよ。あなたの〈せりな〉は私が蹂じゆう躙りんさせてもらったわ」

「じゅ、じゅうりん……？　な、なんでもいいけど、芹せり菜なの〈せりな〉を抜ぬくなんて、あんたなに考えてんの!?　芹せり菜なの〈せりな〉をなんだと思ってんの!?」

「たいしたことなかったわよ。芹せり菜なとやらの〈せりな〉なんて」

「きー！　芹せり菜なの〈せりな〉をバカにしないでよ！　芹せり菜なの〈せりな〉をバカにすると許ゆるさないんだから！」

「おい、おまえらせりなせりな言い過ぎだろ」

　こいつらアイドルを実名にしてるからわけわかんなくなるな。まぁ、ちょっと羨うらやましい現げん象しようだけど。

　芹せり菜なは幼い顔を真っ赤にしながら筐きよう体たいを指差し、

「この筐きよう体たいはね、芹せり菜なのお気に入りなの！　〈せりな〉が一番じゃなきゃいけないの！」

「抜ぬかれるほうが悪いわ。自身の弱さを呪のろいなさい」

「はぁ!?　なにその言い方！　ちょっと、てか、かなり生意気なんですケド！」

　漆しつ黒こくの千ち鶴づるとカラフルな少女はにらみあう。冷たく気品のある千ち鶴づると躍やく動どう感かんに富む鮮あざやかな少女。まさに対照的な二人の少女の目と目の間でバチバチと火花が散る。

「な、なんだ、喧けん嘩かか……？」「いまどきリアルファイトかよ……」

　周囲でメダルゲームに興じていた者達たちが、二人の少女の穏おだやかでない空気を察して、遠巻きにこちらをチラチラとうかがってくる。

「お、おいおまえら、ちょっと落ち着けよ」

　さすがに見かねて俺おれが二人の間に割って入ると、

「２位、あなたは黙だまってなさい」

「なにあんた？　このチビおんなのカレシ？」

　千ち鶴づるといがみ合っていた少女が、俺おれを怪け訝げんな目で見上げてくる。

「しょ、翔しよう吾ごは、カレシじゃないよっ！」

「おい夏なつ希き、なんでおまえが否定してんだよ。まぁ違ちげぇけどさ」

　てか、つい最近どこかで見たことあるんだよな、この子……どこだったっけか……。

　俺おれがジロジロ見ているのに気づいたカラフルな少女は、きつく眇すがめていた目を和やわらげて、途と端たんにニヤニヤしだした。

「ははーん☆」

　そして、幼い容姿のわりに大きな胸に手を当てて、得意げな表情を浮うかべ、

「ひょっとしてあんた、芹せり菜なのファンでしょ？　一発でわかったんだから。そう！　アタシは全国のＪＳの憧あこがれ、めちゃカワ☆ＪＳアイドルの美み咲さきが丘おか芹せり菜なだよ☆　キャハ☆」

「めちゃカワ……？　あなた、自分でそんなこと言って恥はずかしくないの？」

「いっ、いいじゃん！　ファンのみんなだってそう言ってくれてるもん！」

　夏なつ希きは何かに気づいたのか、ハッとした表情で、

「や、やっぱりそうだ……！　翔しよう吾ご！　この子、昨日、わくわくらんどのテレビに映ってた子だよ！　本物のアイドルだ！」

　あわあわしている夏なつ希きに肩かたを叩たたかれ、俺おれも完全に思い出す。

　そうだ、この目の前の少女、昨日わくわくらんどのテレビに映っていた、清きよ盛もりが熱っぽく『超ちよう絶ぜつ可愛かわいい！』と語っていた、美み咲さきが丘おか芹せり菜なだ！

「てか、なんでそんな芸能人がこんなとこにいるんだ……？」

「さ、さあ……ど、どうしよう、サインもらっちゃう……？」

　俺おれと夏なつ希きは怪け訝げんな顔つきで耳打ちしあう。なんというか、その『芸能人です！』っていう眩まばゆいオーラとド派手なファッションが、この小さなゲームコーナーで浮うきまくってんだけど……。

「ふん」

　しかし、千ち鶴づるは芹せり菜なの放つ色しき彩さいの圧力と優すぐれた容姿から放たれるオーラにまったく動じていない。そう、美び貌ぼうでいえば千ち鶴づるも負けていないのだ。オーラに関しては真っ黒だけど。

　千ち鶴づるは尊大な態度を一ミリも崩くずさず、鋭するどい目つきで芹せり菜なをにらみ、

「めちゃカワアイドルだかなんだか知らないけど、この筐きよう体たいのキラプリにおいては、現在私が１位よ。ほら、となりの筐きよう体たいが空いてるでしょ。そこを使いなさい」

「だから！　その筐きよう体たいがいいってゆってんじゃん！　……てゆーか、なんなのあんたのその服装」

　芹せり菜なは千ち鶴づるの着ている黒いドレスを上から下まで舐なめ回まわすように見て「ぷぷーっ！」と噴ふき出だし、

「ちょー真っ黒じゃん！　それ可愛かわいいと思ってんの？　ダサみがすごーい☆」

「……！」

　千ち鶴づるはキッとした表情になったが、すぐに冷静さを取とり戻もどし、

「あなたこそなんなのその手に持った馬ば鹿かみたいに大きなサングラス。トンボなの？　トンボが出るにはまだ時期が早いわよ。ヤゴに戻もどりなさい」

　ヤゴっておまえ……まあたしかにそのサングラス掛かけてたらトンボみてぇだけど。海外のセレブがアカデミー賞とかで掛かけてるやつな。

「ヤ、ヤゴ？　ヤゴって、なに……？」

　芹せり菜なは幼い瞳ひとみを瞬またたかせてきょとんとする。千ち鶴づるは呆あきれたように小さな肩かたをすくめて、

「ごめんなさい。馬ば鹿かな子なのね」

「な、なによ！　芹せり菜なばかじゃないもん！」

「そもそも、そのサングラス、身元を隠かくすためだったのね。そのどぎついくらいカラフルな配色の服を身にまとっていたら、目立ってサングラスの意味を成しえないわね。お馬ば鹿かさん」

「くぬぬぅ……！　い、いいじゃん！　芹せり菜なが着る服にケチつけないでよ！　これがめちゃカワなんだから！」

　芹せり菜なは八や重え歯ばをむき出しにしてそう叫さけぶと、自信満々な表情で胸に手を当てる。

「ふむ……たしかにな」

　俺おれは思わず唸うなってしまう。なるほど芹せり菜なの服装は実にカラフルな配色だが、それが奇き抜ばつではなく、きちんと芹せり菜なの顔とスタイルにマッチしている。結果的に『可愛かわいい』に帰結しているのだ。こういう可愛かわいさは初めて目の当たりにしたな。これはキラプリに大いに参考になるぜ……！

「ゆっとくけどね、芹せり菜なには１００億人のファンがいるの！　みんな芹せり菜なの友達なんだから！　みんな芹せり菜なの味方だもん！」

「１００億人？　あなたそれ全世界の人口超こえてるわよ」

「えっ!?　そうなの!?」

　芹せり菜なは大きな瞳を丸くする。アホだなぁこの子……。

　千ち鶴づるは呆あきれたようにため息をつき、

「……さ、こんなお馬ば鹿かさんに付き合っていても不毛だわ。さっそく続きにとりかからなくちゃ」

　小さな手で筐きよう体たいに百円玉を投入しようとする。芹せり菜なは慌あわてて筐きよう体たいに手を伸のばし、

「ちょ、ちょっと待ってよ！　芹せり菜ながやるってゆってんじゃん！」

「隣となりが空いているでしょ」

「いーやーだー！　ここじゃなきゃやなのー！」

　芹せり菜なも負けじとミニスカートのポケットから取り出した百円玉をコイン投入口にねじ込こもうとする。お互たがいに激しく小さな肩かたをぶつけ合う。

「ど、どうしよう、翔しよう吾ご……？」

「うーん……」

「このレシートの裏に、サインもらっても大だい丈じよう夫ぶかな……？」

「そっちの心配かよ！　いいよサインは！」

　どんだけサイン欲ほしいんだよ。てかレシートの裏はさすがにまずいだろ。

「だ、だって……芸能人なんて、あたし初めて見たから……」

「ま、まぁそりゃそうだけど……」

　都会はどうか知らないが、ど田舎いなかに住んでいると、テレビやネットに映っている人を生で見ただけで、混乱するほど色めき立ってしまうのだ。田舎いなか者もののかなしい性さがである。

「ちょっとあなた、いいかげんにしなさい……！」

「あ、あんたこそ……！」

　田舎いなか者ものの俺おれと夏なつ希きをよそに、千ち鶴づると芹せり菜なは筐きよう体たいの前でにらみ合う。芹せり菜なは小さな拳こぶしをプルプルと握にぎりしめ、千ち鶴づるは細い右みぎ脚あしを後ろに引いてハイキックの発射準備を始める。

　こ、これはまずい……！

　俺おれがリアルファイトを阻そ止しすべく二人の間に割って入ろうとした瞬しゆん間かん──

「おねえちゃんたち、やらないなら、ひなたち、やっていい……？」

「「あっ……」」

　千ち鶴づると芹せり菜なが同時に固まった。

　いつのまにいたんだろう──千ち鶴づると芹せり菜なを見上げて、小さな親指をくわえ、瞳ひとみをうるうるさせた、幼よう稚ち園えん児じくらいの二人の幼女がすぐそばに立っていた。

「ひなとゆめね、きゃぷり、すきなの……」

　ひなちゃんの右手には、今にも泣きだしそうになっているゆめちゃんの手がしっかりと握にぎられている。

「ご……ごめんねひなちゃん、ゆめちゃん☆　芹せり菜なたちのことは気にしないで、いっぱいキラプリやっていいよ☆」

「う、うぅぅぅぅぅぅっ……！」

　芹せり菜なは冷ひや汗あせを垂らしながら、とびっきりの笑え顔がおで身を引く。見事なアイドルスマイルだ。千ち鶴づるも猫ねこみたいにうーうー唸うなりながら、後ずさりして身を引いた。えらいぞ、千ち鶴づる……。

「おねえちゃんたち、ありがとう！」

　二人はまぶしい笑え顔がおを芹せり菜なと千ち鶴づるに向けると、筐きよう体たいに仲良く百円玉を投入した。

「「……」」

　芹せり菜なと千ち鶴づるは楽しそうにプレイする二人の背後で、しばらく所在なげに押おし黙だまっていたが、

「……あ、あんたと言い合いしてたから、芹せり菜なプレイできなかったじゃん！　どうしてくれんのよ！」

「人のせいにするの？　あなた、ちょっと自分の人格を省かえりみたほうがいいわよ」

「……っ！　あ、あんたほんと、生意気！　地味！　じみ！　クソじみコーデ！」

「あなたがカラフルすぎるだけよ。目が痛いから今すぐ脱ぬいでくれないかしら」

「ちーび！　ちーび！」

「あなたの背が高いだけよ」

「ぷぷーっ！　芹せり菜ながうらやましいんだー？　やーい地味チビ！　じみちびー！」

「そんな語ご彙い力りよくの乏とぼしい罵ば声せいを浴びせられても全然悔くやしくないわよ。……せ、背せ丈たけだって、すぐに追おい越こしてみせるし、その他の点では私が勝ってるわ。もはや圧勝よ」

　いや、さすがに圧勝は無理があるだろ……。

「なに言ってんの？　芹せり菜なのほうがスタイルいいし、おっぱい大きいもん！」

「そんな大きなものをぶら下げててもプレイの邪じや魔まになるだけよ」

「おい千ち鶴づる、おまえすごいこと言ってんな……」

　一いつ瞬しゆん冷静になって、俺おれは芹せり菜なをまじまじと見つめる。

　なるほど、たしかに、芹せり菜なの容姿は、小学五年生の平均身長よりもやや高く、スタイルも抜ばつ群ぐんに良いい。サイドポニーに結ゆわえた髪かみとぱっちりとした瞳ひとみが幼さを強調しているが、その体にはすでに男を魅み了りようする色気が宿っている。健康的な肌はだは目を見張るほど瑞みず々みずしく、つきたての餅もちのように柔やわらかそうだ。ミニスカートから伸のびる脚あしは太すぎず、細すぎず、絶ぜつ妙みような締しまりがある。なるほど、これが現在日本を一いつ世せい風ふう靡びしている、めちゃカワＪＳアイドルか……！

「……」

「な、なんだよ夏なつ希き」

　夏なつ希きはじっとりとした目で俺おれを見つめて、

「ちょっと、見すぎじゃない？　芹せり菜なちゃんのこと」

「ば、ばっか、んなことねーよ。ははは」

「……翔しよう吾ごって、薄うす々うす思ってたけど、やっぱり、そっち系の……」

「はぁ!?　ちげぇっての！」

「じゃ、じゃあ、どんなタイプの女の子が好きなの!?」

「ちょ、ちょっと待て、なんでいきなりそんな話になんだよ！」

　俺おれと夏なつ希きが言い合っていると、いきなり芹せり菜なのミニスカートのポケットからポップ調の着信音が流れた。芹せり菜なは慌あわててスマホを取り出して画面を確かく認にんして、

「わっ……マネージャーからの呼び出し……！　ちょっと、あんた！　千ち鶴づるっていったわよね！　絶対におぼえておきなさいよ！」

「ごめんなさい。おそらく二秒で忘れるわ。あなたなんかのことを記き憶おくするリソースは脳に用意されてないから」

「り、りそーす……？　まあいいや！　べーっだ！」

　芹せり菜なは下りのエスカレーターへ向かって走りながらこちらを振ふり返かえって「あっかんべー！」を連発し、千ち鶴づるも負けじと「べーっだ！」と舌を出す。

　芹せり菜なが見えなくなったあともいまだに「べーっだ！」を連発している千ち鶴づるの肩かたを夏なつ希きは抱だいて、

「ほ、ほらっ、そろそろ帰ろう？　千ち鶴づるちゃんっ」

「そうだ、あとでとんこつラーメン食いに行こう！　なっ？　チャーシューも三枚トッピングしよう！　な？　なっ？」

　くっ……なんでこんなお父さんみたいなことやってんだよ……。

　俺おれと夏なつ希きは千ち鶴づるをなだめて、あるあるシティを出ると、商店街にあるラーメン屋へと向かった。







　　　＊＊＊







「替かえ玉だまお願いします」

　ラーメン屋に入ったあと、千ち鶴づるはいまだ興奮さめやらぬのか、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、スープが入った丼どんぶりをカウンター越ごしの店員に手て渡わたす。

「おまえ、よく食うなぁ……もうそれで替かえ玉だま三回目じゃねーか」

「いいでしょ、成長期なのよ」

　千ち鶴づるは店員に「ハリガネでお願いします。ネギ抜ぬきで」と言い足して、店内の隅すみに設置されたテレビに視線を移す。そこには、歌番組が放送されていて、奇くしくも芹せり菜なのライブ映像が流れていた。

「……っ！」

　千ち鶴づるは視線のやりどころに困ったのか、むすっとした顔で、反対側のガラス戸の方へと視線を転じた。

「なんか、千ち鶴づるちゃん、芹せり菜なちゃんとケンカしてたとき、いつもと口調変わってなかった……？」

　俺おれの左どなりのカウンター席でラーメンをすすりながら、夏なつ希きが不思議そうにつぶやく。

「いや、だからこれがこいつの〝素す〟なんだって」

　俺おれはラーメンをすすりながら、右どなりで頰ほお杖づえをついて店外を眺ながめている千ち鶴づるの小さな後頭部を見つめる。

　まったくこいつ……筐きよう体たいの取り合いくらいであんなにムキになりやがって……たまにすげー子どもっぽくなるからなぁ……実際まだ子どもなんだけど。

「オジョウチャン、ハリガネオマチ！」

「ありがとうございます」

「つーかおまえ完全にとんこつラーメンのシステム覚えたな……」

　最初この店に入ったときあんなに臭くさい臭くさいってわめいてたのに、完全にマスターしてやがる……。

「それにしても……」

　こいつ、芹せり菜なとケンカしてたとき、めっちゃ活いき活いきしてたな……昨日はあんなにテンション低かったのに……完全にいつもの元気を取とり戻もどしてやがる。

　俺おれ以外の誰だれかとあんなにたくさん喋しやべってるの、初めて見たぞ……。

　俺おれはハンバーガー屋で夏なつ希きの言っていた言葉をなんとなく思い出しながら、

「素すの自分を出すと、友達ができる、か……」

　夏なつ希きがレンゲでスープを飲みながらチラリとこちらを見て、

「ん？　なにか言った翔しよう吾ご？」

「いや、べつに。……あ、店員さん、俺おれも替かえ玉だま。バリカタでお願いします」

　注文し終えると、むすっとした顔でハリガネの麵めんを小さな口にかきこんでいる千ち鶴づるの横顔をぼんやりと眺ながめた。
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　小こ倉くらに出かけた翌日、学校の昼休み。

「ほう……ミモレ丈たけのスカートにこんな使い方があるとは……」

　大勢の生徒で賑にぎわう教室で、俺おれが一人で席に座すわって女性ファッション誌でコーデ研究をしていると、

「あ、あの」

「……お、白しら川かわか。どうした？」

　雑誌のページから顔を上げると、白しら川かわが机の横に立っていた。

　白しら川かわはお下さげ髪がみの片側をつまみながら、

「一昨日おとといの、お礼、言おうと思って……キラプリのやりかた、教えてくれて、ありがとう」

　そう言って、白しら川かわはぺこりと頭を下げた。ああ、なんだそのことか。

「こちらこそ、わざわざわくわくらんどに来てくれて、ありがとな。嬉うれしかったぞ」

「そ、そう？　あ、あとね、一昨日おととい、すぐに帰っちゃって、ごめんなさい……黒くろ崎さきくん、あんなに熱心に教えてくれたのに」

「いや、そんなこと、気にしなくていいって」

　本当に気をつかうやつだな、白しら川かわは。とてもいい子である。なんか育ちもよさそうだしな。

「あの、それと、一昨日おとといのお礼、ではないんだけど……」

　白しら川かわは視線を下げて恥はずかしそうに、

「黒くろ崎さきくんが好きなもの、私に教えてくれたから……私も、その、黒くろ崎さきくんに、私の好きなもの、知ってほしくて」

　そう言って、白しら川かわは胸に大切そうに抱だいていた一冊の文庫本を俺おれに差し出した。

「もしよかったら、これ、読んでみて、ほしいの……！」

　そう言って、本を差し出したまま、赤くなった顔をうつむかせる。

　緊きん張ちようしているのか、かすかに手が震ふるえている。

　俺おれは白しら川かわが差し出した文庫本を受け取り、表題に視線を送る。

「『銀ぎん河が鉄てつ道どうの夜よる』……？」

　その文庫本は背表紙や小口などがひどく傷んでいた。しかし、この傷みこそが、そのまま、白しら川かわがこの本をどれほど昔から読よみ込こんできたのかを如によ実じつに伝えてくる。

「……わ、私ね、その、宮みや沢ざわ賢けん治じが大好きで……表題になっている『銀ぎん河が鉄てつ道どうの夜よる』は、私が小学生のときに、初めて図書室で読んだ物語で……情景のひとつひとつが、すごい綺き麗れいで、繊せん細さいで……他にもね、その本の中には素す敵てきな短編がたくさん入ってて……『オツベルと象ぞう』とか、『セロ弾ひきのゴーシュ』とか、自然で、朴ぼく訥とつで、あたたかみがあるというか……」

　白しら川かわはハッと顔を上げた。赤くなった顔を隠かくすように両手をわたわたさせて、

「ご、ごめんなさい、私、一方的に喋しやべってばっかりで」

「いや、全然いいよ」

　俺おれは笑って応える。こんなに喋しやべる白しら川かわは珍めずらしい。それにしても、とめどなく喋しやべる白しら川かわの言葉の端はし々ばしから、この本が大好きって気持ちが、すごく伝わってきた。なんだか嬉うれしいな、こういう白しら川かわを見るのは。

「ありがとな白しら川かわ。俺おれあんまりこういうの読まないから、ちゃんと意味とか汲くみ取とれるかどうかわからないけど……読んでみるよ」

　ひょっとすると、俺おれが白しら川かわにキラプリが好きだと告白したとき──白しら川かわも、こんな気持ちを抱いだいたのかもしれない。いや、告白内容が女児向けゲームだからもちろん別種の感情も抱いだいただろうけど。

「よかったぁ。こういう昔の本が好きっていったら、絶対変って言われると思って……」

「なに言ってんだ、全然そんなことないよ。それに白しら川かわだって、俺おれの好きなもの、受け入れてくれたじゃないか」

「う、うん」

「俺おれさ、あのクリスマスパーティーのとき、ほんとに嬉うれしかったんだぞ。むしろ俺おれのほうが、カミングアウトしたとき、ドキドキしたよ」

「そ、そっか。えへへ」

　白しら川かわは微笑ほほえみ「あ、そういえばね」と制服のポケットから何かを取り出し、

「これ、家に帰って気づいたんだけど、上の部分が切り取れるようになってるみたいで……なにに使うのかなって」

「ああ、そうだった。すまん、教えてなかったな」

　それは、一昨日おとといわくわくらんどで白しら川かわがキラプリをプレイしたときに筐きよう体たいから排はい出しゆつされたアイテムカードだった。

「その上半分はな、『フレンドチケット』って言って、仲の良いいプレイヤー同士で交こう換かんするものなんだ」

「へぇー、おもしろいね……！」

　白しら川かわは興味深そうにカードの上半分を見つめる。

　それにしても、学校にまでキラプリカードを持ってきてくれるとは……なんだか嬉うれしいな。

「それと、あの」

　白しら川かわは俺おれを見つめて、

「一昨日おととい、わくわくらんどで、千ち鶴づるちゃん、怖こわがってなかった……？」

「え？　千ち鶴づるが？」

　白しら川かわは申し訳なさそうに、

「うん。私ね、ちょっとだけ、千ち鶴づるちゃんの気持ち、わかるから……」

　白しら川かわは両手の指をからませながら、

「私も、あのくらいの歳としの頃ころって、突とつ然ぜん歳とし上うえの人から声をかけられたりすると、すごく警けい戒かいしちゃってたから……」

「……そうなのか」

　たしかに、千ち鶴づるほどではないにせよ、白しら川かわも引ひっ込こみ思じ案あんな気質がある。性格的に、わりと近いのかもしれない。といっても千ち鶴づるは獰どう猛もうな猫ねこで、白しら川かわはおとなしい犬って感じだけど……。

「そうだ白しら川かわ、前からちょっと気になってたんだけど……白しら川かわって、夏なつ希きとすごく仲いいよな。どうやって仲良くなったんだ？」

　剣けん道どう好ずきの夏なつ希きと、読書好きの白しら川かわ。性格が真反対だから前から不思議に思っていたのだ。

「あ、うん、えとね……どうしよっかな……どこから話そうかな……」

「大だい丈じよう夫ぶ。いいよ、好きなとこからで」

　白しら川かわは「うーんと」とつぶやきお下さげ髪がみを指ですきながら、

「一年生のときにね、その……私、休み時間も教室で本ばかり読んでて……友達できないなぁ、って思ってて」

　当時の自分のことを語る白しら川かわの顔が沈しずんでいく。ああ、なんとなく、白しら川かわの気持ちはわかる。

「それでね、二学期のお昼休みに、たまたま剣けん道どう場じようの近くのベンチで本を読んでるとね、夏なつ希きちゃんが声をかけてきてくれたの」

　白しら川かわの顔が、しだいに明るくなっていく。

「そっか、夏なつ希きから話しかけたのか……」

　いまごろ剣けん道どう場じようで竹刀しないを振ふるって汗あせを流しているであろう夏なつ希きの顔が頭に浮うかぶ。『なに読んでるの!?　あたしにも教えて！』とか、本なんてほとんど読んだこともないのに、そんな軽いノリで話しかけたのだろう。あいつらしい。こういうところが、夏なつ希きのいいところだと思う。

「それでね、ちょっとだけお話をするようになって……ある日ね、私から勇気を出して『お友達になってください』って言って、夏なつ希きちゃんに、私が一番好きな、その本を貸したの」

「……そうだったのか」

　白しら川かわは表情をほころばせて、

「するとね、夏なつ希きちゃん、すごく喜んでくれて……それがきっかけで、どんどん仲良くなって……夏なつ希きちゃんと学校の外でも遊ぶようになって……夏なつ希きちゃんのつながりで、だんだん友達が増えていって」

　白しら川かわは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、

「勇気を出して、自分の殻からを破れば、色んなものが見えてくるんだって……そういうことを教えてくれた夏なつ希きちゃんのことが、私、本当に大好きで……」

　白しら川かわはうっとりした顔を上げて、

「あ、ごめんね、へんなこといっちゃった……」

　白しら川かわは両手の指をからめてもじもじする。俺おれは苦笑いを浮うかべ、

「いや、わかるよ。……いいやつだよな、あいつ」

「うん。……」

　なるほど。白しら川かわはそうやって、夏なつ希きと友達になったのか。

　やっぱり、勇気を出して、一歩踏ふみ出だすのって、大事なんだな。

　……あいつも、自分から声をかけられるようになれば……同い年の、同性の友達ができるかもしれないんだけどな……。

「あ、あと黒くろ崎さきくんっ」

「？」

　白しら川かわはきょどきょどしながら前まえ髪がみをあたふたと整え、制服のポケットから何かを取り出そうとしながら、

「あ、あのっ、もしよかったら……っ、わ、私と、ら、ライ……」

「？　ライ？」

「ラ、ラライ」

「ララライ？」

「ラ、ラララライ……！」

「ど、どうした白しら川かわ……？」

　なんかいきなりバグりだしたぞ……？

「そ、そのっ……！」

　白しら川かわは振ふり絞しぼるような声で、

「わ、わたしとっ……！　ラ、ＬＩＮＥのアドレス、交こう換かん、してくださいっ……！」

　そう言って、白しら川かわは顔から火が出たように赤くなると、スマホを俺おれに差し出した。

「なんだ、ＬＩＮＥか……びっくりしたぞ」

　俺おれは机の横に下げていた通つう学がく鞄かばんからスマホを取り出し、白しら川かわとＬＩＮＥのアカウントを交こう換かんした。

「ありがとな、白しら川かわ」

「う、ううんっ、こちらこそ、ありがとうっ……！」

　そう言って、白しら川かわは顔を真っ赤にしたまま、自分の席に戻もどり、引き出しから取り出した文庫本を開いて顔を埋うめるようにして読み始めた。ど、どうしたんだろう……てかそんなに近づけて本読むと、目、悪くなるぞ……。

　俺おれは清きよ盛もりと白しら川かわのアカウントが表示されたＬＩＮＥの画面をぼんやりと見つめる。

　これまで、教室では、夏なつ希きをのぞいて、本当に一人だった。

　クラスメイトとのつながりが二つも生まれた。

　心がじんわりとあたたかくなる。

「……とりあえず、ちょっと読んでみるか」

　ともかく、白しら川かわが自分の好きなものを知ってほしい、と勇気を出して俺おれに大切な本を貸してくれたのだ。

　俺おれは深呼吸をして、白しら川かわから借りた文庫本を厳おごそかに開いた。







　　　＊＊＊







「よお、あいかわらず早いなおまえ……って、なんだその目!?」

　放課後、俺おれがわくわくらんどを訪おとずれると、筐きよう体たいの椅い子すに、小学校の制服姿の千ち鶴づるがすでに座すわっていた。

　そして──俺おれの声に振ふり返かえった千ち鶴づるの両目が、うさぎみたいに真っ赤に充じゆう血けつしていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかよ、その目」

　いったい何があったというのだ。ひょっとして泣いてたのか……？

「……昨日の夜、自宅でポップコーデとアレンジプレイの研究をしていたのよ」

　背後に近づいた俺おれに、千ち鶴づるは徹てつ夜や明あけのような声でそうつぶやく。

「ま、まじか……それで、一晩中研究してて……そんな目になったのか……」

　千ち鶴づるは死にそうな顔でこくん、と頷うなずく。

　俺おれはため息をつき、

「研究もいいけどよ……ちゃんと寝ねろよ。体壊こわしちまうぞ」

　こいつは、まったく……すげぇ集中力だな……負まけず嫌ぎらいというか……。

　ただ、千ち鶴づるにとって、それくらい、昨日の芹せり菜なと、〈せりな〉の衝しよう撃げきが大きかったってことだろうな。

　俺おれはキラプリの隣となりに設置された年季の入ったジャンケンゲームの椅い子すに腰こしを下ろし、

「俺おれもな、昨日帰ったあと、〈みゆ〉に似合いそうなポップの組み合わせを色々試ためしてみたんだけど……全然うまくいかなかった」

「……そう」

　俺おれは普ふ段だん〈みゆ〉にクール統一のコーデを施ほどこしている。付つけ焼やき刃ばで俺おれが色物系アイテムの多いポップの組み合わせなぞを施ほどこすと、〈みゆ〉本来の可愛かわいさを著いちじるしく損そこなってしまう。

「で、おまえはどうだった？　うまくいったか、〈ちづる〉のポップコーデ」

　千ち鶴づるは小さく首を振ふり、

「……いいえ、やっぱり、どうしても各アイテムのバランスが取れない」

「……だよな。まったく、どういう発想でコーデやってんだか、あの芹せり菜なってやつは」

　ポップというクセが強いアイテムだけでコーデを固めると、アイテム同士の個性がケンカしてしまう。

　そのケンカを引き起こさずに、むしろそれぞれの個性を最大限に発揮させる芹せり菜なという少女は、もちろんコーデ研究も充じゆう分ぶんに積み重ねているのだろうが、ある種の天才なのかもしれない。勢いのあるアレンジプレイと合わせて、あの小さな身に宿るキラプリにおける技術力には、正直舌を巻いてしまう。

「……絶対に負けない」

　千ち鶴づるは小さな顎あごに手を当て、〈ちづる〉のコーデセクションが表示された画面をむむっとにらむ。昨日の〈せりな〉の奇き想そう天てん外がいなポップコーデを目の当たりにして、相当悔くやしかったと見える。俺おれだって超ちよう悔くやしい。

「……こういうのはどうかしら？」

　千ち鶴づるはコーデセクションで、〈ちづる〉に普ふ段だん使わないような、クセの強いポップ系アイテムの組み合わせを施ほどこす。トップスには色とりどりの缶かんバッジが付属している【パニックスマイルチュニック】、ボトムスには丈たけが超ちよう短みじかい【みせかわフリルミニスカート】、シューズにはベルトにラメの入った【キラキラひまわりサンダル】、そしてアクセサリーには鮮あざやかな黄色の【やばモテおでかけキャップ】。夏の都会の繁はん華か街がいを歩く、超ちよう派は手でなギャルの女子高校生といった感じだ。

「ああ、いいんじゃねーの？　……あーでも、やっぱ昨日の〈せりな〉のほうが可愛かわいかったな」

「は？」

「い、いや俺おれも認めたくねーけどよ……可愛かわいいものは可愛かわいいだろ」

「……ふん」

　千ち鶴づるはむすっとした顔で筐きよう体たいに向き直る。

「で、アレンジの特訓はどうやったんだ？」

　俺おれが尋たずねると、千ち鶴づるはむすっとした顔を幾いく分ぶんか緩ゆるめて、

「……昨日小こ倉くらに連れていってもらったことだし、特別に教えてあげる」

「おお、珍めずらしく素す直なおだな」

　千ち鶴づるは筐きよう体たいに立てかけていたランドセルを手元に引き寄せて中をごそごそしだすと、何枚かのシングルレコード盤のジャケットを取り出して、俺おれに「ん」と差し出した。

「なんだこれ？　キース・ジャレットにウィントン・ケリーにビル・エヴァンス……？」

　千ち鶴づるは筐きよう体たいのボタンに指を戻もどすと、小さな胸を張って自じ慢まんげに言った。

「即そつ興きよう演えん奏そうの参考のために昨日聴きいた音源よ」

「即そつ興きよう演えん奏そう？　なんだよ、それがキラプリのアレンジプレイに役に立つのか？」

　千ち鶴づるは小さな人さし指で赤いボタンを押おして、ポップコーデを施ほどこした〈ちづる〉をライブに送り出し、

「アレンジとはつまり即そつ興きよう演奏。そして、即そつ興きよう演えん奏そうをモノにするには……いかに頭の中に多くのフレーズとリズムパターンが集積されているかにかかっているわ」

「……なるほど」

　たしかに、千ち鶴づるの言うことは一理ある。習ったこともない外国語をいきなり喋しやべろと言われても、喋しやべりようがないのと似ているのかもしれない。

「なかなか面おも白しろそうなこと言い出したな、それで？」

　千ち鶴づるの言葉の先を促うながす。それに気を良くしたのか、千ち鶴づるは嬉うれしそうに鼻を高々とさせて、画面を流れるノーツに合わせてボタンを押おしながら、

「まずは頭の引き出しに物を詰つめる作業が大事……つまり、学校の勉強と同じ。なら、私にだってできるはず。昨日は夜の九時から学校へ行く朝八時まで、それらの音源を聴きき込こんできたわ」

「いや、おまえやりすぎだろ……」

　てか、わざわざランドセルに入れて学校にまで音源を持ってきてたってことは……ひょっとして、俺おれに練習の成果を自じ慢まんしたくてしょうがなかったのだろうか。

「？　なにをにやにやしてるのよ、２位」

「い、いや、べつに」

　なんか、こういうところは、ほんとに年相応の小学生らしいな。微笑ほほえましい奴やつ。

「ふん……まあ黙だまって私のプレイを見てなさい」

　千ち鶴づるがそう言い放つと、画面の中で〈ちづる〉が『ミラクルアレンジタイム』に突とつ入にゆうした。その瞬しゆん間かん、千ち鶴づるは昨日徹てつ夜やで聴きき覚えたであろうピアノのフレーズを、ノーツとノーツの間に差さし込こんでいく。小さな指先はまさにピアニストのように軽かろやかに跳はね回まわり、難解で複雑なリズムを刻む。

　が、

「んっ……」

「……」

「あっ……あぅぅ……」

「あちゃー、失敗か」

　しかし、その『アレンジをしよう』という気持ちに足をすくわれるのか、軸じくのリズムがぶれてしまい、千ち鶴づるは押おすべき規定のノーツで『ＭＩＳＳ』判定を出してしまった。〈ちづる〉がステージで尻しりもちをつき、観客席からは悲しげな声が上がる。

「うぅぅぅぅぅぅ……！」

　唇くちびるを嚙かみしめて唸うなり声を上げる千ち鶴づるに、

「なんかな、おまえのアレンジ、固いんだよ」

「……固い？」

「ああ。なんつーか……〈せりな〉のライブみたいなアグレッシブさがないんだよ」

　アレンジタイム時には、各種三色のボタンのアタック音がアレンジタイム仕様になる。この三つの音の組み合わせで、オリジナルのリズムを作ることができる。女児向けゲームにしては、画期的で、面おも白しろい仕様だ。

「昨日の〈せりな〉のライブはな、聴きいていると、体が勝手に動き出すほどだったぞ」

「うぅっ……」

　その凄すさまじいリズムにアレンジシステムが反応してか、大量のボーナスポイントが加算され、特とく殊しゆ演えん出しゆつがガンガン発生していた。ステージを歌い踊おどる〈せりな〉のポージングやダンスなど、俺おれがこれまで見たこともないものばかりだった。

「加算ポイントも羨うらやましいが、なにより、俺おれもあの特とく殊しゆ演えん出しゆつ、〈みゆ〉で出したいな……」

　ピースサインに、ウインク、そして愛らしい投げキッスに、両手を広げての大ジャンプ。〈みゆ〉がやったら最高に可愛かわいいはずだ。

「くっ……！　超ちよう見たい……！」

　俺おれが羨うらやましさに体を震ふるわせていると、千ち鶴づるは画面を見つめながら悔くやしそうに、

「……クラシックしか弾ひいてこなかったからかも」

「クラシック？　なんだおまえ、ピアノやってんの？」

「ええ。言ってなかったかしら」

「……そういやなんか前に言ってたな」

　去年のわくわくらんどでの、エストレアチェンジの連打勝負を思い出す。『ネコふんじゃった百本ノック』で鍛きたえたとかなんとか言ってたっけ……どうりでリズム感がやたら良いいわけだ。

　たしかクラシックを長年やってきた人は、即そつ興きよう演えん奏そうが苦手になりがちだとどこかできいたことあるな……もちろん人にもよるんだろうけど。

　てかほんと、こいつ自分のプライベートのこと、俺おれになかなか喋しやべらねーな……。

「まあいい。さ、ライブ終わったぞ。早く俺おれと代われ」

「……ふん」

　俺おれは千ち鶴づると代わって椅い子すに座すわり、筐きよう体たいに百円玉を投入すると、マイカードをスキャンした。

「実はな、俺おれも昨日〈せりな〉に触しよく発はつされて、ポップコーデだけじゃなく、アレンジの特訓もやったんだ」

「へぇ……どうやって？」

「これだ」

　俺おれは通つう学がく鞄かばんから、昨夜駅前の古ぼけたレコード屋で購こう入にゆうした一枚のＤＶＤを取り出し、千ち鶴づるに手て渡わたす。

「……『しゅがー☆りりー　美み咲さきが丘おか芹せり菜な　ダンスＰＶ集　ないあがら♪ぱれーど』……？　なによこれ？」

　俺おれは楽曲を選せん択たくし、コントロールパネルの赤いボタンを押おして、

「昨日の〈せりな〉のあのアレンジプレイの高得点……おそらく秘密は裏うら拍はくにある」

「うらはく？」

「そう」

　昨日、芹せり菜なのハイスコアムービーを、自宅の納な屋やでじっくりと脳内で再生してみた。スコアが大量に加算されたとき、〈せりな〉はどんなリズムを刻んでいたかという視点で分ぶん析せきすると、ほの見えてきたのが、表おもて拍はくよりも裏うら拍はくのタイミングで音が鳴ったときに、高得点が加算されているという事実だ。

「つまり、『ミラクルアレンジタイム』では、裏うら拍はくのタイミングでボタンを押おせば、高得点が入る仕様になっているのだ」

「……ほんとでしょうね？」

「セクションが実装されたのは二日前だからな。いまだネットのキラプリ解かい析せき班はんもその加算システムを解き明かしてないから確証はないが……昨日の芹せり菜なのアレンジプレイを見るかぎり、おそらくそうだ」

「たしかに……〈せりな〉のアレンジタイム時のスコアの動き方をよくよく思い出せば、そうだったかもしれないけど……でも、それじゃあ、なぜ裏うら拍はくでボタンを押おすと加算率が上がるの？　理由がわからないわ」

「そりゃまあ、単純に表おもて拍はくよりも裏うら拍はくを叩たたくほうが、プレイヤーにとって難しいから高得点に設定されてんだろ」

「……２位のくせに、なかなか卓たつ見けんね」

　千ち鶴づるは小さな腕うでを組んでじっと俺おれを見つめ、

「それで、アレンジの加算システムがわかったところで……裏うら拍はくに強くないあなたがどうやって『ミラクルアレンジタイム』に対処するつもり？」

「そこで、ダンスだよ」

「は？」

　俺おれは〈みゆ〉をライブに送り出すと、椅い子すから腰こしを上げ、立ったままでコントロールパネルを操作しながら、

「昨日の〈せりな〉の裏うら拍はくを決めまくるゴキゲンなアレンジプレイを聴きいていたら、勝手に体が動き出した。ならば、逆転の発想だ。最初から体を動かしながらプレイすれば、自おのずと指の動きもゴキゲンになって、芹せり菜なのようなアグレッシブなアレンジプレイができるようになるだろう。まずは形から、ってわけだ」

　そのため、俺おれは芹せり菜ながダンスを踊おどっているＰＶ映像を参考に、自宅の納な屋やで三時間ほど真しん剣けんにダンスを踊おどってみたのだ。

「……あなた、頭は大だい丈じよう夫ぶ？」

「うるせーな、大だい丈じよう夫ぶだ。お、話してたら、さっそく『ミラクルアレンジタイム』の到とう来らいだ、いくぞ……！」

　そして、〈みゆ〉の踊おどるステージに七色の文字が浮うかび上あがった直後──俺おれは、すべての羞しゆう恥ち心しんを捨て、情熱的に腰こしを大きく左右に振ふりながら、指を軽かろやかに動かし、三色のボタンを押おして、

「キャハッ☆」

　芹せり菜ながＰＶでやっていたポーズを決めて、千ち鶴づるを振ふり返かえった。

「あなた……滑こつ稽けいよ」

「滑こつ稽けいっていうな！」

　なんでこんな超ちよう弩ど級きゆうの馬ば鹿かと一いつ緒しよにキラプリしてるのかしら、という心底呆あきれた顔で、千ち鶴づるは深々とため息をつき、

「……どうでもいいけど、あなたの〈みゆ〉、全然ポイント加算されてないわよ」

「あ、あれ……？」

　冷静になって、俺おれは腰こしの動きを止めた。

「ほ、ほんとだ……まったくポイントが加算されていない」

　昨日の〈せりな〉のハイスコアライブで奏かなでられていたような、あの飛とび跳はねるような独特なリズムがまったく出せていない。もちろん、特とく殊しゆ演えん出しゆつもまったく発生してない。いつもどおりの〈みゆ〉のダンスだ。

「ぷぷ。無む駄だな腰こし振ふりダンス、ごくろうさま」

「くっ……！　こんなはずじゃなかったのに……！」

「さ、ライブも終わったし、早く私に席を譲ゆずりなさい」

「くっそ、あの〈せりな〉のリズム感、一体どうなってんだ……？」

　俺おれは排はい出しゆつされたアイテムカードを手に取ると、しぶしぶ筐きよう体たいから離はなれる。

　千ち鶴づるは椅い子すに座すわってマイカードをスキャンすると、

「そもそも……通常の運指で、あんな独特なリズムが生み出せるのかしら……？」

「そう、それなんだよ。ボタンの叩たたき方に、なにか秘密があるはずだ」

　ハイスコアムービーだけで、実際に芹せり菜なのプレイが見られなかったのが悔くやまれる。

　ひょっとしたら、俺おれと千ち鶴づるが想像もつかないような、奇き想そう天てん外がいな運指をしているのでは──

「あー♪　翔しようちゃんだー♪」

「おわぁ!?」

　完全に不意を突つかれた。

　バックヤードから飛び出してきたであろう會かい田ださんは、俺おれの背中に抱だきつきながら、

「やっぱり来てたんだ～♪　わ～いこの感かん触しよくひさしぶり～♪」

「え、いや……！　その……！」

　お、おっきな二つの膨ふくらみが、俺おれの背中に、当たっているッ……！

「乾けん坤こん一いつ擲てき、天てん衣い無む縫ほう、豪ごう放ほう磊らい落らく、疾しつ風ぷう怒ど濤とう、鎧がい袖しゆう一いつ触しよく……」

「あれー？　どうしたの翔しようちゃーん？」

　母性が……！　胸むな元もとの母性が、すごいんですって……！

「お顔真っ赤だよー？　まあいっかー♪　もっとぎゅってしちゃおー♪」

「くっ……！」

　俺おれは……無だ！

「飛ひ天てん鷹よう落らく撃げき、赤せき鴉あ空くう裂れつ破は、鉄てつ球きゆう粉ふん砕さい撃げき、鳳ほう凰おう天てん舞ぶ脚きやく、幻げん庵あん脱だつ皮ぴ……」

「なあにその呪じゆ文もん～？　うーんつれないなぁー。千ち鶴づるちゃん～♪　ひさしぶり～♪」

「ひぅ……!?」

　會かい田ださんは瞳ひとみを輝かがやかせて千ち鶴づるの小さな背中に抱だきつき、

「あいかわらず可愛かわいいねぇ～♪　うーんこの小学生特有のぷにぷにした触さわり心地ごこち♪　気持ちいい～♪」

　新しん雪せつのように白い頰ほおをつんつんと突つかれる千ち鶴づるは顔を真っ赤にして縮こまり、

「キッコミラももアリシアひめかプルルみくアンジェラ……」

「あれ～？　どうしたの千ち鶴づるちゃん、翔しようちゃんみたいにぶつぶつ言ってー？」

[image: ]

　こいつ、キラプリのキャラの名前を念じて恥はずかしさを打ち消そうとしてる……。

「ほーら、じっとしてて♪　ふふ、この白い肌はだ、吸い付いてくる～♪　小さなひざこぞうもたまんないねぇ～。さーて、その先にあるのは……そう、つやつやした太ももだー♪」

「ひゃぅ!?　い、いまプレイ中で……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ♪　わたしのことは気にしないで、おもいっきりキラプリやってていいからねー♪」

「あぅぅ……」

「あれ？　千ち鶴づるちゃん、ちょっとだけ、前よりおっぱい大きくなってない？」

「あぅ……？　そ、そんなことは……」

「あぁ～♪　やっぱり成長期だもんね♪　一ヶ月でこんなに変わるんだぁ♪」

「きゃぅぅ！」

　千ち鶴づるは顔を耳まで真っ赤にして、猫ねこみたいに縮こまった。

　會かい田ださん、千ち鶴づるを触さわるとき、ほんと活いき活いきしてんなぁ……。

「この千ち鶴づるの姿を見たら、昨日のあいつもさぞびっくりするだろうな……」

「んー？　昨日なにかあったの？」

　會かい田ださんは千ち鶴づるをまさぐる手をほんの少し緩ゆるめてこちらを振ふり返かえる。

「ええ。昨日こいつと小こ倉くらに行ってきたんですけど」

「えっ、そうなの？　いやーん、ほんとに二人は仲良しだね～♪」

「そんなのじゃないですよ……まぁ、そこで、ちょっとこいつ、芹せり菜なって子とケンカしちゃいまして」

　會かい田ださんはきょとんと首をかしげ、

「せりな？」

「ええ。俺おれはあんまり詳くわしくないんですけど……なんか、今話題のアイドルの美み咲さきが丘おか芹せり菜なってやつが偶ぐう然ぜん小こ倉くらにいまして……」

「えっ？　芹せり菜なちゃん？　芹せり菜なちゃんって、あの美み咲さきが丘おか芹せり菜なちゃんのこと？」

「あれ？　知ってるんですか會かい田ださん」

「うん♪」

　會かい田ださんは嬉うれしそうに大きな胸を張って、

「二年前に芹せり菜なちゃんが事務所に入ったときから知ってるよ♪」

「ああ、そうだったんですか」

「芹せり菜なちゃん、お歌も得意だし、ダンスも大人に負けないくらい、とっても上手なんだよ♪　それにすっごく礼れい儀ぎ正ただしくて、とっても思いやりのある子なんだよ♪」

「お、思いやりがある……？」

　まあ、たしかに歳とし下したの幼よう女じよ先せん輩ぱいの存在に気づいたら、すぐに筐きよう体たいを譲ゆずってたけど……。

「来月博はか多たのライブに出演するから、翔しようちゃんも芹せり菜なちゃんの応おう援えんにいけばいいじゃん♪」

「いえ、いいっす」

「えーつれないなぁ……でも、そっかー芹せり菜なちゃんと会ったんだー。小こ倉くらにいたってことは、おじいちゃんのとこに行ってたのかなぁ」

「おじいちゃん？」

「そうだよー。芹せり菜なちゃんは今は東京に住んでるけど、元々は小こ倉くら出身なんだよ♪」

「へぇー、そうだったんですか」

「それより芹せり菜なちゃん、すっごーい可愛かわいかったでしょっ？」

　會かい田ださんはキラキラした瞳ひとみで俺おれにそう問いかけてくる。もちろん抱だきしめた千ち鶴づるは離はなさずに。千ち鶴づるは「ぅ……ぅ……」と顔を真っ赤にしながら、画面を流れるノーツを処理すべく、會かい田ださんにホールドされた腕うでから必死に小さな手を伸のばして〈ちづる〉のライブを続行している。どんな状じよう況きようでも筐きよう体たいからは指を離はなさないか……あいかわらず天晴あつぱれなキラプリ魂だましいだ。

「まぁ……見てくれはたしかに、そこらの小学生とは比ひ較かくにならないくらい……さすがに世間でちやほやされるだけはあるなぁって感じでしたけど……すっごい生意気でしたよ？」

　それこそ、方向性は違ちがうが、千ち鶴づるとタメをはれるほどの生意気ぶりだった。

　あとちょっとアホの子だった……あれたぶん小３くらいの語ご彙い力りよくだったぞ……。

「もー翔しようちゃん、芹せり菜なちゃんのよさがわからないなんて、それじゃもてないぞー♪」

「いや、俺おれモテなくていいっす」

　會かい田ださんはうっとりした表情を浮うかべ、

「それに、芹せり菜なちゃん、お口を大きく開いたときにチラッと見える白い八や重え歯ばも可愛かわいいし、ぴょこぴょこ揺ゆれるサイドポニーも可愛かわいいし♪」

「そ、そうですか」

　會かい田ださん、まさか、可愛かわいい女の子に合法的に接近できるからって理由で、アイドル始めたんじゃ……。

「あっ、いけない、お呼び出しだ～♪　じゃあね翔しようちゃん、千ち鶴づるちゃん、ゆっくり遊んでってね♪」

　カウンターから鳴った『ピンポーン♪』という呼び出しの音に反応して、會かい田ださんはゲートボール帰りの老人たちがたむろしているガラス張りのメダルゲームへと駆かけていく。

「おぉぉー夕ゆ美みちゃんじゃー」「今日もきれいじゃのー」「ここのメダルがまた詰つまったんじゃー」

「はいはい待っててね～♪　いまなおしてあげるからねー♪」

　會かい田ださんはカウンターの引き出しを開けて、筐きよう体たいの鍵かぎを持ってメダルゲームへと向かう。老人たちは笑え顔がおで會かい田ださんを迎むかえ入いれる。

　すごいな會かい田ださん、お年寄りにも大人気だ。さすが『ゆるふわ天使のお姉さん♪』。その雷らい名めいは伊だ達てではない。

「あ、おじいちゃん、また投入口に入れ歯入れたでしょ♪」

「おや？　おかしいのぉ、メダルかと思ったんじゃけどのー」

　いや、コイン投入口に入れ歯は入らねぇだろ……どうなってんだよその筐きよう体たい……。

「ぅ……うぅ……」

　會かい田ださんから解放された千ち鶴づるは、ぷるぷる震ふるえながら筐きよう体たいのボタンを押おしている。しかし幼い頰ほおは林りん檎ごのように赤く染まり、瞳ひとみは半泣きになっている。

「は、恥はずかしかったぁ……」

「まあ諦あきらめろ。わくわくらんどでキラプリをやるというのは、そういうことだ」

　そのとき、制服のポケットの中でスマホが震ふるえた。取り出して画面を確かく認にんすると、

「おぉ!?」

　キラプリの公式ツイッターが、明日のイベントに関する告知を発信している。

　ひょっとしてこれは……！

「!?　おい千ち鶴づる！　イベントで貰もらえるカードの絵え柄がらが公表されてるぞ！」

「えっ!?」

　筐きよう体たいのボタンを押おしていた千ち鶴づるの背中がピクン、と揺ゆれる。

「おい見ろよこれ、めっちゃ可愛かわいいぞ！」

　千ち鶴づるはボタンから指を離はなさずに、肩かた越ごしに俺おれをちらりと振ふり返かえり、

「い……いま連打中だから、あとで……！」

「うわ、すげぇ、なんだこの袖そで口ぐちの縫ぬい目め、どうなってんだ!?」

「き、きがちる。……だまってて……！」

　千ち鶴づるは俺おれと筐きよう体たいを交こう互ごに見ながら、もどかしそうにしている。

　イベント会場の来場者限定で貰もらえるカードの絵え柄がらは、先週のアニメキラプリで、キッコが修学旅行先のアルプスでライブをしたときに着用した【チロルワンピース】だ。

「伝でん統とう衣い装しようのデザインが忠実に再現されてる！」

「うぅ……！　み、見たい……！」

「いやーやっぱキラプリのアイテムカードは作つくり込こみが常じよう軌きを逸いつしてるな。服ふく飾しよくへのこだわりが半はん端ぱじゃねぇ！」

「は、はやく、私も……っ……」

　そして、公式の次なるツイートには『スペシャル限定カード！』という文言とともに、一枚の画像が添てん付ぷされていた。緊きん張ちようしながらその画像を開く。

　そこにはなんと──

「お、おい千ち鶴づる、見ろ……！　なんてこった……！　ＳＳＲだぞ！　ＳＳＲ！」

「え、ＳＳＲ!?」

　その単語に反応して、うずうずと小さな身体を揺ゆらしていた千ち鶴づるはついに我が慢まんできなくなったのか、ギュン！　と身体を反転させて俺おれのスマホを凝ぎよう視しする。

「だ、だから、近い、って」

　おでことおでこがくっつきそうになる。かすかに動どう揺ようする俺おれが眼がん中ちゆうに入っていないのか、千ち鶴づるは俺おれのスマホに表示された絵え柄がらをまじまじと見つめて、餌えさを目の前にした猫ねこのように小さく喉のどを鳴らす。

「……どうやら公式も、ついにＳＳＲの存在を公おおやけのものにしてくるようね」

「……みたいだな。ほらこれ読め、『二ヶ月後の本実装に先さき駆がけて、先行配布します』ってさ」

　たしかに最上位レアリティの更こう新しんは、この手のトレーディングカードゲームにつきものだ。

　それにしても、なによりこのカード……！

「に、２位、ちょ、ちょっとこれ、可愛かわいすぎじゃないかしら……!?」

「た、たしかにすごいな、これは……！」

　童話の『不思議の国のアリス』のアリスが着用するドレスをモチーフにしたそのＳＳＲには【ファンタズム・アリスコーデ】という名めい称しようが付いている。

　七色に輝かがやくホログラムを背景に、北ほく欧おうの春の空のように澄すんだ水色と、高たか嶺ねに咲さく百ゆ合りのような白色を基調とした、清せい楚そで可か憐れんなドレスがそこに表示されている。

「ど、どうなってるの？　この襟えり元もとのレースの異様な作つくり込こみ……!?」

「すげぇな、完全にＣＧ技術の限界越こえてんだろ……！　もうこれオーパーツだよオーパーツ！」

　カードの絵え柄がらには、それが現代のコンピューターで作製されたとは思えないほど高レベルの技術が用いられている。もはや未来の創造物だ。実写と見み紛まがうほどに、きめ細やかなレースが施ほどこされている。その清せい楚そさと純性をさらに惹ひき立てているのが、ボタンやヘッドドレスに施ほどこされた芸術的な金細工だ。西せい欧おうの宮きゆう殿でんの宝ほう物もつ庫こに眠ねむるかのようなその美しい装そう飾しよくは、マエストロの技術が炸さく裂れつし、愛らしいドレスの魅み力りよくを何倍にも惹ひき立てている。

「感動的なまでに可愛かわいいコーデね……！」

「すげぇ、まさにファンタジー級の作つくり込こみだ……！」

　この【ファンタズム・アリスコーデ】を見つめていると、おとぎの国に誘いざなわれたかと錯さつ覚かくしてしまう。それほどまでに、このＳＳＲは、幻げん想そう的てきな美しさを放っている。

　昨年のクリスマス、俺おれと千ち鶴づるがゲットしたＳＳＲ、限定サンタコーデに匹ひつ敵てきする──いや、ともすればそれを凌しのぐほどの、神こう々ごうしく、華はなやかなコーデだ。

「……っ」

「ど、どうした千ち鶴づる？」

「……これを〈ちづる〉が着たら、どれほど可愛かわいくなるのかしら……！　っ……！」

　俺おれのスマホをのぞきこむ千ち鶴づるの瞳ひとみが尋じん常じようじゃないくらいの輝かがやきを帯びていく。半開きになった口からよだれが垂れている。ああ、たしかにこのコーデ、千ち鶴づるめっちゃ好きそう……それに、〈ちづる〉の顔立ちやスタイルに物もの凄すごく似合いそうだな……。

　だが、〈みゆ〉がこれを着たら、どれほど可愛かわいくなるのだろう。

　俺おれは果たして正気を保っていられるのか。

〈みゆ〉がこの【ファンタズム・アリスコーデ】を着用して、輝かがやかしいステージライトと、観客席で振ふられる七色のサイリウムの光を浴びながら歌い踊おどる姿が脳内で上映される……。

　……あぶねぇ、可愛かわいすぎて、天に召めされるかと思った。

「おそらく、明日のイベント会場で遊べる限定エキストラハードをクリアすれば……！」

「【ファンタズム・アリスコーデ】が手に入る……！」

「だな……！」

　千ち鶴づるは幼い瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせながら、

「２位、これは、なんとしてでも、手に入れないと……！」

「ああ、もちろんだ……！　お、おい見ろ、追加情報だ！」

　俺おれはスマホに表示された最新のツイートを食い入るように見つめ、

「キラプリ仕様のアトラクションと、キラプリショーの詳しよう細さい、さらに限定グッズも公開されてるぞ！」

「す、すごい……！　この遊園地、他にもいろいろなアトラクションがあるのね……！」

　やばい！　もうこれ完全にお祭りだ！　カーニバル！　カーニバル！　カーニバル！

「ねえ、２位」

「んだよ」

　はしゃいでいると、千ち鶴づるが地図アプリを開いたスマホの画面を俺おれに見せつけ、

「イベントが開かい催さいされるこの遊園地はどうやっていけばいいの？」

「ああ、この場所は、小こ倉くらから電車に乗って三駅くらい先だったかな」

　全国で同時に五十か所の遊園地やアミューズメント施し設せつでイベントが開かい催さいされるが、ここから一番近い会場は、海を渡わたった先にある、北九州市内の遊園地だ。

「まぁ割りと遠いから一いつ緒しよに」

　その瞬しゆん間かん、ハッとする。




　──翔しよう吾ごって、薄うす々うす思ってたけど、やっぱり、そっち系の……。




　一昨日おととい、小こ倉くらで、夏なつ希きに言われた言葉が、俺おれの脳内で反はん響きようする。

　ロリコン疑ぎ惑わく。

　……いや、俺おれは断じて違ちがう。俺おれはそういうのじゃない。

　ただ──映画館はまだしも、女子小学生と二人で遊園地に行ったのがもし夏なつ希きにバレたら、もう言いい逃のがれができない。完全にデートだと受け取られても否定できない説得力が、遊園地という空間とワードには確実に漂ただよっている。さすがにアウトだ、遊園地は。

「？　どうしたの２位？　そんなに額ひたいから汗を垂たらして」

「あ、あのさ、千ち鶴づる……」

「なによ、急にきょどきょどして、気持ち悪いわね……まあいいわ、明日は朝八時に駅前集合よ」

　千ち鶴づるは椅い子すに腰こしを下ろすと、なにやら嬉うれしそうに筐きよう体たいに百円玉を投入する。

「……あ、あの、今回のイベントは、その……」

　千ち鶴づるは俺おれの声も耳に入っていない様子で、楽しそうに〈ちづる〉のコーデを選せん択たくする。こいつさては、遊園地に行くこと、楽しみにしてるな……。

「……なあ、その……今回は、それぞれ別に……」

「翔しようちゃんっ！」

「は、はいっ!?」

　振ふり返かえると、會かい田ださんが腰こしに手を当てぷんすかと怒おこっていた。い、いつのまにいたの……？

　會かい田ださんはゲームに集中している千ち鶴づるに聞こえないような小さな声で、

「なんで千ち鶴づるちゃんと一いつ緒しよに遊園地行ってあげないの？　小学生の女の子だよ？　一人であんな遠いところまで行かせるの？」

「い、いやだって……」

　會かい田ださん、ずっと聞いてたのか……。

　てか、その『小学生の女の子』っていうのがネックなんですって……。

「映画館行ったり、クリスマスのイベントではあんなに仲良くしてたのに」

「あ、あれは、なんというかその……た、たまたまなんですって」

「……ふーん♪　たまたま、ねぇ♪」

　會かい田ださんはゆるふわした笑えみを浮うかべて、

「まあでも♪　そんなこと言って、ほんとは千ち鶴づるちゃんのこと、ちゃんと連れてってあげるんでしょ？　翔しようちゃん優やさしいもんねー♪」

「いや、えーと、俺おれは、その……」

　俺おれがしどろもどろしていると、會かい田ださんはニッコリと微ほほ笑えみ、

「翔しようちゃん、わくわくらんどではね、お友達と仲良くできない子は、お姉さんが出で禁きんにしちゃうんだよ♪」

「くっ……！」

　ついに出た、最強の切り札……！

「どうするの翔しようちゃーん？　出で禁きんになったらキラプリできなくなっちゃうよー？　毎日小こ倉くらまでいくのー？　電車賃かかるよー？　ポップコーンマシーンでポップコーン食べられなくなっちゃうよー？」

「いや、ポップコーンはべつにいいです……」

　俺おれは店内の隅すみにある、年季の入ったポップコーンマシーンにちらりと目線を転じる。

「ここのポップコーンは世界一うまいのぉ、なあふくべぇ」とさきほどメダルゲームで遊んでいた老人と、ポップコーンマシーンのレバーを凄すさまじい勢いで回しているこのスーパーのマスコットキャラのふくべぇがいた。回転するレバーに合わせてポップコーンマシーンが『ポップコーン！　ポップコーン！』と叫さけび続けている。『ポップコーン！　ポップコーン！』『ポップコーン！　ポップコーン！』『ポップコーン！　ポップコーン！』『ポップコーン！　ポップコーン！』『ポップコーン！　ポップコーン！』

「うあああああ！　もう！　ポップコーン！　ポップコーン！　うるせぇよ！」

「もー、翔しようちゃんのほうがうるさいよぉ」

「す、すみません」

　俺おれは冷静になって再び思案を巡めぐらせる。

　色々と思うところはある。ただ、わくわくらんどでキラプリができなくなるのは、なにをおいても回かい避ひしなければならない。

　万が一出で禁きんになると、貯金を下ろしてでも俺おれは毎日小こ倉くらのゲーセンに通かよい詰つめるだろう。

　そうなると、通う時間も取られる上に、プレイ回数も著いちじるしく減って──〈みゆ〉のアイドルレベルも上がらず、新しいアイテムカードが手に入らなくなる……！

「どうするのー翔しようちゃん♪　できんになるー？　それとも、千ち鶴づるちゃんと一いつ緒しよに遊園地いくー？」

「ぐぬぬ……！」

　俺おれは思案したあげく、頭をバリバリとかき、

「わかりましたよ！　連れてきゃいいんでしょつれてきゃ！」

「わーいやったー！　やっぱり翔しようちゃん優しいー♪」

　くっ……またこうなっちまったよ……。

　はしゃぎながら小さな指で筐きよう体たいのボタンを押している千ち鶴づるの笑え顔がおをちらりと見る。

　……まぁ、会場の遊園地に行ったら、ひょっとすると、千ち鶴づるも気が合う同い年くらいの幼よう女じよ先せん輩ぱいが見つかるかもしれないし。

　そういう相手が見つかれば……こいつがたまに見せるさみしそうな顔も、ちょっとはマシになるかもしれねーしな。

「……キラプリプレイヤー同士はひかれ合う、と言うしな……」

「なぁに翔しようちゃん、いきなり変なこと言い出して」

「な、なんでもないですよ……アニメのキッコのセリフです」

　俺おれは恥はずかしさをごまかすべく、ごほんと咳せき払ばらいした。

　まあ……なんにせよ、明日は晴れるといいな。
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「すごい！　ねぇ２位！　スペースシャトルがある！　あれに乗って月まで飛ぶの!?」

「飛ばねーよ。もはやそれアトラクションの域越こえてんじゃん」

　翌日。俺おれと千ち鶴づるは電車に揺ゆられてイベント会場である遊園地を目指していた。

　千ち鶴づるは窓の外に昼前の陽ひ射ざしを浴びてキラキラと光るアトラクション群が見え始めた途と端たん、瞳ひとみを輝かがやかせて俺おれに質しつ問もん攻ぜめをしてきた。

「あれは!?　あの崖がけからたくさん水が流れているのは!?」

「あれは水の惑わく星せいを模したアトラクションだよ。未開の地をボートで探検するんだ」

「た、たんけん……！　も、もしうちゅうじんに会ったらどうすればいいの!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ、そんなことはまず起きないから」

「じゃ、じゃああれは!?　あの銀色のおっきなたてものは!?」

「あれはお化け屋や敷しきみたいなもんだ。内部に生息している宇宙人が観客をあの手この手で驚おどろかせてくんだよ」

「うちゅうじん……!?　やっぱり本物のうちゅうじんに会えるのね!?」

「会えねーよ。もし会えたら世界が北九州を放っておかねーよ」

　千ち鶴づるの怒ど涛とうの質しつ問もん攻ぜめに気おされ、ため息をつく。

　こいつ、すっげーはしゃいでんな……そんなに遊園地が楽しみだったのか。まあ、こんなにはしゃいでくれたら連れてきたかいがあるってもんだけど。初めて遊園地を見た幼よう稚ち園えん児じばりにはしゃいでいる。いつものツンとすましたおまえはどこいった。

「もうそろそろ着くから、降りる準備しとけよ」

「うん……！」

　千ち鶴づるはひじ置きに置いていた紙パックのピーチ味のジュースをちゅーっと飲み干すと、リュックサックにせかせかとしまい、ひざに手を置き、正面を向いてそわそわし始めた。

　ちなみに今日の千ち鶴づるは、あいかわらず高級感溢あふれる黒い服装に身を包んでいる。今日は特にデザインが凝こっている。襟えりや袖そで口ぐちには繊せん細さいな黒のレースが施ほどこされ、スカート部分とヘッドドレスには、生花と見まがうほどに精せい巧こうな真しん紅くの薔ば薇らが咲さいている。

　気合入ってんな……。

　最近見た私服の中でも特に豪ごう華かで──千ち鶴づるによく似合っている。

　電車が遊園地前の駅に到とう着ちやくすると、興奮で幼い頰ほおを紅潮させている千ち鶴づるを伴ともなって駅を出た。

　駅から遊園地の入場ゲートまでは離はなれているので、ちょっとだけ歩くことになる。

「よく晴れてるな」

「ええ。絶好のキラプリ日和びよりね……！」

　見上げると、雲ひとつない青空が広がっている。コートも着てないのに、体がじわりと汗あせばむ。春先のような陽気に、おもわず胸が躍おどる。

「にしても、遊園地なんて久しぶりだな……」

　歩くごとに近づいてくるアトラクション群を目にして感かん慨がいに浸ひたる。夏なつ希きとお互たがいの家族で遊びに来て以来、ここを訪おとずれるのは実に七年ぶりだ。はしゃぐ千ち鶴づるに影えい響きようされてなのか、はたまた当時の楽しかった思い出とリンクするのか、遊園地の入場ゲートが近づくにつれて、胸がそわそわし始めた。

「おい千ち鶴づる、見ろ、あの観覧車。デカいだろ、九州でも一、二位を争う大きさだぞ」

　俺おれは前方に聳そびえる巨大観覧車を指差したが、

「……」

　千ち鶴づるは、それにははしゃぐことなく、大きな瞳ひとみで、ただじっと見つめている。

　あれ、観覧車はお気に召めさなかったか。まあさして珍めずらしいものでもないしな。

　街路樹の立ち並ぶ広々とした歩道を歩くこと数分、絶ぜつ叫きようマシンから聞こえる乗客の叫さけび声ごえとともに、遊園地ならではのド派手な看板を掲かかげた入場ゲートが見えてきた。

　窓口でチケットを購こう入にゆうし、入場ゲートをくぐると、

「わぁぁぁぁ……！」

「すげぇ！　超ちよう満まん員いんじゃん！」

　開園時刻からまだ十分も経たっていないのに、園内は入場ゲートからすでに大勢の客でごった返していた。二十メートルほど先にある遊園地のモニュメントまでの道に、家族連れや友達連れ、そして若いカップルなど、休日を楽しむ様々な人々で、身動きも取れないほどに埋うめ尽つくされている。

「！　ねえ見て２位、あそこの売店、限定キラプリグッズが販はん売ばいしてる！」

「おおお!?　しかもキッコのポスターめっちゃ貼はってんじゃん！　キッコが宇宙服着てるぞ！」

　メインストリートの左右には、キラプリのグッズを取とり扱あつかった、射的や輪投げなどの露ろ店てんが軒のきを連ねている。

「!?　おい千ち鶴づる！　あのお店、マジカルマイク置いてるぞ！」

「えっ!?」

　そして、射的のお店のひとつに──なんと、小こ倉くらで売り切れ状態だった、あのマジカルマイクが景品として一つだけ並べられているではないか！

「なんでこんなところにあんだよ！　ちょっとやってくる！」

「ま、待って！」

　この千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス、逃のがすわけにはいかねぇ！

　すぐさま店の前に駆かけ寄よる。店主のおっちゃんにお金を渡わたして、おもちゃのライフルを受け取った。すぐに目の前で光ひかり輝かがやいているマジカルマイクの封ふう入にゆうされた四角い箱に照準を合わせる。しかし、

「び、びくともしねぇ……」

　飛び出したコルクの弾だん丸がんはマジカルマイクの箱に命中したが、微び動どうだにしない。その様子を見て、店主のおっちゃんがニヤニヤ笑う。

　くそっ、この手の店によくあるように、何発当てても絶対に取れない仕組みになっているのか……。

「諦あきらめなければ、夢は叶かなうんだっ……！」

「なにむきになってるのよ、そんな子供だましに引っかかるの、あなたぐらいよ……」

　おもちゃのライフルの弾たまを連射しまくる俺おれを、背後から呆あきれた表情を浮うかべて千ち鶴づるが見てくる。

「くっ……！　マジカルマイクのキッコボイスが聞きたい……！」

「ほら、行くわよ」

　……まあいい、名残なごり惜おしいが、今日の目的はこれじゃないしな。

　俺おれはしぶしぶおもちゃのライフルをおっちゃんに返へん却きやくすると、千ち鶴づるを伴ともなって、人でごった返すメインストリートに再び戻もどる。

「にしても、見れば見るほどパラダイスだな……！」

　あらためて周囲を見回す。多くの来場者で賑にぎわう園内には、キッコやミラのコスプレをして歩く若い女性達たち、キラプリのオープニングテーマを路上演奏しているジャズバンド、キラプリのキャラクター『アリシア』の魔ま法ほうステッキをモチーフにしたチュロスをおいしそうに頰ほお張ばっている女子小学生達たちなど、多くのキラプリファンで溢あふれている。

「わくわくが止まらねぇぜ……！」

　まさに、キラプリファンによる夢の国が広がっている。イベント開始前なのにテンションＭＡＸだぜ！

「これは予想以上に混み合いそうだな、早めに観覧席確保しないと……オープニングセレモニーは東の奥おくのステージでやるらしいぞ……って」

　入場ゲートで受け取ったパンフレットから視線を移すと、さっきまで俺おれの隣となりを歩いていたはずの千ち鶴づるがいない。

「えっ!?　お、おい、千ち鶴づる!?　どこいった!?」

　人混みを凝ぎよう視ししながら呼ばわるがその黒っぽい姿はどこにも見当たらない。

　まずい、千ち鶴づるが迷子になった！

「くそっ、あいつ小さいから見つけにくいな……！」

　俺おれがスマホを取り出したそのとき、園内の各所に設置されたスピーカーから女性の声でアナウンスが流れた。

『迷子のくろさきしょうごくーん♪　保護者の新にい島じま千ち鶴づるさんが迷子センターでおまちでーす♪』

「俺おれかよ！」

　……あいつ！

　足早に入場ゲートからすぐ右側にある『迷子センター』と書かれた建物に入ると、

「遅おそかったじゃないの、２位」

　すぐ正面に、高こう慢まんな表情を浮うかべた千ち鶴づるが、子ども用の小さなソファでふんぞり返っていた。さながらマフィアのボスである。

「おいおまえ！　なんで俺おれが迷子なんだよ！」

「い、いいでしょ」

「てか、迷子になったのなら電話かけてこいよ」

「ふん、私がいつ迷子になったのかしら」

　俺おれと千ち鶴づるが言い合っていると、受付にいた人のよさそうなお姉さんがこちらに手を振ふりながら歩いてきて、

「あら、ちづるちゃん、お兄さんに会えてよかったわね。今にも泣きだしそうな顔になってたから、連れてきちゃったの」

　ほら見ろ、やっぱりこいつが迷子じゃねーか。てか、泣きだしそうな顔って……まじで幼よう稚ち園えん児じだなこいつ……。

　千ち鶴づるは小さな頰ほおを膨ふくらませてスタッフのお姉さんを見上げ、

「兄じゃないです、２位です」

「にい？　だから、おにいちゃんでしょ？」

「違ちがいます、２位です」

「もういいよ！　と、とにかく、保護してくださってありがとうございました！」

　俺おれはスタッフのお姉さんにお礼を言い、千ち鶴づるの手を無理やり引いて迷子センターを出た。

「おまえ、俺おれを呼び出すってどういうことだよ……」

「ふん。こうしたほうが早いでしょ」

　迷子センターの建物の前で、千ち鶴づるはツンとすました顔で髪かみをかきあげる。

　こいつ、よほど迷子になったことを認めたくなかったのか……ほんとプライド高い小学生だな……。

「おまえさ……もうめんどくせぇから、俺おれの服のすそ持っとけ」

　千ち鶴づるはピクン、と片かた眉まゆを上げ、

「い……いやよ。子ども扱あつかいしないで」

「うるせーな、また迷子になっても、もう迎むかえにいってやんねーぞ」

　もしこいつがまた迷子になったら、いよいよキラプリイベントに集中できなくなる。恥はずかしいし邪じや魔まくさいけど、こうするほうがはるかにマシだ。

「ほら、あそこにいる女の子も、お父さんの服つかんで歩いてるだろ」

「あ、あれは、小さい子でしょ、私はもう大人よ」

「いいからほら、時間もないし、早くしろ」

「うぅぅ……」

　小さな指をからめてまごまごしながら俺おれの顔をちらちらと見上げて、しばらく唇くちびるをとがらせていたが、

「……ん」

　そっと、俺おれの服のすそを小さな指で握にぎった。

『ご来園の皆みな様さま、まもなく、キラプリイベントのオープニングセレモニーがはじまります！』

「やば、急ぐぞ千ち鶴づる！　いい席取られちまう」

「う、うん！」

　千ち鶴づるを伴ともなって、イベント会場のあるステージへと走り出す。

　ジェットコースターとメリーゴーランドを抜ぬけた先に、『キラプリ☆スペシャルイベントショー』と書かれた大きなのぼりが設置された、巨きよ大だいな芝しば生ふ広ひろ場ばが見えてきた。

　青い空と広大な芝しば生ふの緑が目に心地ここちよいその空間の中央には、巨きよ大だいなステージが設しつらえられ、ステージの前方に並べられた三百席ほどのパイプ椅い子すは、オープニングセレモニーを待ちわびるキラプリファンですでにびっしりと埋うまっている。

「こんなにキラプリ目当てのお客さんがいるのか……！」

　遠目から見る限り、客層はキラプリ映画のときと同様、幼よう稚ち園えん児じや小学校低学年くらいの女の子、その保護者たちがおよそ六割を占しめている。三割は女子高校生や女子大学生、そして社会人くらいの年ねん齢れいの女性客、そして残りの一割は男性客、といった状じよう況きようだ。あいかわらず、俺おれみたいな男子高校生の姿はない。よく見ればいるんだろうけど……まあもうこういう状じよう況きようには慣れたからいい。さびしくなんかないからな！

「キッコー！」「ミラー！」「ももー！」「アリシアー！」「ひめかー！」

「おおっ、やっぱいいな、この空気……！」

　小さな幼よう女じよ先せん輩ぱいたちがキラプリのキャラクターであるキッコやミラ達たちの名前を叫さけんでいる。もはや誰だれの名を呼んでいるのか判然としないほど興奮している幼女もいる。映画館同様、この幼よう女じよ先せん輩ぱいたちによる奇き声せいを耳にすると、キラプリ！　って感じで、いやが上にもテンションが上がってくるぜ！

「み、見えない……！」

「……完全に出で遅おくれたな……」

　が、観客席はすでに多くの人で埋うまっていたので、あえなく観客席の後ろでの立ち見になってしまった。周囲にはすでに大勢の立ち見客がいるので、高校生の俺おれはいいが、背の低い千ち鶴づるは首を伸のばしてもぴょんぴょんジャンプしてもステージを見ることができていない。かわいそうに。

「２位、なんとかしなさいよ！」

　小さな両足でぴょんぴょんジャンプしながら、千ち鶴づるが横目で俺おれを見てくる。

「なんとかっていわれてもな……」

　千ち鶴づるはぶーぶー文句を垂れていたが、しだいに悔くやしそうに唇くちびるを歪ゆがめ、

「……私にもう少し背せ丈たけがあれば……！」

　黒いドレスのすそをにぎりしめ、口をへの字に曲げて、ぷるぷると震ふるえ出す。しだいに瞳ひとみがじわりと潤うるみ出し、

「うぅぅぅぅぅぅ……！」

　わ、ばかおまえ……！

　周りで立ち見をしている家族連れが、怪け訝げんな表情を浮うかべて、泣きそうになっている千ち鶴づるをチラチラと窺うかがってくる。

「し、しかたねーな……ほら、足広げろ」

「きゃっ!?　ちょ、ちょっと、なにするのよ!?」

「うるせーな、こうすりゃちったぁ見やすいだろ」

　ちょっと、というかかなり恥はずかしいが……俺おれは千ち鶴づるの背後に回りこむとその場にしゃがんで、慌あわてふためく千ち鶴づるの太ももの間に首を差し入れ、小さな両足を肩かたに乗せて、ひざこぞうをつかむと、ぐっと身を起こした。

「やだっ！　は、恥はずかしいっ！　おろして！　みんな見てるっ！」

　肩かた車ぐるまされた千ち鶴づるは俺おれよりもさらに恥はずかしいのか、顔を耳まで真っ赤にして、大声でわめきながら小さなこぶしで俺おれの頭頂部をぽかぽか叩たたく。周囲の家族連れの表情が穏おだやかなものに変わり、微笑ほほえましいものを見るような視線をこちらに送ってくる。

「い、いてぇな！　頭叩たたくなって！　どうせ見えなかったら見えなかったでうーうー唸うなってうるさいだろおまえ！　俺おれだって恥はずかしいんだよ！」

「やだ！　やだっ！　赤ちゃんみたい！」

『本日はキラプリイベントにお集まりいただきありがとうございます！　ただいまよりオープニングセレモニーが始まります！』

「あ、きた！」

「けっきょく喜んでんじゃねーか」

　ステージ上に現れた司会のお姉さんを見て、暴れていた千ち鶴づるの唇くちびるから感かん嘆たんの声が漏もれ、大きな瞳ひとみは星が瞬またたくかのようにパァァッ！　と明るくなっていく。

「やれやれ……」

　ため息をつきつつ、小さな両足をしきりにパタパタ動かす千ち鶴づるをあやまって地面に落とさないように、黒いストッキングに包まれたひざこぞうをしっかりとつかみなおす。

　賑にぎやかなオープニングセレモニーに続いて、いよいよスーツアクターによるキラプリショーが始まった。
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「まさかこれほど泣かされるとは思わなかった……」

　三十分後。キラプリショーが終演し、感動の余よ韻いんに浸ひたっている俺おれは、千ち鶴づるを肩かたに乗せたまま、とめどなく流れる涙なみだを服の袖そでで拭ぬぐっていた。

「ええ……まさか最初の餅もちつきのシーンがあんな伏ふく線せんになるなんて……」

　千ち鶴づるも黒いドレスのポケットから取り出したシルクのハンカチで、目元をしきりに拭ぬぐっている。千ち鶴づるの流した涙なみだが俺おれの髪かみに落ちて、さっきからほどよく湿しめり気けを与あたえてくる。

「ああ……キッコのマネージャーの『リスみん』が機転を利きかせて餅もちの中のこしあんをつぶあんに替えたくだりが、まさか最後のライブに活いきるとは……」

「ちがうわよ……ミラがもち米と間ま違ちがえてぬか味み噌そを持ってきたからこそ、最後のライブシーンでももが大天使モモエルに変身できて、ライブが大成功したんじゃない……」

「ちげぇよリスみんだよ……普ふ段だんは『リスみん！』って語ご尾びにつけて喋しやべるだけで何もしないくせに、ここぞってときにはキッコ達たちを助けるために大だい活かつ躍やくするんだよな……やっぱさ、このキラプリショーのテーマは屋台骨の大切さを説いた、いわばリスみんが主人公のリスみんショーだよ」

「いいえ……たとえ間ま違ちがっても、人のためになにかしようという気持ちは、それだけで美しいという深遠なテーマが込こめられた──いわばミラが主役のエンターテイメントショーよ」

「ちげぇよ、リスみんだよ……」

「ミラよ……」

　まじで全然意見が合わねぇ。ほんとに同じショー観みてたのかよこいつ。

　ただまぁ。

「最後のライブシーンは、マジで最高だったよなぁ……」

「ええ……ステージから転げ落ちたももを助けにいったミラのかっこ良さといったら……」

「キッコもだよ……ももを救うためにキッコとミラが団結するってのは、マジで熱いよな」

「会場の皆みなが泣いてたわね……」

「俺おれも泣きすぎて持ってきたティッシュ全部使い切ったもん……」

「スーツアクターさん達たちの動きもすごかったわね……」

「人間って、あんなに高い打点のジャンプができるんだな……」

「もう一度、観みたいわね……」

　千ち鶴づるはハンカチを目元にあてがい、涙なみだを拭ぬぐう。俺おれもさっき千ち鶴づるから貰もらったティッシュで涙なみだとともにたまった鼻をかむ。

　それにしても、映画を観みに行ったときにも感じたが、観みたばかりのキラプリショーの感想をその場で言い合えるってのは……やっぱり、楽しいものだな。

『さあ、ショーを楽しんでいただいたところで、ここからは会場限定アイテムカードのプレゼント説明に移りたいと思いまーす！』

　スーツアクターに代わってステージに登とう壇だんした司会のお姉さんの声に、心臓がどくんと跳はねる。

「おい千ち鶴づる、来たぞ……！」

「うん……！」

　頭上から、千ち鶴づるの興奮した声が返ってくる。

「楽しみね……！」

　俺おれの首を左右から挟はさみこんでいる千ち鶴づるの黒ストッキング越ごしの太ももが、徐じよ々じよに熱を帯びていく。

　感動にむせび泣いていた観客たちの一部にも、俺おれ達たちと同種の緊きん張ちようが走っている。周囲で立ち見している数名の大人達たちの眼光がギラついている。おそらく、本日のイベントを楽しむとともに、ＳＳＲの【ファンタズム・アリスコーデ】をゲットするべく馳はせ参さんじた者達たちだろう。

『その前に……今日はなんと！　会場にサプライズゲストが来ております！』

「な、サプライズ、だと……!?」

　心臓の鼓こ動どうがさらに加速する。会場全体がにわかにざわめき出す。

「さ、サプライズっ……！」

　肩かたに乗っている千ち鶴づるは興奮気味に声を漏もらすと、小さな両手でぐっと俺おれの頭をわしづかみにし、

「ね、ねぇ、誰だれかしら……！　ひょっとして、ミラの声優さんっ……？」

「かもしれねぇな……！」

　興奮が高まりすぎたのか、千ち鶴づるは俺おれの肩かたの上で弾はずんだ声を漏もらしながら、太ももに力を込こめて、ぎゅっと俺おれの首を締しめつける。

「ぐっ……！　息ができないっ……！」

　期待と興奮で爆ばく発はつしそうになる鼓こ動どうを必死で抑おさえていると、

『では、ご登場いただきましょう！』

「「きたっ……！」」

　興奮が最高潮に高まる。緊きん張ちようしすぎでもはや失神しそうだ！

『はーい！　みんなー！　こんにちはー☆』

「「えっ……」」

　そして、ステージの上座から登とう壇だんした少女の姿を見て、俺おれと千ち鶴づるは、同時に固まった。

　キャンディのように甘あまい声、ぱっちりとした幼い瞳ひとみを夏の海のようにキラキラと輝かがやかせ、明るい色のサイドポニーを軽快に揺ゆらし、ミニスカートのすそをはためかせ、可愛かわいらしいおへそを露ろ出しゆつさせた──

『みーんなのアイドル♪　超ちよう愛あいされめちゃカワアイドル、美み咲さきが丘おか芹せり菜なだよー☆』

「あ、あいつかよ！」

　目の前に現れたのは、二日前、小こ倉くらのゲームコーナーで千ち鶴づると大おお喧げん嘩かをした、ポップコーデとアレンジの名手──美み咲さきが丘おか芹せり菜なだった。

「ま、まさか、こんなところで再び見まみえようとは……」

　奇き想そう天てん外がいなコーデと怒ど涛とうのアレンジプレイを炸さく裂れつさせる〈せりな〉の可愛かわいいハイスコアムービーが脳内にフラッシュバックする。

「せりなちゃーん！」「芹せり菜な様ー！」「こっちむいてー！」「めちゃカワー！」

　ステージに芹せり菜なが現れた直後、観客席から大だい歓かん声せいが沸わき起おこる。その声せい援えんの多くは、芹せり菜なより歳とし下したか、あるいは同い年くらいの女子小学生達たちから発されている。

　さ、さすが、全国のＪＳの憧あこがれだな……幼よう女じよ先せん輩ぱいからの人気が半はん端ぱじゃない。

「ママッー！」「せりなお母さーん！」「バブーッ！」「俺おれを産んでくれー！」

　と、思いきや……観客席の各所から、野太い男性の声がちらほらと上がっている。なんだよママって……。

『はーい！　みんな落ち着いてー！　めちゃカワ☆な芹せり菜なに会えてうれしいのはわかるけどぉ、今日はキラプリのイベントだからねー☆』

　芹せり菜なは右目でウィンクすると、大声を上げている観客席の一点を指さし、

『あっ！　そこのお客さん、ちょっとさわぎすぎー☆　あ、でもそっか！　芹せり菜ながかわいすぎるんだよね！　わっかるー☆』

「な、なんだあいつ……」

　俺が息を吞のんでいると、会場にいるファン達たちは芹せり菜なの言動にさらなる大きな声せい援えんを送る。

　ふむ。おそらく、この振ふる舞まいは芹せり菜なの持ち味として認にん知ちされているのだろう。やっぱ現実のアイドルはよくわかんねーな……。

「にしても、低てい年ねん齢れいの幼よう女じよ先せん輩ぱいたちからの声せい援えんがすごいな……」

　周囲を見回すと、幼よう稚ち園えん児じくらいの少女達たちが目を血走らせて芹せり菜なに声せい援えんを送っている。たしかに芹せり菜なの優すぐれた容姿とカラフルなファッションは目を引く。ファッションに目覚めはじめた彼かの女じよたちにとって、とても魅み力りよく的てきに映るのだろう。まさに、自分だけの『可愛かわいい』を体現した、憧あこがれのお姉さん、目標とするべきファッションリーダーだ。

「………」

　俺おれの首を左右から締しめつけていた千ち鶴づるの太ももの力が、ゆっくりと抜ぬけ落おちていく。息がしやすくなって助かった。肩かたに乗った千ち鶴づるを見上げると、綺き麗れいな形をした眉まゆをハの字に曲げて、ステージを見つめていた。

「なんで……？　なぜ、あのカラフル乳牛がここに……？」

「ま、まあ落ち着けよ。司会のお姉さんが言ったじゃん、キャンペーンガールなんだとよ」

『それでは、あらためまして、本日のサプライズゲスト、アイドルグループ『しゅがー☆りりー』でセンターを務めます、大人気ＪＳアイドル、美み咲さきが丘おか芹せり菜なちゃんです！』

『こんにちはー！　芹せり菜なだよー☆　では会場のみんなー！　せーのっ！』

「「「「「めちゃカワー☆」」」」」

　芹せり菜なが右目にピースサインを添そえると、会場の観客達も芹せり菜なと同じポーズを取る。

　なんだよこのコールアンドレスポンス……。

『はーい！　それでは、いつもの挨あい拶さつが決まりましたところで、芹せり菜なちゃんに今日の意い気き込ごみなどをお聞きしたいと思います。まずは芹せり菜なちゃん、多くの現げん役えきアイドルの中でも、キラプリが得意で有名ですよね！』

『そうでーす！　稼か働どう初しよ期きからやってまーす☆』

　司会のお姉さんからマイクを向けられた芹せり菜なは、小さな肩かたから斜ななめにかけていたカラフルなポーチから、第一回キラプリイベントでしか手に入れることができなかった幻まぼろしのＳＳＲ【なないろウェディングドレス】を取り出して『じゃーん☆』と会場に掲かかげてみせた。

「おお！　すごいな！　おい千ち鶴づる！　おまえと同じじゃん！　ありゃ古参幼よう女じよ先せん輩ぱいだぞ！」

「……ふん」

　俺おれの肩かたの上に乗っている千ち鶴づるは、小さな腕うでを組んで芹せり菜なをにらむ。しかしその瞳ひとみには──真しん剣けんにキラプリに取り組んできた者を見つけたときの、喜びのようなものがかすかに浮うかんでいる。

『わー！　芹せり菜なちゃん、すごいですねー！　まさかＳＳＲを持ってるなんて！　ちなみに、全国ランクは何位なんですか？』

『今月で37位になりましたー☆　あとちょっとで『れじぇんどアイドル』でーす！』

　会場全体から「おおおっ……！」と大きなどよめきが上がる。

「37位って……俺おれとわりと近いじゃん……！　やばいなおい」

　このままじゃ、抜ぬかれる恐おそれがある。くっ……！　あんなアホの子に抜ぬかれてなるものか！

『すごい順位ですねー！　ひょっとして、こんなに高い順位の小学生の女の子は、日本でも芹せり菜なちゃんだけかもしれないですね！』

『あったりまえですよー！　芹せり菜なはアイドルなんだから、女の子の中では一番じゃないといけないんですー☆』

「いるわよ、ここに……！　あなたより順位が上の者が……！」

「お、おい千ち鶴づる、落ち着けよ。あと髪かみ引っ張るなって」

『では芹せり菜なちゃん、ここからはこの会場で配布されます限定アイテムカードの説明をお願いします！』

『はーい！』

　芹せり菜なは笑え顔がおで司会者から小さな手でマイクを受け取ると、

『これからみんなにスタンプカードを配りまーす！　この遊園地内にあるキラプリ仕様のアトラクションの中から好きなのを遊んで、五つのスタンプを集めたら、限定カードの【チロルワンピース】と交こう換かんできます！』

　会場から大きな声が上がる。芹せり菜なはさらにマイクを握にぎりしめ、

『そして！　【チロルワンピース】を手に入れたお友達は、この遊園地だけで遊べる特別仕様の筐きよう体たいで、限定エキストラハードモードにチャレンジできます！　三人チームで協力プレイに挑いどんで、見事目標スコア値に到とう達たつしたら限定ＳＳＲの【ファンタズム・アリスコーデ】を一人ずつプレゼントしちゃうよ☆　芹せり菜なもいっしょにアトラクションを回るから、腕うでに自信のあるお友達は、スタンプ集めにチャレンジしてね☆』

『はーい！　ご説明ありがとうございます！　それでは皆みなさん、イベント終しゆう了りよう時じ刻こくの五時半まで、めいっぱいキラプリワールドを楽しんでくださいねー！』

　その直後、沸わき立たった幼よう女じよ先せん輩ぱいたちが叫きよう声せいを発して同どう伴はんしていた保護者を急せかしながら、園内の各アトラクションへと散っていく。

「……まあいいわ……２位、私わたし達たちもはやくアトラクションへ向かいましょう」

「お、おう、そうだな」

　俺おれがしゃがみこむと、千ち鶴づるは俺おれの首から地面に降りた。

「どうやってアトラクション回るかな。人も多いし、けっこう効率的に回らないと、閉園までにイベントモードにチャレンジできなくなるぞ」

「そうね……あっ、２位、まずはこれにいきましょう」

　千ち鶴づるは俺おれの広げているパンフレットを覗のぞきこむと、小さな指でとある箇か所しよを指し示す。

「『ドキドキ☆はじめてのキラプリワールド』か。面おも白しろそうだな……ここから一番近いし、よし、行ってみようぜ！」

「うん！」

　俺おれは千ち鶴づるを連れて芝しば生ふ広ひろ場ばの入り口でスタッフからスタンプカードを受け取ると、キラプリアトラクションへと向かった。
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　目的のアトラクションのある場所へとたどり着いた俺おれと千ち鶴づるは、多くの女子小学生たちが並ぶ待機列の最さい後こう尾びに並んだ。

「どんなアトラクションなんだろな……！」

「楽しみね……！」

　長く続く列の先は、直径三十メートルほどの大きさの、銀色のドームの内部に続いている。徐じよ々じよに列が進み、それに合わせて心しん拍ぱく音おんが高くなる。となりにいる千ち鶴づるも落ち着かないのか、小さな胸に両手を添そえて、幼い瞳ひとみを瞬まばたかせている。

　十分後、俺おれと千ち鶴づるがドームの中に足を踏ふみ入いれると、

「すごい、劇場みたい！」

「一体何が始まるんだろうな……！」

　薄うす暗ぐらい内部の天てん井じようには橙だいだい色いろの照明が点々とともり、二百ほどある座席には千ち鶴づると同い年くらいの女子小学生たちが腰こしを下ろしている。彼かの女じよたちは頭部に巨きよ大だいなゴーグルのようなものを装着し、楽しげな声を上げている。その光景を見つめていると、劇場の入り口に立っていた女性のスタッフが、笑え顔がおでこちらに向けて声をかけてきた。

「このアトラクションでは、最新のＶＲ技術を使って、アニメキラプリの第一話のシーンを仮想体験できます！」

「おお、すげぇ！」

「さらに！　お手持ちのマイカードをスキャンしますと、ご自身のアバターに変身して、キラプリに登場する好きなキャラクターの衣い装しようを着ることができます♪」

「わぁぁぁぁ！」

　千ち鶴づるが喜びの声を上げる。おいおいなんだよこの夢の塊かたまりみてぇなアトラクション！　生きててよかったぜ！

　スタッフのお姉さんの説明を聞き、俺おれと千ち鶴づるを含ふくめて、劇場の入り口で待機しているキラプリファンたちの歓かん喜きの声がこだまする。

　待機列から座席を見下ろすと、およそ二分おきに、五人のお客さん達たちがヘッドギアを外して、満足げな表情を浮うかべて席を離はなれていく。彼かの女じよ達たちは俺おれとすれ違ちがうときに「面おも白しろかったー！」「すごかったねー！」と笑え顔がおで言いい交かわしている。その会話を聞き、俺おれの心がさらに躍おどりだす。もうわくわくしすぎて口から心臓が飛び出そうだ！

「お席に着きましたら、座席に備え付けられたパッドにマイカードをスキャンして、読み取り完かん了りようのピッ、という合図の音が鳴りましたら、前方の座席にあるヘッドギアを装着してください！」

「ＶＲなんて、俺おれ初めてだよ！　超ちよう最さい新しん技ぎ術じゆつじゃん！」

「絶対面おも白しろいわよ、これ！」

　誘ゆう導どうしてくれた女性スタッフの指示に従い、俺おれと千ち鶴づるは座席に腰こしを下ろすと、ウキウキしながらひじ置きに備え付けられたパッドにマイカードをかざす。

「すげぇ、めっちゃわくわくする……！」

「うん……！」

　読み取り時間を待つのももどかしく、パッドのスキャン部分にマイカードを強めに押おし当あててしまう。「ピッ」という読み取り完かん了りようの合図が鳴り、急いでマイカードをポケットにしまう。すぐさまヘッドギアを装着、後頭部を締しめ付つけるゴムの感かん触しよくを感じていると、暗かった視界に、うっすらと、ピンク色のキラプリのタイトルロゴが浮うかび上あがってきた。

「ふふ……まさかこんな日が来ようとは……！」

　おもわず独り言が口から漏もれる。キラプリのアニメの世界に入れるなんて……！　キラプリファンにとって、究極の憧あこがれの一つがついに叶かなうとは……！

　高鳴る胸の鼓こ動どうを感じながらしばらくロゴを眺ながめていると、ゆっくりと視界に広がったのは──アニメ第一話で、朝あさ寝ね坊ぼうしたキッコが、中学校と間ま違ちがえて侵しん入にゆうしてしまった、アイドルのコンサートが催もよおされているドームの楽屋だった。

「うおおおおおお……！　な、懐なつかしいっ……！」

　去年の五月、生まれて初めてキラプリのアニメ一話を観みたときのあの衝しよう撃げきと感動が胸いっぱいに広がる。すぐさま手に握にぎりしめていたパッドを操作すると、俺おれの体が楽屋の中を歩き出した。

「す、すごい……！　ホントにアニメの中に入はいり込こんでる！」

　手足や胴どう体たいに視線を巡めぐらせると、白無地のシャツとピンク色の短パンを身につけた〈みゆ〉の姿になっていることが確かく認にんできる。首を左右に振ふると、〈みゆ〉の綺き麗れいなロングヘアーが視界の端はしでキラキラと靡なびいた。

「ということは、顔も……！　さぞ可愛かわいい〈みゆ〉になってるんだろうなぁ……！」

　ドキドキする。もちろん、女性への変身願望はとくに持ち合わせてはいないが、なにより、自分の育てたアイドルの姿になって、彼かの女じよの気持ちになれるというのは──とてつもなく胸の躍おどる、新しん鮮せんな感覚だ。

「お、これは……！」

　そして、楽屋のテーブルには、キラプリのカードが置いてある。すぐにアニメ一話を思い出す。そう、キッコは学生証と勘かん違ちがいして、あやまってこのカードに触ふれて──アイドルに変身したのだ。

「ふふ……これ、めっちゃ楽しいな……！」

　テーブルには、キッコ、ミラ、もも、アリシア、ゆめの五枚のアイテムカードが並んでいる。めっちゃ悩なやむ。が、やはり、ここは主役のキッコの衣い装しようだろう……！

　カードに触ふれた瞬しゆん間かん、身体が虹にじ色いろの輝かがやきに包まれ──そして、ピンク色に光ひかり輝かがやく、キッコのアイドル衣い装しようを装着した。

「おおおおおお……！」

　なんて凄すさまじい感動だ……！　完全にアニメ一話の再現じゃねーか！

『失礼しまーす！』

　トントン！　と軽快な音を立てて、楽屋の扉とびらが外からノックされた。視線をそちらに転じると、中に入ってきたのは、アニメでおなじみのキラプリスタッフ『ポポ姉さん』だ。おそらく、遊園地のスタッフが操作しているのだろう。すごい、あの個性的なメガネもそのままだ！

　それにしてもこの展開……そうだ！　アイドル衣い装しように身を包んだキッコは、楽屋に入ってきたコンサートスタッフに、出演アイドルと勘かん違ちがいされて、困こん惑わくしたままステージへと連れて行かれたのだ。さあこい！　俺おれをステージへ誘いざなってくれ！

『お迎むかえにあがりまし、た……』

　しかし、困こん惑わくしているのは、むしろポポ姉さんのほうだった。え、なんで？

　ポポ姉さんは、俺おれの姿をまじまじと見つめ、メガネを何度もかけ直して、啞あ然ぜんとしている。

　……ふむ。

　おそらく、このポポ姉さん、〈みゆ〉の姿があまりにも可愛かわいくて取り乱しているのだろう。

『あ、あの……よろしいのでしょうか？』

「え？　なにがですか？」

『い、いえ……それでは、ステージまでお連れします。どうぞこちらへ』

「は、はぁ……」

　ポポ姉さんは、なんだか口元を押おさえて必死に笑いを堪こらえている。……まあいいか、早くステージへ連れていってくれ！

「ねえ、見てよあれ……」「うわーすごーい……」「信じられない……」

　楽屋を出てステージへと向かう俺おれの姿を見て、すれ違ちがったアイドルたちがひそひそと耳打ちしあっている。ふふ。わかるぞ。可愛かわいすぎるアイドルの登場に驚きよう愕がくを禁じ得ないのだろう。無理もない。俺おれ自じ身しん、キラプリをプレイしているとき、〈みゆ〉のあまりの可愛かわいさにしばしば卒そつ倒とうしそうになるからな……。

「おおおおお……！　すごい！　まるでアイドルのお花畑だ！」

　そして、ポポ姉さんに誘いざなわれたステージには、すでに大勢のアイドルが集結していた。彼かの女じよ達たちはミラやキッコなど、それぞれ思い思いの衣い装しようを身にまとい、自身のアバターの姿になれた喜びで飛び上がらんばかりにはしゃいでいる。お互たがいの顔やヘアスタイルを褒ほめあって、実に楽しそうだ。

「あれ……？」

　そして、その色とりどりのはしゃぐアイドル達たちの輪から外れて、ステージのすみっこでぽつんとうつむいている、よく見覚えのある、一人のアイドルを発見した。

「千ち鶴づる……」

　ミラの衣い装しようを身にまとって、もじもじしている〈ちづる〉だった。

　せっかく周囲は同年代の女の子ばかりだというのに……恥はずかしがってんのかな……。

　しょうがねー奴やつだな、ここはひとつ、俺おれの〈みゆ〉の可愛かわいさで元気づけてやるか。

「おう千ち鶴づる！」

　俺おれは千ち鶴づるの元へ歩み寄ると、片手を上げて元気に声をかけた。

「あっ……２位」

　すると、千ち鶴づるは安心したように表情をパッと明るくして顔を上げる。

　が、すぐに眉まゆを寄せて──化け物を見るような視線を俺おれに向けてきた。

「あなた……正気？」

「は？　なにがだよ」

　正気もなにも、俺おれはキラプリにおいてはいつでも真しん剣けんそのものだ。

　千ち鶴づるは穿はいているミラのスカートにもぞもぞと手を入れ、ミラ愛用の『ミラ☆コンパクト』を取り出し、蓋ふたをパカンと開けると、鏡の部分を「ん」と俺おれの顔の前に突つきつけた。

「なんだよ、いまさら〈みゆ〉の顔なんて確かく認にんしなくても、いつでも充じゆう分ぶん可愛かわいい……」

　怪け訝げんに思いながら、鏡を見た瞬しゆん間かん、そこに映っていたのは、いつもの見覚えのある──

「俺おれじゃねーか！」

　え、なにこれ、悪夢？

　なぜか顔だけモデリングされておらず、いつもの現実の俺おれの顔のままだった。

　千ち鶴づるは眉まゆをひそめて、

「あなた、ひょっとしてそれ……バグじゃないの？」

「バ、バグ？」

　なんでだよ、なんで俺おれだけそんなことが起きるんだよ。

「パッドにマイカードをスキャンするとき、あなた、強く押おし当あてすぎたんじゃないかしら」

「そ、そうだったか……？」

　俺おれは自分の顔をペタペタと触さわって形状を確かく認にんしてみる。な、なるほど、たしかに毎日触さわりなれた感かん触しよくだ。けっして、〈みゆ〉のような、繊せん細さいで可か憐れんで女性らしい造作はしていない。な、なぜだろう……千ち鶴づるの推察するように、あまりにも早くキラプリワールドにダイブしたくて、気が急せいてしまって、マイカードの読み取り時に不具合を生じさせてしまったのだろうか。

「ちょ、ちょっと、あなたのこと、みんな見てるわよ……！」
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「あっ……」

　気づくと、俺おれの顔を、遠巻きに指さし、ひそひそと耳打ちしあうアイドル達たちがいた。くっ……なんだよ、ポポ姉さんの含ふくみ笑わらいとか、楽屋からステージまでの通路にいたアイドル達たちのひそひそ声って、そういう意味だったのかよ……！

「か、可愛かわいいわよ……２位」

「な、なぐさめてんじゃねーよ！」

　涙なみだが出そうになった。ここが納な屋やなら絶対泣いてる。千ち鶴づるも柄がらにもなく俺おれに辛しん辣らつな言葉を投げかけることなく、気の毒そうな表情を浮うかべている。むしろ罵ののしってもらったほうが気が楽だよ。

「あーもうすごいショック……」

　思わず両手で顔を覆おおう。せっかく可愛かわいい〈みゆ〉になれたと思ったのに……！　もうやだ、このＶＲ空間から離り脱だつしちゃおうかな……。

「すごい！　芹せり菜なちゃんかわいいー！」「芹せり菜な様すてきー！」「めちゃカワー！」

　ふいに湧わき上あがったアイドル達たちの歓かん声せいに顔を上げると、すぐ近くで、大勢のアイドルに囲まれて喝かつ采さいを浴びている少女がいた。

　それは、千ち鶴づると同じく、ミラの衣い装しように身を包んだ──小こ倉くらの筐きよう体たいでハイスコアムービーを踊おどっていた〈せりな〉だった。

「……ふむ、たしかに可愛かわいいな……」

　大勢のアイドルに囲まれて『キャハ☆』とポーズを決めている芹せり菜なを注視する。明るいロングヘアーに、パッチリとした瞳ひとみ。ギャルっぽいアバターには、ミラの黄と紫むらさきを基調にした魔ま女じよっ子こ衣い装しようがよく似合っている。アバターとコーデの相乗効果で、可愛かわいさと妖よう艶えんさが混在する、小こ悪あく魔ま的な魅み力りよくを醸かもし出だしている。

「あ、あんた！　おとといの……！」

　俺おれがしげしげと眺ながめていると、輪の中心にいた芹せり菜なが俺おれに気づいたのか、一いつ瞬しゆん驚おどろきの表情を浮うかべた後、ニヤニヤしながらこちらに近づいてきた。え、なんでわざわざこっちくんだよ。

「うわーやっぱ来てたんだー！　てかなにアバターの顔！　あんた普ふ段だんそんなの使ってんだー☆」

「う、うるせーな、顔のことには触ふれるな」

「あ、ひょっとして、となりにいるのって、おとといのちび？」

　それに気づくと、芹せり菜なは「ぷぷーっ！」とふきだし、

「今日もカレシといっしょなんだー！　仲いーねー！」

　天てん井じようを仰あおいで楽しそうに笑う。うぜえなこいつ、人が悲しんでいるってときに……。

「彼かれ氏しじゃない、２位だから」

　すると、俺おれの隣となりにいた千ち鶴づるがキッとした表情で芹せり菜なをにらんだ。

「にい？　なにそれ？」

「数字の概がい念ねんから教えてあげるわ。まずね、ゼロというものがあって、これはインド人が」

「ど、どーでもいいっての！　てゆーか、芹せり菜なと衣い装しようかぶってんじゃん！　あんたがミラの衣い装しよう着るなんて十年早いっての！」

　千ち鶴づるはむっとした顔で腕うでを組み、

「言ってくれるわね。私のほうが深くミラを愛しているわ」

「芹せり菜なのほうが好きだもん！　ミラ！」

「私のほうよ」

「せりな！」

　どっちも好きでいいじゃん……てかお互たがいミラが好きなら仲良くしろよ……。

「じゃあ、あなたどれくらいミラのことが好きなの？」

「えっ？　こ、こーれくらいよ！」

　そう言って、芹せり菜なは大きくバンザイして、その愛の大きさを表現した。

　おまえそれ……ものすごくアホっぽいぞ。

「そんなにかぶっているのがいやなら、今からその衣い装しよう、ひん剝むいてあげるわ」

「え、ちょっとやだー！　てゆーかあんたが脱ぬぎなよ！」

　そう言って、千ち鶴づると芹せり菜なはお互たがいの衣い装しようを脱ぬがしあう。最近のＶＲはすげぇな……って、そんなことはどうでもいい。

「お、おいおまえらやめろよ、ひと目があるぞ」

　俺おれが割って入ると、

「きゃー！　キモ顔！　芹せり菜な変態さんにさらわれるー！」

「変態っていうな！　俺おれの手て違ちがいでバグったんだよ！」

　俺おれの〈みゆ〉は変態じゃねぇ！　本来の〈みゆ〉はこれの一兆倍は可愛かわいいよ！　ちくしょう！

「ちょっと！　あんた芹せり菜な様になに馴なれ馴なれしくしてんの!?」「芹せり菜な様はみんなのアイドルなのよ！」「気安く芹せり菜なちゃんに話しかけないで！」「ぼくのママに手をだすな！」

　すると、芹せり菜なの取り巻きのアイドル達たちが俺おれの周囲に集まり、可愛かわいらしい声で非難の声を投げつけてきた。ちょっと待て、声や姿は可愛かわいいけど、一人中身がおっさんのアイドル混じってるって。

　芹せり菜なは得意げな表情を浮うかべ、

「ふふん！　どう!?　これが芹せり菜なのファンたちだよ！　みーんな芹せり菜なの友達なんだから！　同い年の友達がいないチビとはちがうんだよー☆」

「あら、友達の数を誇ほこるなんて、動物園のお猿さるさんかしら」

「きー！　うるさいっ！　クソチビ！　じみっ！　ぺったんこ！」

「なによっ！　黙だまりなさい！　のっぽ！　カラフルばか！　乳牛！」

「くぬぬぬ……！」

「うぅぅぅ……！」

「お、おまえら少しは落ち着けよ……」

　なんでこいつらＶＲでまでケンカしてんだよ……実は仲いいんじゃねーの？

　まさに、一いつ触しよく即そく発はつ。芹せり菜なと千ち鶴づるによるＶＲファイトが巻き起こりそうになった瞬しゆん間かん、

『皆みなさんお待たせいたしました！　ただいまからＶＲスペシャルライブを行います！　知らないお友達と五人組を作ってください！　作ったチームでダンスを踊おどってもらいまーす！』

　天てん井じようから響ひびき渡わたったポポ姉さんの声を聞き、芹せり菜なの体がピクンと揺ゆれる。そして、ニヤリと笑い、

「ふふ……ちょうどいいじゃんチビ、芹せり菜なとダンスで勝負しよーよ！」

「のぞむところよ……棺かん桶おけの用意をしておきなさい」

「いや待て千ち鶴づる、おまえ無理すんなよ……」

　ふんすふんすと鼻息を荒あらくする千ち鶴づるの肩かたを思わず摑つかむ。おまえ、運動神経へっぽこじゃん……本物のアイドルの芹せり菜なにダンスでかなうわけないだろ。やめとけって。

「うるさいわね、〈ちづる〉の姿になっている以上、誰だれにも負けるわけにはいかないわ」

「ど、どんなアバター愛だよ」

　まあわかるけどよ。俺おれももし今この顔が〈みゆ〉なら本気出してるとこだ。

「……あ」

　そして、ふと気づく。

　そうだ、千ち鶴づるの心配をしている場合ではない。

　冷静になって考えると……こんな高校生男子のツラをしたアイドルと、一体誰だれが好き好んでチームを組んでくれるというのだろう。

「ちょ、ちょっと！　誰だれか、俺おれとチーム組んでくれよ……！」

　周囲のアイドル達たちが次々に五人組を結成してゆく中、助けを求めるように近くにいたアイドル達たちに声をかける。が、こちらを向いたアイドル達たちは、まるで潮が引くようにザザーッと俺おれから距きよ離りを取っていく。

　まずい、このままではダンスに参加できず、スタンプがもらえないかも……！

「……２位……しょうがないから、私と組んであげる」

「お、おう。ありがとな」

　千ち鶴づるは俺おれの穿はいているキッコのスカートをついっと引っ張った。さすがに芹せり菜なとのダンス勝負に緊きん張ちようしてきたのかもしれない。さっきまであんなに鼻息荒あらくしてたのに……まあいい、正直助かった。

「えーあんたも一いつ緒しよに踊おどるのー？　でもいっか！　一人変なのがいたほうが〈せりな〉の可愛かわいさがより際きわ立だつもんねー☆」

「くっ……！」

　やめろよ、こんな夢みたいな空間で現実のアイドル力学持ち出すなよ……！

「やっほー！　みんなお待たせー！　芹せり菜なだよー☆」

　そして、五分後。五人組のアイドル達たちが踊おどる様子をステージの下で応おう援えんしながら順番待ちをしていると、ついに俺おれ達たちの番がやってきた。ステージに上がった瞬しゆん間かん、芹せり菜なは観客席に元気いっぱいに手を振ふる。すげぇ、立たち居い振ふる舞まいがプロのそれだ。ちなみにユニットの配置は、俺おれと千ち鶴づるをサイドに、芹せり菜ながセンター、両りよう翼よくに芹せり菜なのファンの二人だ。

「きゃー！　芹せり菜な様ー！」「芹せり菜なちゃんが〈せりな〉ちゃんになってるー！」「左ひだり隣どなりの女の子もめちゃかわいー！」「お姫ひめ様さまみたーい！」「なにあの右にいる変態」「ひっこめー！」

　ミラのテーマソングが大音量で流れた瞬しゆん間かん、アイドルたちから大だい歓かん声せいが湧わき起おこる。芹せり菜なの声せい援えんに混じって、千ち鶴づるへの声せい援えんも多く聞こえる。たしかに千ち鶴づるのアバター、可愛かわいいもんな……あと、俺おれめがけて罵ば声せいが飛んでくる。俺おれだって叶かなうことなら引ひっ込こみてーよ。

「さーみんな！　盛り上がってこー☆」

　ステージに響ひびき渡わたるポップチューンに合わせて、芹せり菜なのダンスが迸ほとばしる。

　細くしなやかな手が大きな軌き跡せきを描えがき出だし、短いスカートから伸のびるスラリとした両足は軽快で、かつダイナミックなステップをステージに刻んでいく。

　大人顔負けの卓たく越えつしたその動きに、幼い少女の持つ愛らしさが加わることで、見ている者の心を躍おどらせるような、不思議な魅み力りよくを放出している。

「みんな！　いーっぱい楽しんでねー☆」

　楽曲が進行するごとにそのダンスはさらに激しく、そして華はなやぎ、観客席から爆ばく発はつ的てきな歓かん声せいが湧わき上あがる。照明システムもライブ魂だましいに火がついたのか、鮮あざやかな色しき彩さいの照明を芹せり菜なに向かって撒まき散ちらす。

「ほう……これはすごいな」

　飛とび交かう七色のサイリウム。降り注ぐステージライト。その光を浴びながら、芹せり菜なはこの曲のダンスにはない、アレンジの振ふり付つけを決めまくる。

「そっちのお客さんも、もっと盛り上がってー☆」

　ステージを縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけまわって手を振ふり、サビに合わせてマイクを観客席に向ける。その場のノリに合わせて自じ由ゆう奔ほん放ぽうに、そして笑え顔がおでステージを飛とび跳はねる。自分自身が全力でライブを楽しみ、かつ観客も楽しませるという高度なライブパフォーマンスを披ひ露ろうする芹せり菜なの姿は、まさに、〈せりな〉の『魅みせるライブ』そのものだ。

「これが……美み咲さきが丘おか芹せり菜なの実力か……！」

　芹せり菜なを見ていると、こちらの体を内部から熱くし、自然に体を動かされてしまう。

「まだまだこんなものじゃないよー！　もっともっと盛り上がってー☆」

　楽曲が終しゆう盤ばんへと至る頃ころには、すでにステージは美み咲さきが丘おか芹せり菜なの単独ライブ状態となった。

「芹せり菜な様ー！」「せりなちゃーん！」「めちゃカワー！」「ママッー！」「キャッキャ！」

　観客が総立ちになり、七色のサイリウムが海うな原ばらのように揺ゆれる。

　ステージライトとサイリウムの七色の光を浴びて、笑え顔がおで観客に手を振ふる芹せり菜な。

　俺おれがこれまで体験したことのない種類の、女の子の魅み力りよくがそこにはあった。

「はぁ……はぁ……！」

　かたや、芹せり菜なの左ひだり隣どなりでは──千ち鶴づるが死にそうな顔でダンスを踊おどっている。完全にへばっている。ダンスも、まるで幼よう稚ち園えん児じのお遊ゆう戯ぎ会かいみたいだ。人のこと言えねぇけど。千ち鶴づる、キラプリの運指はあんなにすごいのに……しかし、アバター愛だけでなんとか動きを止めずにダンスを維い持じしている。その心意気、天晴あつぱれだぜ。

「みんなありがとー☆　このあとのチームもめちゃカワ☆だから、楽しんでってねー！」

　そして、演奏が終わり、俺おれ達たちがステージ袖そでへはけると、ゆっくりと視界が暗転し──意識が劇場の座席に戻もどってきた。ライブを終えたチームから順番に、ＶＲが終しゆう了りようする仕組みになっているようだ。

「ふっふーん☆　どーだった？　これがめちゃカワアイドルの実力だよ☆」

　俺おれがヘッドギアを外した直後、座席の背後から、笑えみを浮うかべた芹せり菜なが声をかけてきた。おまえ真後ろに座すわってたのかよ……。

「まぁ……正直、ダンスはすげーと思うよ」

「でしょー☆　芹せり菜なのファンになっていーよー！」

「……２位！」

　となりの座席でヘッドギアを外した千ち鶴づるが、俺おれをキッとにらんできた。こ、こえぇ……。

「もーチビったらすねてるー☆　かーわいー☆」

　芹せり菜なは小さな口に手を当てて楽しそうに笑うと、サイドポニーをひるがえし、

「じゃあねー、ぽんこつカップルさーん☆」

　ひらひらと手を振ふると、劇場の出口へと軽い足取りで去っていく。ひと仕事終えたって感じの背中だな……アイドルオーラ出てんなぁ……。

「くっ……カラフル乳牛のくせに……」

　芹せり菜なの背中を見つめてぐぬぬと歯は嚙がみしている千ち鶴づるを落ち着けるべく、

「まあしょーがねーよ。おまえの本領はミックスコーデと、リズムゲームの技量なんだから、気にすんな」

「ふん……」

　千ち鶴づるはしばらく唇くちびるをとがらせていたが、

「……さ、２位、次行くわよ。ガンガン行くわよ」

　座席から立ち上がると、俺おれの服のすそを小さな指でつまんだ。

「お、おう」

　俺おれと千ち鶴づるはドームの出口でスタッフからスタンプを貰もらうと、次なるアトラクションへと向かった。
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　ドームを出て園内の東側を歩くこと数分、俺おれと千ち鶴づるの前に現れたのは、

「な……なんだありゃ!?」

「……ど、どうなってるの、いったい」

　キラプリの筐きよう体たいだった。

　ただ、その大きさが、尋じん常じようじゃない。

「デカすぎる……！」

　横に三メートル、縦は十メートル近くある。それが五台、並んで佇ちよ立りつしている。

「この筐きよう体たい作った人、はしゃぎすぎだろ……」

「どうやってここまで搬はん入にゆうしたのかしら……？」

　そのクソデカ筐きよう体たいの前には、それぞれ幼よう女じよ先せん輩ぱいたちによる長ちよう蛇だの列が形成されている。そして、列の最さい後こう尾びに設置された立て看板にはこう書かれてある。

「『巨きよ大だい筐きよう体たい！　エストレアチェンジにチャレンジしよう！』か……」

　看板の説明書きによると、マイカードの読み取りなどをせずに、十秒間の連打のスコアを計測するための機械のようだ。ノリとしてはパンチングマシーンみたいなものだろうな。

「まさに、私わたし達たちにうってつけのアトラクションね……！」

「ああ、日ひ頃ごろの俺おれたちの鬼き神じんのような連打っぷりを他のプレイヤー達たちに見せつけてやろうぜ……！」

　すると、筐きよう体たいの前にいたスタッフのお姉さんがメガホンを口に当て、

『キラプリのテーマは『みーんなふれんず♪』です！　さあ！　知らないお友達と二人組を作ってくださーい♪』

「また知らない人とユニットを組まされるのか……」

　キラプリのテーマとはいえ、男子高校生の俺おれや恥はずかしがり屋の千ち鶴づるにはハードルが高いな……。

「おい千ち鶴づる、知らない者同士って体ていで、そのまま俺おれと」

　ペアを組むか、と言いかけて、ふと思おもい止とどまる。

　さきほどのＶＲで、アイドルの輪に入れずに、すみっこでぽつんと佇たたずんでいた千ち鶴づるの姿が脳のう裏りをよぎる。

「うーむ……」

　列に並んでいる面々を見回すと、多くの女子小学生達たちが、さっそく知らない者同士で楽しそうに二人組を作り始めている。

　ＶＲのときみたいに、俺おれと一いつ緒しよにいて、恥はじをかかせてしまってもかわいそうだしな……。

　ひょっとしたらキラプリを通じて千ち鶴づるに新しい友達を作らせる、いいチャンスかもしれない。

　自分から勇気を出して、声をかければ……。

「いてて」

「？　どうしたの、２位」

　俺おれの服のすそをつまんでいた千ち鶴づるが、心配そうな顔で見上げてきた。

　ここは一ひと芝しば居い打っておくか。

「いや、最近一いつ本ぽん拳けん連打を連発しすぎて、骨を痛めちまったようだ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなの？　あんまり痛むようなら救護室へ……」

　千ち鶴づるが眉まゆを寄せる。意外なほどに俺おれを心配してくる千ち鶴づるにちょっとだけ驚おどろきつつも、俺おれは拳こぶしを抱だいて、顔を苦痛に歪ゆがめる。無論、千ち鶴づるに俺おれ以外の人とペアを組んでもらうための、即そつ興きようの演技だ。

「無理しちゃだめよ……ほら、一いつ緒しよに行くわよ」

「そ、そんなに心配しなくていいって」

「で、でも……」

　俺おれの服のすそを強く握にぎって、不安げに見上げてくる千ち鶴づるに、

「大だい丈じよう夫ぶだって、それにおまえ、スタンプゲットしなきゃいけないだろ」

「い、いいのよ、私はべつに」

「おまえこそ無理すんなって……じゃあ俺おれ、ちょっとそこのベンチで休んでくるから」

「ま、待って」

　俺おれは千ち鶴づるの制止を振ふり切きり、そろそろと千ち鶴づるから離はなれていく。多少心は痛むが、いい機会だから、同年代の子と仲良くなってみるんだ。頑がん張ばれ、千ち鶴づる。

　千ち鶴づるの側を離はなれながらうしろを見やると、すぐに小学三年生くらいの女の子が千ち鶴づるに笑え顔がおで話しかけ始めていた。

「お……どうやら、ペア組めたみたいだな」

　ほっと胸をなでおろすと、

「あんれれー？　あんた一人なのー？　うけるー☆」

　前方から、芹せり菜ながキャハキャハ笑いながら歩いてきた。

「なんだよ、おまえいたのかよ」

　芹せり菜なはぷすぷすと笑い、

「芹せり菜なアイドルだから、困ってる人がいたらほっとけないんだよねー！　しょうがないから今回だけ芹せり菜ながいっしょにペア組んであげるよー☆　はーいお姉さーん！　芹せり菜なこのお兄さんとペア組みまーす！」

「お、おい待て待て」

　芹せり菜なが小さな腕うでを俺おれの腕うでに絡からませる。そのまま一番遠くにある、右みぎ端はしの筐きよう体たいの列にズンズン突つき進すすみ、有う無むを言わせずペア申しん請せいした。

『さあ、二人で協力してボタンを連打してください！　それでは、スタート！』

　筐きよう体たいの前に立つと、芹せり菜なは筐きよう体たいに備え付けられたフライパンみたいに大きな赤いボタンを楽しそうに連打し始めた。

「すごーい☆　ちょっと見てよ芹せり菜なたちのスコア！　ぐんぐん伸のびていってるよ！　って、ちょっとあんた、よそ見してないでまじめに連打してよ！」

「お、おう」

　俺おれは連打に身が入らず、遠く離はなれた左ひだり端はしの筐きよう体たいの前にいる千ち鶴づるの様子を窺うかがう。ちゃんとペアの子と仲良くできているだろうか。

「……」

　しかし、千ち鶴づるはペアの女の子と会話をしている様子もなく、じっとうつむいたまま、弱々しくコントロールパネルの上で小さな両手を動かしているだけだった。
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　午後十二時十分。

　連打アトラクションを終えた後、俺おれは千ち鶴づるを伴ともなって、昼食をとるべく、食堂や売店が軒のきを連ねる園内の西側へ向かった。緑のひさしのついた売店の前に備え付けられたテーブルの椅い子すに腰こしを下ろし、

「おまえ、何食う？」

「とんこつラーメン」

「……ほんと好きだな、おまえ」

　売店でとんこつラーメンを二丁注文し、店員から調理されたラーメンの丼どんぶりを受け取ると、テーブルに戻もどって千ち鶴づるの対面に腰こしを下ろす。

「ほら、食え。熱いから気をつけろよ」

「……ん」

　俺おれを待っている間に暇ひまつぶしに眺ながめていたのか、千ち鶴づるは小さなひざの上に開いていたカードファイルから目を上げると、テーブルに置かれたラーメンに視線を注いだ。

「……なにこれ？」

「いや、とんこつラーメンだよ」

　白い湯気を上げるラーメンの表面には、メンマ味、紅しょうが味、青ネギ味、チャーシュー味の宇宙食が乗っている。とんこつというか宇宙ラーメンだ。見た目はだいぶアレだけど。

「い、意外と、おいしい……！」

「だろ？」

　千ち鶴づるは箸はしを握にぎって瞳ひとみをキラキラさせながら麵めんをかきこむ。どうやらお気に召めしたようだな。

　俺おれも麵めんをたぐって口に運ぶ。うむ。うまい。麵めんもしっかりコシがあり、スープもきちんと仕し込こみがなされている。なによりこの宇宙食が、味にアクセントを加え、とんこつの風味とからまって絶ぜつ妙みようなハーモニーを奏かなでている。それにしても、冬の屋外で食べるラーメンがこんなにうまいとは知らなかったな。

「すごーい！　さくらちゃんのアバターかわいー！」「りみちゃんのコーデも超ちようかわいいよ！」「ねぇねぇ！　次は『キラプリ名物！　ステージ裏のスクワット地じ獄ごく』に行こー！」

　無む我が夢む中ちゆうでラーメンを啜すする俺おれ達たちの横を、千ち鶴づるとちょうど同い年くらいの三人の少女が、ソフトクリームを舐なめながら、仲良く連れ立って通り過ぎていった。

「ねえ、２位、もう指は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「あ、ああ。大だい丈じよう夫ぶだ」

　いきなりそう問われて口ごもってしまう。そっか、こいつ、俺おれが連打アトラクションに参加してたこと知らないのか。

「ちゃんと休きゆう憩けいは取れたの？　もし２位がやりたいのなら、もう一度……」

「いいよ、せっかくだから別のアトラクション回ろうぜ」

　心配そうに俺おれの顔をじっと見つめていた千ち鶴づるは「そ、そう……」とつぶやき、再びラーメンに視線を戻もどして、麵めんを啜すすりだした。

「……」

　子犬みたいに一いつ生しよう懸けん命めい麵めんをかきこんでいる千ち鶴づるを見つめていると、キラプリＶＲのとき、ひとりでさみしそうにしていた姿と、連打アトラクションで、相方の女の子とうまくなじめていなかった姿が、頭に蘇よみがえった。

　こいつは、いつも感情の読めない無表情か、たまに変化があってもむすっとした顔なので、何を考えているのかわからないことが多い。でも、出会って一ヶ月近く、こいつと毎日顔を合わせているうちに──なんとなく、わかってきたことがある。

　こいつは、本当は歳とし相そう応おうに、いや、ひょっとすると、それより幼くて、不器用だけど、きちんと人の心配ができる奴やつだ。

　だからこそ、もどかしい。

　こいつはもっと、ちゃんと、友達がいてもいいやつなんだけどな……。

「２位、なにしてるの、箸はしが止まっているじゃない。はやく次のアトラクションに行かないと。限定エキストラハードにチャレンジできる時間がなくなっちゃうわ」

「なあ、千ち鶴づる」

「なに？」

　俺おれは箸はしを置き、

「おまえさ、ここからは俺おれじゃなくて、他の子たちとペア組んだほうがいいんじゃねぇの？」

　麵めんをすすっていた千ち鶴づるの手が、止まった。

「……どうして？」

「いや、まあ、その、なんというか……」

　俺おれは頭をかき、

「せっかくよ、おまえと同年代の女の子達たちがたくさん集まってるんだし、おまえもさ……他の子達たちみたいに、友達づくり、してみたらどうだ」

「……なんで」

「おまえだって、歳とし上うえで男の俺おれと遊園地を回るよりも、同年代の女の子と回ったほうが楽しいだろ。同年代でしかできない話だってあるだろうし」

　千ち鶴づるは、小さな手で箸はしを握にぎったまま、じっとラーメンの表面に視線を落とす。

　そして、何か言いたそうな目で、じっと俺おれを見上げてきた。

「……な、なんだよ」

「……なんでもないわよ」

　そうつぶやいて、再びラーメンを啜すすりだした。

　こいつだって、気安く語り合える友達がいなくて、しかも、周囲が楽しげな同年代ばかりで、さみしいはずだ。

　友達がまったく欲ほしくないなんて、いくらなんでも千ち鶴づるだって思っていないだろう。

　でも、人見知りで、プライドが高い性格が難なん儀ぎして、自分から声をかけられないのだろう。

　こいつの気持ちは、よくわかる。すごくよくわかる。ちょっと前まで、俺おれもそうだったから。

「……私は……２位と」

「？」

　千ち鶴づるが口を開きかけた直後、

「あー！　チビじゃーん☆　こんなところでなにしてんのー？」

　テーブルの横の植うえ込こみ越ごしから、幼い声が飛んできた。

「ちょっとあんたたち、なにやってんのー？　うわ、すごいの食べてるね！　なにそれスライム？」

「ちげぇよ、とんこつラーメンだよ」

　たしかに見た目はアレだけど……めっちゃ美う味まいんだぞこれ。

　植うえ込こみをぐるっと迂う回かいしてこちらにブーツの音をコツコツと鳴らしながら歩いてきた芹せり菜なは、小さな口元に手を当てプークスクスと笑い、

「うわーあんたたちまた二人っきりなのー？　さびしみー☆」

「ねえ２位見てこれ、このホームページに載のっている園えん内ない限げん定てい販はん売ばいキラプリラバーストラップ、午後十二時から午後一時までの限げん定てい販はん売ばいらしいわよ」

「マジかよ、やべぇな、売り切れる前に買いに行かないと。おい早くラーメン食おうぜ」

「無　視　し　な　い　で　よ！」

　芹せり菜なはテーブルの前まで歩いてきて「きー！」と八や重え歯ば剝むき出だしで叫さけぶと、ブーツの底でタンタン！　と地じ団だん駄だを踏ふんだ。ほんとアホっぽいっ子だなぁ……てか、そんなにひざ上げると、スカート超ちよう短みじかいから見えそうになってるぞ。

「なんだよおまえ、キャンペーンガールなんだろ？　俺おれらに構ってないで職務をまっとうしろよ」

「い、いいでしょ！　芹せり菜なだって今は休きゆう憩けい時じ間かんなの！」

「乳牛、せっかくの美お味いしいラーメンの味が落ちるからあっちにいきなさい」

「ちょ、なにそれひどくない!?」

　芹せり菜なは「きー！」と唸うなったが、すぐにニヤリと笑い、

「てかさ、あんた一人でご飯食べてんだ！　みんな友達つくってるのに！　うわーさびしみがふかーい☆」

「よく見なさい、２位がいるわ」

「にい？　なにそれ」

「おい芹せり菜な、あっちでマスコットキャラが風船配ってるぞ。もらってくれば？」

「ちょ、あんたたちほんとひどくない!?　芹せり菜なアイドルだよ!?」

「現実のアイドルに興味ないんだよ」

「ええ。そうね。〈ちづる〉のほうが一いつ京けい倍ばい可愛かわいいわ」

「くぬぬっ……！　二人とも芹せり菜なをばかにして……！」

　地じ団だん駄だを踏ふもうとブーツを履はいた足を上げようとした芹せり菜なは、千ち鶴づるのひざの上に開かれたままのカードファイルに視線を転じて、

「あ、あんたそれ……！」

「？　なによトンボ」

　芹せり菜なの目が、まん丸になった。

「サ、サンタコーデじゃん！　ＳＳＲの！　な、なんで持ってんの!?」

　子犬がじゃれつくかのように千ち鶴づるのカードファイルにかぶりついた芹せり菜なは、驚おどろいた表情を浮うかべて千ち鶴づるを見上げる。

　千ち鶴づるは煩わずらわしそうに芹せり菜なを見つめて、

「どうやってって……協力プレイで手に入れたのよ。ここにいる２位と……」

「２位と？」

「……２位に、泣きながら『いっしょにやってくれ』と頼たのまれたのよ」

「おい、なんか事実が歪わい曲きよくされてるぞ」

　芹せり菜なは「ほわぁー……」と興味深そうに千ち鶴づるのカードファイルを見つめて、

「へぇ……そうなんだ……あ、ちょっと待って！　これ【ファイティングシンデレラシューズ】じゃん！」

　芹せり菜なは喜びと驚おどろきが一いつ緒しよになったような瞳ひとみで千ち鶴づるを見上げて、

「『ドキドキ☆プリンセスグランプリ』クリアしたの!?」

「……ええ、そうよ」

　ドキドキ☆プリンセスグランプリとは、キラプリ第二回のイベントだ。第一回の『キラキラアイドルフェスタ』より難易度は落ちたが、それでもクリアした者が少ない難関イベントとして、キラプリファンの間で語り草になっている。

「えっ!?　稼か働どう初しよ期きからやってんの!?　うわ、これよくゲットできたね、難しくてほとんどの人が突とつ破ぱできなかったイベントなのに……！　てかあんた、全国何位？」

「18位よ」

「れ、『れじぇんどアイドル』じゃん！　え、なんで、え、え、わけわかんない！　は、はわ、はわわわ……！」

　衝しよう撃げきのあまり、驚おどろきを通とおり越こしたのか、芹せり菜なは冬の青空を仰あおぎながら腰こしをへなへなとさせてその場にぺたんと尻しりもちをついた。

「おい、おまえ驚おどろきすぎだろ。気持ちはわかるけどよ」

　実際俺おれも芹せり菜なと似たような反応だったし。でもまさか失神するとは……。

　俺おれが気き遣づかわしげに芹せり菜なを見つめていると、ハッと意識を取とり戻もどす。地面から腰こしを上げて、再び千ち鶴づるのカードファイルにかぶりつく。綺き麗れいに並べられたアイテムカードに表示された〈ちづる〉のコーデを食い入るように見つめ、

「て、てか、この〈ちづる〉のコーデ、めちゃカワじゃん！　ミックスコーデしてる人、生で見たのはじめて！」

「……ふん」

「すごい！　すごい！」と幼子のようにはしゃぐ芹せり菜なを見つめる千ち鶴づるの瞳ひとみに、

「……カラフル乳牛のくせに、よくわかったわね」

　ごくわずかだが、嬉うれしそうな色が浮うかびはじめた。

「わわわっ!?　しかもこのボトムス【ふわふわピンクコーデュロイ】だ！」

「あら、よく知ってるわね」

「あたりまえじゃん！　芹せり菜なこのアイテムちょー好きだし！」

「……トンボにしては、なかなか見る目があるわね」

　小さくぴょんぴょんと飛とび跳はねながら、無む邪じや気きにはしゃぐ芹せり菜なを見ていた千ち鶴づるの瞳ひとみに浮うかぶ喜びの色が、徐じよ々じよに濃こくなっていく。よく見覚えがある。そう、これは、先月──俺おれが千ち鶴づるの自宅でカードファイルを見せてもらったときの……とっておきのおもちゃを友達に見せる幼よう稚ち園えん児じのような、はしゃいだ瞳ひとみだ。

「ねえ！　芹せり菜なにもミックスコーデのやり方教えてよ！」

「ひみつ」

「けち！　けちちび！」

「まあいいじゃないか千ち鶴づる、ちょっとくらい教えてやれば」

　俺おれがそう言うと、千ち鶴づるは「うぅっ」と唸うなり、

「い、いいけど…………ただし、条件があるわ」

「じょうけん？」

　きょとんとした顔で見つめる芹せり菜なから視線をはずして、千ち鶴づるは恥はずかしそうにうつむき、

「教えてあげるかわりに……ま、まずは、あなたのポップコーデのやり方を教えて」

「え？　芹せり菜なのポップコーデ？」

「ああ、それいいじゃん。俺おれもめっちゃ気になってたんだよ」

　意外だな、千ち鶴づるが自分から他人にコーデの教えを乞こうなんて。やっぱり、〈せりな〉の奇き想そう天てん外がいなポップコーデが、相当気になってたんだな。

　千ち鶴づるは気き恥はずかしさと期待を込こめた表情で芹せり菜なを見つめて、

「あなた……いったいどんな修練を積んで、あんなコーデセンスを磨みがいたの？」

　芹せり菜なは首をかしげて、

「しゅーれん？　れんしゅうのこと？　芹せり菜なそんなのやったことないよ？」

「「は!?」」

　俺おれと千ち鶴づるは同時に驚おどろきの声を上げた。

「じゃ、じゃあ……どうやってあのポップコーデの技術を身につけたの？」

　芹せり菜なは人さし指を唇くちびるに当てながら、

「うーんと、芹せり菜なね、ちっちゃい頃ころからずっと色いろ音おん痴ちってバカにされててさ。図工の絵の時間とか先生から『なんで海を黄色に塗ぬるの！』とか『人の頭にイヌの耳はついてないでしょ！』ってめっちゃ怒おこられてたんだけど……キラプリなら、みんなからなぜかめっちゃ褒ほめられるんだよねー☆　うれしみー☆」

　ダブルピースで満面の笑えみを浮うかべる芹せり菜なを見て、俺おれと千ち鶴づるは冷ひや汗あせを浮うかべた。

「マジかよ……いるんだな、本当にこういうやつ……」

「……なんとかと天才は紙かみ一ひと重えってよく言ったものね……」

　なんつーか、芹せり菜なみたいな才能を発はつ掘くつしてしまうキラプリって奥おくが深ふけぇな……。

「ねえ、ほら、次はそっちの番だよ！」

　芹せり菜なは千ち鶴づるの腕うでをつかみ、ぱっちりとした瞳ひとみをキラキラさせて、

「ミックスコーデ！　ねえ！　芹せり菜なにやり方教えてよ！」

　千ち鶴づるは小さな腕うでを組んで、むむっと唸うなると、

「……約束だから、しょうがないわね……トンボにわかるかしら」

「わかるにきまってんじゃん！　芹せり菜なアイドルだよ!?」

「アイドルかどうかはあんまり関係ない気がするけどな……」

　千ち鶴づるはしばらく恥はずかしそうな表情を浮うかべていたが、「じゃ、じゃあ……」とつぶやくと、開いたカードファイルを芹せり菜なが見えるように向けて、

「まずは、軸じくになるトップスのタイプを決めるの。たとえば、プリティ系が好きなら、この【こいいろセーター】をアバターに重ねて」

「うんうん！」

　芹せり菜なが身を乗り出してカードファイルをのぞきこむ。おでことおでこがくっつきそうになり、千ち鶴づるは渋じゆう面めんを作ったが、しかしまんざらでもなさそうな手つきで、カードファイルのページをめくると、芹せり菜なにミックスコーデの説明を始めた。

　……なんだ、こいつら、うまくやってんじゃん。

　嬉うれしそうにはしゃぐ二人を見つめて、思う。

　この二人、身なりや性格は正反対だけど、本気でキラプリを楽しむ者同士、その情熱や抱いだいている思いは、通じるものがあるんだろうな。

　俺おれが微笑ほほえましいものを見るような視線を二人に投げかけながら水の入ったコップに手を伸のばすと、

「あ、そういえばあんたも、さっきの連打アトラクション、芹せり菜なとペア組んでくれて、ありがとね☆」

「……え？」

　千ち鶴づるがきょとんとする。

「芹せり菜な、誰だれかと一いつ緒しよに連打するの初めてだったから、すっごく楽しかったよ☆」

「ああ千ち鶴づる、実はさっきの連打アトラクション、芹せり菜なが俺おれとペア組んでくれてな」

「あんたぜんぜん連打してくれなかったから、ほとんど芹せり菜な一人でやってたんだからね！」

「いやでもおまえの連打すごかったから、同時にやってた奴やつらの中でも１位になってたぞ」

「えー？　一いつ緒しよにやってたらもっと高スコアいったってー！」

「……」

「ん？　どうした千ち鶴づる？」

「芹せり菜な様ー！」「こんなところにいたんですか！」「フレチケ交こう換かんしてー！」「きゃー！　せりなちゃーん！」

　すぐ近くで、女の子達たちのかしましい声が上がった。

　目線を移すと、メリーゴーランドのある方向から、小学生くらいの女の子達たちの集団が芹せり菜なの名を呼びながら、こちらにドタバタと駆かけ寄よってきた。

　芹せり菜なの表情が一いつ瞬しゆん固くなった。

　しかし、すぐにとびっきりの笑えみを浮うかべてファンの方を向いて、

「やっほー☆　芹せり菜なだよー☆　みんなどうしたのー？」

「芹せり菜な様ー！　先月の博はか多たのライブ観みに行きましたよー！」「新曲のダンス最高！」「ほんとめちゃカワでした！」

「あ、ありがとー☆」

「ねぇ芹せり菜な様、あっちの食堂で芹せり菜な推おしのみんなで集まってゴハン食べてるんですよ！」「よかったら芹せり菜な様も遊びに来てください！」「みんなアイドルの芹せり菜な様とフレチケ交こう換かんしたがってるんですよ！」

「う、……うん」

　芹せり菜なが千ち鶴づるをチラリと見て、何かを言いい淀よどんだ。俺おれはそれを見て、

「おいおまえら、芹せり菜な嫌いやがってんじゃねーか。今こいつは俺おれ達たちと喋しやべってんだよ」

「……しょーご」

　芹せり菜なが俺おれを見つめていると、

「ちょ!?　なんなのこいつ!?」

「あっ！　この男、さっきＶＲにいたキモいアバターのやつじゃん！」

「通報しよう！」

　え、えええ……!?　通報されんの？　キモいだけで？　最近の女子小学生こわい！

「い、いいからいいからっ！」

　芹せり菜なが俺おれの前で両手を振ふると、ニコッと笑えみを作ってファンの方を向き、

「じゃあ行こっか！　ファンのみんなが待ってるんだよね！　どこどこー？」

「こっちです！　もー芹せり菜な様！　はやくー！」「アイドルのフレチケ持ってたらクラスのみんなに自じ慢まんできちゃう！」「はやくしないと芹せり菜な様休きゆう憩けい終わっちゃいますよー!?」

「そ、そうね！　まかせて！　よーし芹せり菜なシースーおごっちゃうぞー☆」

　芹せり菜なは高笑いを上げると、ブーツの音をコツコツと高く響ひびかせながら、はるか遠くにある豪ごう華かな外装の食堂へと歩いて行った。

「いくらなんでも遊園地に寿す司しは売ってねぇだろ……」

　テーブルを挟はさんで正面に座すわる千ち鶴づるに目をやると、

「……」

　唇くちびるを引き結んで、芹せり菜なが去った後の、開かれたままのカードファイルに、じっと視線を落としていた。

　胸が痛んだ。

「よし千ち鶴づる、次のアトラクション行こうぜ！」

　俺おれは千ち鶴づるを元気づけるように、園内の地図が描えがかれたパンフレットをテーブルの上に開く。掲けい載さいされているキラプリ仕様のアトラクションに目を走らせる。

　できれば、知らない者同士でペアやユニットを組めるものがいい。そうすれば千ち鶴づるにだって友達ができるはずだ。

「『キラプリ☆クイズ王決定戦』……四人チームでクイズに挑ちよう戦せんしよう！　か……これよさそうだな。おい千ち鶴づる、これおまえ得意そうだし、行ってみようぜ！」

　俺おれが千ち鶴づるに目をやると、

「……」

　千ち鶴づるは、俺おれの肩かた越ごしの何かを、じっと見つめていた。

「ん？　おまえなに見てんだ？」

　背後を振ふり返かえると、そこには様々なアトラクション群がある。

「ほら、遊べる時間なくなるぞ」

　まあいい。とにかく急いだほうがいい。視線を腕うで時ど計けいに移す。午後十二時四十五分。スタンプはまだ二つしか集めていない。キラプリのイベント終しゆう了りよう時じ刻こくは午後五時半だ。

　俺おれが空になったラーメンの器うつわを二つ持ってベンチを立つと、千ち鶴づるはしばらく黙だまっていたが、

「……ん」

　ゆっくりと腰こしを上げ、俺おれの側に小さい歩ほ幅はばで歩み寄ると、静かに、俺おれの服のすそをつまんだ。

「よし、行くか」

　ラーメンの器うつわを売店に返へん却きやくして、アトラクションへ向けて歩き出す。

　なんとなく振ふり返かえると。

　はるか遠く、豪ごう華かな食堂の扉とびらの前で、俺おれと同じようにこちらを振ふり返かえっていた──大勢のファンに囲まれる、芹せり菜なと目があった。

　その瞳ひとみは、なぜか──羨うらやましいものを見るような目をしていた、ような気がした。







　その後、『キラプリ☆クイズ王決定戦』のアトラクションへと辿たどり着ついた俺おれは、待機列で、近くにいた幼女連れのパパさん達たちと四人組を作った。しかし、千ち鶴づるはいつまでも俺おれの服のすそを握にぎったまま、人見知りの幼よう稚ち園えん児じみたいにもじもじするばかりだった。

　見かねた俺おれは、近くにいた女子小学生達たちに頼たのんで、千ち鶴づると四人組をつくってもらった。

　この手のアトラクションは千ち鶴づるは得意だから活かつ躍やくできるだろう。活かつ躍やくできればチームを組んだ子たちと仲良くなれる。そう踏ふんでいたが、千ち鶴づるは恥はずかしがっているのか、チームメイトとほとんど会話をせず、じっとうつむいたままだった。

　アトラクションを終えた後、すっかり仲良くなった千ち鶴づる以外の三人の女の子は、連れ立って次のアトラクションへと歩いていった。

　千ち鶴づるはぽつんと取り残された。

　その姿を見るのがせつなくて、もどかしくて、俺おれはすぐに、千ち鶴づるを連れて、次も、知らない人とペアやユニットが組めるようなアトラクションへと向かった。

　そこでも、千ち鶴づるは、友達を作ることができなかった。

　そうしてアトラクションを巡めぐるうちに、千ち鶴づるはどんどん口数が減っていき、表情がしだいに曇くもっていった。







「よし、次はどこいこうか」

　空がしだいに藍あいと橙だいだいを混ぜた色に染まり、園内は夕暮れの気配を漂ただよわせ始めている。

　家族連れやカップルで賑にぎわう園内を、俺おれの服のすそをつまんだ千ち鶴づるを連れて歩きながら、開いたパンフレットに必死に視線を落とす。

「スタンプはあと一つだ、頑がん張ばろうぜ、千ち鶴づる」

　腕うで時ど計けいを見る。

　午後三時十二分。

　キラプリイベント終しゆう了りようまであと二時間。

　刻一刻とイベント終しゆう了りよう時じ刻こくが迫せまっている。

　キラプリが好きな女子小学生が一堂に会して、親交を深めることができるこんなチャンス、めったにない。

　スタンプをすべて押おし切きる前に、なんとか、千ち鶴づるに友達を作らせてあげないと……。

「千ち鶴づる、ほら、いこうぜ」

　振ふり返かえると、千ち鶴づるはうつむいて、俺おれの服をつまんだまま、足を止めていた。

「……おい、なんでさっきからそんなにむっつりしてんだよ」

　千ち鶴づるは沈しずんだ表情で、

「……私はいつも、こんな顔よ」

「いや、まあそうだけど……大だい丈じよう夫ぶか？　体調悪いのか」

「……」

「……へ、返事くらい、しろよ」

　まあいい。なにか、千ち鶴づるでも簡単に友達が作れるようなアトラクションを探そう。友達ができれば、きっとこいつも、いつもの元気を取とり戻もどすはずだ。

　パンフレットと周囲のアトラクションを交こう互ごに見つめ、

「あっ……」

　そして、天の救いを発見した。

　前方の噴ふん水すい広ひろ場ば。

　水色のロープで仕切られた、二十五メートルプールほどの広さの敷しき地ち内ないに、多くの女子小学生がたむろしている。入り口の立て看板には、『フレチケ交こう換かん会かい場じよう』とピンク色の字が躍おどっている。

「おい、千ち鶴づる、ここ行ってみようぜ！」

　俺おれは服のすそをつまんでいる千ち鶴づるの顔を見下ろすと、

「………………いきたくない」

　千ち鶴づるは、低い声で、ぽつりとつぶやいた。

「は？　なんだよいきなり」

　千ち鶴づるは小さな唇くちびるを引き結んだまま、何も言わない。

　駄だ々だをこねる子どものように、うっすらと頰ほおをふくらませている。

「……どうしたんだよ、いきなり」

　心配と同時に、腹の底で、ふつりと、小さな苛いら立だちが灯ともった。

　さっきから、千ち鶴づるは、まったく同年代の女の子と交流しようとしない。

　その頑かたくなな態度が、だんだん、もどかしさから、苛いら立だちにかわっているのを、どうしようもなく、自覚してしまった。

「……ほら、いいからいくぞ」

　浮うかんでしまった苛いら立だちを振ふり払はらうかのように、俺おれは千ち鶴づるの手を握にぎる。小さな手のひらの感かん触しよくは、頼たよりないほどに柔やわらかくて、信じられないほど冷たかった。

「……んん」

　俺おれが手を引くと、千ち鶴づるは抵てい抗こうするように、いやいやと首を振ふる。黒くろ革かわの靴くつを履はいた小さな両足にぐっと力を入れて、必死にその場に踏ふみとどまろうとする。

「ちょ、おまえなんだよ、どうしたんだよ」

　千ち鶴づるのあまりにも子どもっぽい態度に、腹の底で灯ともった小さな苛いら立だちが、じわじわとその大きさを増していく。

「おまえもう五年生だろ、子どもっぽいことするなよ」

「……」

　俺おれは頭をかき、

「恥はずかしいかもしれないけどな、友達作ればいいじゃないか」

「……」

　千ち鶴づるは何か言いたそうな気配を引き結んだ唇くちびるに強きよう烈れつに漂ただよわせながら、じっと俺おれを見上げてくる。

　その目を見ていると、心の中で燻くすぶるもどかしさと苛いら立だちが、どんどん明確な輪りん郭かくを帯びていく。

「いくぞ」

　俺おれは、握にぎっていた千ち鶴づるの手を引いた。

　フレチケ交こう換かん会かいの広場の入り口で、俺おれは自分のスタンプカードを、千ち鶴づるが首から下げていたスタンプカードと一いつ緒しよに、スタッフの女性に提示し、スタンプを貰もらう。

　手て押おしのゲートを開けた先には、たくさんの女子小学生のおしゃべりの声が溢あふれている。フレチケを交こう換かんしあったり、お互たがいのカードファイルを見せ合ったり、携けい帯たいで一いつ緒しよに写真を撮とり合っている。

「ほら、あそこにいる女の子なんて、おまえとちょうど同い年くらいだ」

　広場の真ん中を指差す。千ち鶴づると同じように黒い髪かみをツーサイドアップにした女の子と、快活そうなショートカットの女の子が、交こう換かんしたばかりであろうフレチケをお互たがいのマイカードに貼はりあっている。

「ほら、おまえもまぜてもらってこい」

　ちょっと勇気を出せばいいだけなんだ。自分から声をかければいい。そうすれば、うまくいくから。

　千ち鶴づるの小さな背中を押おそうとした瞬しゆん間かん──




「もういいっ！」




　千ち鶴づるの手が、拒きよ絶ぜつするかのように、俺おれの手を強くはねのけた。

　心臓が、凍こごえつきそうになるほど、冷たい手だった。

「え……」

　斜ななめ下したに視線を落とすと、そこには、

「……っ」

　それまで見たこともないくらいに、顔を真っ赤にして、今にも泣き出しそうになっている千ち鶴づるがいた。

「……かえる」

　そして、千ち鶴づるはそう言い捨てると、くるりと踵きびすを返かえして、フレチケ交こう換かん広ひろ場ばの入場口へと歩き出した。

「ちょ、ちょっと待てよ、千ち鶴づる」

　千ち鶴づるの背中が遠のいていく。

　困こん惑わくした表情を浮うかべる入場口のスタッフを無視して、千ち鶴づるは手て押おしのゲートを押おし開ひらく。前方にあるジェットコースターへと歩いていく。

「あれ、チビじゃーん！　あいかわらずチビだねー！　って、あ、あれ？　あんた顔真っ赤じゃん、どうしたの？」

　千ち鶴づるは芹せり菜なを素す通どおりして、ジェットコースターの入場ゲートも素す通どおりして、どんどん一人でどこかに歩いていく。

「待てって千ち鶴づる、おい、どこいくんだよ」

　歩調を強めて千ち鶴づるの背中を追う。すれ違ちがう家族連れやカップルが千ち鶴づると俺おれを交こう互ごに見て怪け訝げんな表情を浮うかべる。

「おい、どうしたんだよ、いきなり怒おこりだして」

　歩調をさらに強める。

　しだいに駆かけ足あしになる。

　千ち鶴づるの小さな背中を追いながら、

「そりゃさ、おまえがプライド高いのはわかるよ。でもよ、いつまでもそのままだと、ほんとにひとりぼっちのままだぞ」

　好きな事だけやって、周りを拒きよ絶ぜつして。

　それじゃまるで──以前の俺おれだ。

　ここで逃にげていたら、千ち鶴づるはずっと逃げっぱなしになってしまう。

「今日がチャンスだろ！」

　距きよ離りを縮めようとする俺おれをさらに引ひき離はなすかのように、千ち鶴づるの歩調はどんどん駆かけ足あしになる。どこに向かっているのかも、本人も定めていないような、ただ闇やみ雲くもに足を動かしているような歩調。

「ちょっと勇気を出すだけでいいんだよ。自分から声をかけたら──」

　駆かけ足あしで喋しやべっているので、息が切れそうになる。

　千ち鶴づるの背中が遠のいていく。

「聞けって！」

　もどかしい。

「おまえ、そんなんだから友達できないんだよ！」

　ピタリ、と。

　千ち鶴づるの歩みが、止まった。

　三メートルほど先に、千ち鶴づるの背中がある。

「じゃあ……」

　こちらに背を向けている千ち鶴づるが、小さな声を漏もらした。

「あなたは、自分から声をかけて、友達を作ったの？」

「……え？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからなかった。

「自分だってできてないのに……」

　小さな肩かたで荒く呼吸をしながら、

「えらそうにいわないで！」

「て、てめぇ……」

　じわじわと自覚していく「なにか」を意識しないように、俺おれは千ち鶴づるの言葉によってもたらされた単純な怒いかりの感情によって、その「なにか」を塗ぬりつぶす。

　千ち鶴づるがゆっくりと──肩かた越ごしに、俺おれを振ふり返かえった。

「あなたは、友達を作るために、勇気を出して、なにかをしたの？」

「……っ」

　千ち鶴づるの言葉が、ついに、俺おれの自覚していなかった心の芯しんに到とう達たつした。

　言い返そうとするが、喉のどから言葉が出てこない。

「あなたにとって、私は何なの……？」

　千ち鶴づるが、体の正面をこちらに向けた。

　夕暮れ間ま際ぎわの複雑な色に染まる空と、強い陽ひ射ざしを反射しているジェットコースターのねじ曲がった紫むらさき色いろのレールを背景にして、幼い顔を耳まで真っ赤にしている千ち鶴づるが、俺おれをにらんでいる。

　息が止まった。

　黒い髪かみと、小さな肩かたと、スタンプカードを握にぎりしめた右手を震ふるわせながら、瞳ひとみに、いっぱいに涙なみだを浮うかべて、

「なんで、わかってくれないの……？」

　消え入りそうな声で、潤うるんだ瞳ひとみで俺おれを見つめて、

「私は、今日、遊園地で……」

　悔くやしそうに、声を震ふるわせながら、




「翔しよう吾ごと……！　一いつ緒しよに遊びたかっただけなのに……！」




　心臓に突つき刺ささった。

　再び俺おれに背を向けた千ち鶴づるが、駆かけ足あしで去っていく。

　夕ゆう陽ひに溶とけて遠のいてゆくその小さな背中を、追いかけることができなかった。
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　　　＊＊＊







「あれ？　あんたどうしたの？」

　噴ふん水すい広ひろ場ばの手前のベンチで、かれこれもう三十分近く腰こしを下ろしてじっとうつむいていると、聞き覚えのある、幼い声が頭の上に降ってきた。

「おーい、おーい、なんで一人なのー？　ねえ、きいてるー？」

「……」

「あ、ひょっとして……あんた、あのチビとケンカしたんだ！　遊園地でケンカするとか、ありがちカップルだねー☆」

「……」

「え、ほんとに……？」

「……」

「うわー、あたっちゃったよ……」

　口を開くのもおっくうだった。

「めんどくさみー……」

　俺おれが黙だまってうなだれていると、芹せり菜なはため息をついた。踵きびすを返かえして、ブーツの音を高く響ひびかせながら、どこかに遠のいていく。

　しばらくして、

「……はぁ」

　俺おれがもう何度目かもわからないため息をついていると、

「はい」

　顔を上げる。芹せり菜なが、キラプリのキッコの絵え柄がらが入った缶かんコーヒーを俺おれに差し出していた。

「ほら。体冷えて風か邪ぜひくよ。芹せり菜なアイドルだからおごってあげる」

　幼い瞳ひとみで、俺おれの目をじっと見つめる。

　しばらく考かんがえ込こんだが、

「……ああ」

　芹せり菜なに差し出されたコーヒーを受け取った。

　冷たい風にさらされてすっかり冷えきった手のひらに、じんわりと熱が戻もどってくる。

　プルトップを開けて、呷あおる。

「にが……」

　乾かわききった口の中で、苦味が広がった。

　芹せり菜なが「んしょ」とミニスカートを穿はいた小さなお尻しりを、俺おれの座すわっているベンチに落ち着けた。となりから俺おれの顔を覗のぞきこむようにして、

「芹せり菜なめちゃカワアイドルだから、ファンの悩なやみくらいきいてあげるよ☆」

「……べつにファンじゃねーよ……」

　俺おれはふてくされたように、視線を左ひだり隣どなりに座すわる芹せり菜なから外して、右みぎ斜ななめ下したに落とす。

「さっきあんた、フレチケ交こう換かん会かい場じようの前で、ちょー顔真っ赤にしたチビのこと、必死に追いかけてたじゃん」

「……」

「なんかあったの？」

　芹せり菜なをうつろな目で見やる。

　ミラの絵え柄がらの入ったオレンジジュースの缶かんを小さな両手で握にぎって、俺おれの顔を覗のぞきこんでいる。

　真しん剣けんな目だった。

「……」

　誰だれでもいいから、喋しやべってしまいたい。

　そう思ってしまうくらい、俺おれの心は今、折れきっていた。

「……おまえはいいよな、友達多くて」

「え？　なに？　なんのこと？」

　今すぐ自分の気持ちを吐はき出だしたい。

　だからもう、素す直なおに、言ってもいいと思った。

　俺おれは深呼吸し、気持ちを落ち着けて、息を吐はき出だした。

「……俺おれ、なんにもわかってなかったんだ……」

「？　なにそれ？」

　俺おれはうつむいて、ひざの上で缶かんコーヒーを握にぎった両手に視線を落とす。

「俺おれさ、友達が……できたと、勘かん違ちがいしてたんだ」

「……」

「それがすげー嬉うれしくてさ、大切なことを見落としたまま……千ち鶴づるに、ひどいこと、しちまったんだ」

「ひどいこと……？」

「無理やり、友達作らせようとしたんだ」

「……」

「あいつさ、親ともほとんど会えないし、引ひっ越こしてきたばかりで、友達がいないから……さみしいだろうと思って、フレチケ交こう換かん会かいとか……このイベントをきっかけに、友達作らせようと思ってたけど……それは間ま違ちがってたんだ」




　──翔しよう吾ごと、一いつ緒しよに遊びたかっただけなのに……！




　千ち鶴づるの言葉が、頭の中で反はん響きようする。

「あいつは、今日のイベントを、俺おれと一いつ緒しよに、楽しみたかったんだ」

　芹せり菜なは俺おれの顔を横からじっと見つめて、黙だまって話を聞いている。

「そんな気持ちも無視して、俺おれは勝手に……」




　──おまえさ、ここからは俺おれじゃなくて、他の子たちとペア組んだほうがいいんじゃねぇの？




「そんなこと、よく言えたよな、俺おれ……」

　目の前の噴ふん水すいが、橙だいだい色いろの夕ゆう陽ひを弾はじいて反射する。

「そもそも友達って、押おし付つけられてつくるもんじゃないよな」

　当たり前すぎる。

　そんなことにも思い至らなかった自分が、あまりにも浅せん慮りよで、そのバカさ加減に、腹の底から恥はずかしさが胸に迫せり上あがってくる。




　──あなたは、友達を作るために、勇気を出して、なにかをしたの？




「ダセーよな、ほんと……」

　頭を抱かかえて、うなだれる。

　自分の力で作ったわけでもないのに。

　なのに、いい気になって、千ち鶴づるに上から目線であれこれと語ってしまった。

　千ち鶴づるの言葉で気づかされた。

　俺おれは周りに恵めぐまれていただけだ。

　俺おれは、自分から、清きよ盛もりに声をかけて、友達になってほしいと言ったか。清きよ盛もりのことを、自分からもっとちゃんと知ろうとしたか。

　白しら川かわが、俺おれに話しかけてきてくれるのを、当たり前のことだと思っていなかったか。

　夏なつ希きが、いつも笑え顔がおで俺おれのそばにいてくれたことを、ずっと、当然のことだと思っていなかったか。

　そして、なにより千ち鶴づるに対して。

　大好きなキラプリを通じて出会えたあいつのことを、ちゃんと見ていたか。

「うぅ……」

　両手で顔を覆おおう。

「どうしたらいいんだ、俺おれ……」

　時間を巻まき戻もどせるなら、巻まき戻もどしたい。巻まき戻もどして、ちゃんと伝えたい。自分から、自分の気持ちを、あいつらに。もっと早く千ち鶴づるの気持ちに気づけていれば、あいつを傷つけることもなかった。胸がしめつけられる。苦しい。

「ねぇ」

「……」

「芹せり菜なが良いいモノ見せたげる」

　芹せり菜なは「んしょ」とつぶやき、肩かたから斜ななめに下げていたポーチを開けると、キラキラのラメの入った表紙のカードファイルを取り出し、

「これ見て」

「……？」

　俺おれの顔の前でパカンと開いた。

「芹せり菜なのファンの子たちと交こう換かんしたフレチケ入ってるんだ！　１０００枚くらいあるよ☆」

「おまえ……いったいなにが言いたいんだよ……」

　芹せり菜なのやっていることの意図がわからず、頭を上げると、

「アイドルやってるとね、さっきみたいに、いっぱい頼たのまれるんだ、フレチケ交こう換かん」

「……だろうな」

「でもさ、それって、芹せり菜なと交こう換かんしたいんじゃなくて、アイドルの芹せり菜なと交こう換かんしたいんだよね」

　ずしり、とした言葉だった。

　目を背そむけたくなるような辛しん辣らつな言葉を自分の口から吐はき出だした芹せり菜なは、それでも、笑えみを絶やさず、困ったように微笑ほほえみ、

「もちろんね、そんな人ばかりじゃないことも知ってるし、ファンは大好きだよ☆　……でもね、やっぱどっかで、壁かべ、作られてるし、自分でもたぶん、作っちゃってるんだと思う。だから、自分からフレチケ交こう換かんしよう、って、切り出したことないんだよね」

　ほらこれ、と言って、芹せり菜なは、紐ひもで首からかけているマイカードを俺おれに見せてきた。

「……」

　マイカードの表面には、なにも貼はっていなかった。

「最初の一枚は、本当に大切な友達のフレチケ貼はろうって、稼か働どう初しよ期きからずっと決めてて。そーゆーこと考えてたら、なんか、どんどん貼はりづらくなって……友達ってなんだろう、とか、考えだしたりして」

「……」

「だから芹せり菜なも……フレチケ交こう換かん会かい場じようで怒おこって帰っちゃったチビの気持ち、なんかわかりみがあるっていうか……」

「……だよな……」

　いまさらながら、よく、わかる。

　俺おれは、千ち鶴づると、フレチケを、軽い気持ちで交こう換かんしたわけじゃない。

　本当に、こいつとなら、してもいい──いや、したい、と心の底から思えたから、俺おれから勇気を出して切り出した。

　だから、千ち鶴づるが俺おれと交こう換かんしてくれたとき、本当に、泣きそうなほど嬉うれしかった。

　そんなかけがえのないあいつのことを、ないがしろにしてしまった。

「でもさぁ、あのチビも、あんたの気持ち、わかってるんじゃないかなぁ」

「……？」

「友達を作らせてあげたいっていう、あんたの気持ち。その気持ちも、もちろん嬉しいんだけど、それでも『私の気持ちをわかって！』って感じで、もどかしくなっちゃったんだよ、たぶん」

「……」

「まあ、芹せり菜なにも怒らせちゃった理由があるっていうか……」

「……？　いや、おまえはべつになにもしてないだろ」

「……あー、これはチビも怒るわー」

　芹せり菜なは苦笑いを浮かべ、

「むかつくから、あのチビにはぜったい言わないでね」

　芹せり菜なは恥はずかしそうに言うと、俺おれににじり寄り、

「芹せり菜なさ、あんたたちのこと、ほんとうらやましいんだ」

「うらやましい？」

「だって、すごくない？　『きらめきアイドル』と『れじぇんどアイドル』の二人がこんなところで出会うなんて、すっごい奇き跡せきじゃん！」

「……ああ。そうだよな。……本当に、そう思う」

　芹せり菜なはブーツをはいた足を伸のばして「はふぅー」とため息をつくと、夕暮れの空を見上げ、

「芹せり菜な、お仕事ちょー忙いそがしいし、友達って呼べる人もいないもん」

「……」

　ああ、そうか。

　ようやくわかった。

　芹せり菜なは、本気でキラプリをやっている千ち鶴づるや俺おれを見つけて、自分と似たものを感じて、たぶん、すごく嬉うれしくなったんだろう。だから、今日の遊園地で、ずっと俺おれたちのあとをついてきてたんだ。こうやって俺おれに話しかけたのも、ひょっとしたら、そういう気持ちの延長なのかもしれない。

「芹せり菜なね、こないだのクリスマスイベントも、協力プレイ、できなかったんだ」

　芹せり菜なはきれいにデコレーションされた小さな爪つめの先を夕ゆう陽ひにかざしながら、

「一人で頑がん張ばってみたけど、サンタコーデ、結局ゲットできなかったし。あれ、くやしみすごかったなぁ」

　芹せり菜なはぶらぶらさせたブーツの先を見つめ、

「今回もね、アリスコーデ欲ほしかったんだけど……キャンペーンガールだからね。なれたのはもちろん嬉うれしいし。スタンプも五個集めたんだけど……アイドルだし、しょうがないよね」




　──芹せり菜なちゃんは、とっても思いやりのある子なんだよ♪




　會かい田ださんの言葉を思い出す。

　芹せり菜なは、単に、俺おれがキラプリが好きだからという理由だけで、話しかけたのではないかもしれない。

　現に、芹せり菜なは、自分だって悩なやんでいるのに、さっきからずっと、俺おれを慰なぐさめようとしている。

　見た目だけじゃ、わからない。

　そして、一見なんにも考えていないように見える芹せり菜なは、大人おとなでもできないような気づかいと優やさしさを持ち、アイドルという職業にしかわからない悩なやみを持ってて、そして、俺おれ達たちと同じように、友達作りの難しさに直面していたんだ。

「……おまえも、つらかったんだな」

「えー？　なにそれー」

「……なんとかしてやりてぇけど、俺おれにはなにも……」

　芹せり菜なは照れたように笑い、

「いいってー。その気持ちだけでうれしいよ。だって、芹せり菜なの悩なやみ聞いてくれたの、しょーごが初めてだもん」

　それにね、と芹せり菜なはつぶやき、

「アイドルはね、人を幸せにするのが仕事なんだ。だからね、人に悩なやんでる顔見せちゃいけなんだよ」

　そう言って、夕暮れの空を見上げる。

　明るい色のサイドポニーが夕ゆう陽ひに透すけて、ゆるく吹ふく冷たい風がその毛先を柔やわらかく揺ゆらす。

　幼さの強く残るその横顔には、芹せり菜なの言う『壁かべ』が、見えた気がした。

「……いいんじゃねえの、たまには。アイドルってこと忘れて、好きなことやったり、誰だれかに甘あまえても」

　こいつだって、アイドルの前に、ひとりの小学生なんだから。

「……しょーご」

　芹せり菜なはハッとして、

「も、もう、だいじょうぶだってー☆」

　照れくさそうに目の前の噴ふん水すいに視線を移し、

「でもさ、何かに一いつ生しよう懸けん命めいになる人って、それがどんな対象でも、いろいろとこじらせちゃうよね☆」

「……かもしれねぇな」

　芹せり菜なは昔を懐なつかしむような遠い目をして、メリーゴーランドに乗っている小さな少女たちを見つめ、

「まったくさー、ちっちゃい頃ころとかめっちゃ簡単だったのにね。○○ちゃーん！　あーそーぼー！　とか言って。友達作るのなんて、ほんとはすごく簡単なことなのかもね」




　──私から勇気を出して『お友達になってください』って夏なつ希きちゃんに言ったの。




　二日前、昼休みの教室で、白しら川かわの言っていた言葉を思い出す。

「……そうだな。昔は普ふ通つうにできてたことが、今はできないってのも、おかしな話だよな」

「うん。なんか、すなおになれないっていうか、遠まわりばっかりしちゃうんだよね」

「誕生日を重ねても、大人になってんのか、子どもになってんのか、わかんねぇな」

「……今は、どうやって、本当の気持ちを人に伝えればいいんだろうね……」

「……もどかしいな」

　冷えた両手をポケットに突つっ込こんで、

　ハッとした。

「ん？　どーしたの？」




　──自らの意思を、他人に最速で伝えることができるツールで候そうろう！




「ああ……そっか」

　さっきまで濁にごりきっていた思考が、一気にクリアになった。

　なんだ。

　今すぐできんじゃねーか。

「え、あんたどうしたの急に？」

　時間なんて巻まき戻もどす必要はない。

　俺おれ達たちが持っている、自分の気持ちを、最速で伝えるための手段。

「あるじゃねーか……ここに」

　なんでいつも持ち歩いていて、こんな近くにあったのに、気づかなかったんだろう。

　いや、そうじゃない。

　たぶん、俺おれは心の一番奥おくのほうで、この手段に、気づいていたはずだ。

　でも、やらずに済ませようとしていた。めんどくさがって、見て見ぬふりをしていた。

　それをやるのが、恥はずかしいから。

　かっこわるいから。

「……そう、だよな」

　芹せり菜なが、となりで俺おれをじっと見つめているのが視界の端はしに映っている。

　俺おれは、ポケットから、ゆっくりとスマホを取り出した。

「……」

　ＬＩＮＥを起動する。

　指が震ふるえる。

　口の中が乾かわく。

　壁かべを破れ。

　恥はずかしいとか、いまさら遅おそすぎる、なんて、考えるな。

　やれ。

「……」

『俺おれと』

　顔を真っ赤にしながら、震ふるえる指で、

『友達に』

　一文字一文字を、

『なって』

　刻むように、打つ。

　そして、

『ください』

　清きよ盛もりと白しら川かわと夏なつ希きのアカウントに、同時にメッセージを送った。

　いつのまに息を止めていたのか、声にならないような吐と息いきが、胸から一気に溢あふれ出でた。

　心臓がバクバクいっている。

　──やっと……できた。

「世話かけたな」

　俺おれは腰こしを上げて、ベンチから立ち上がる。

「べつにー」

　芹せり菜なは、少しだけさみしそうな笑え顔がおを浮うかべて、

「やるじゃん」

　そうつぶやいて、両手で握にぎっていたオレンジジュースの缶かんを開けると、一気に飲み干した。

「……緊張した」

　視線を手元に落とす。いまだに少し震ふるえている。

「頑がん張ばったね、しょーご☆　芹せり菜なママがよしよししてあげよっか？」

「いらねーよ。つーか小学生が自分のことママとか言ってんじゃねーよ」

「へへ☆　芹せり菜なも休きゆう憩けい上がりだからもう戻もどるね」

　芹せり菜なはそう言って、空になったオレンジジュースの空あき缶かんを「えい☆」と少し離はなれたゴミ箱に向かって投げた。

　夕ゆう陽ひが缶かんの表面をキラキラと反射する。缶かんは大きな弧こを描えがくと、気持ちのいい音を立てて、ゴミ箱に入った。

「芹せり菜な」

「なにー？」

　俺おれは振ふり返かえって、

「今度、おまえのライブ、観みにいくよ」

　芹せり菜なはちょっと驚おどろいた顔になったが、すぐに笑え顔がおになり、

「芹せり菜なのライブは倍率高いぞー☆　ちょー人気アイドルだからね☆」

　キャハ☆　と右目に横ピースを添そえた。ちょっとだけ、その笑え顔がおが、いつもよりもぎこちなく見えた。

　今日ここで、こいつと会話して、こいつが大勢の人に愛されている理由がわかった。

　アイドルとかじゃなくて、美み咲さきが丘おか芹せり菜なという人間として、こいつは魅み力りよく的てきなんだ。

　さすが、センター張ってるだけはある。會かい田ださんがべた褒ぼめしていた理由が今ならわかる。

「ありがとな、芹せり菜な」

「うん、じゃあね」

　俺おれは正面を向いて、駆かけ出だした。

　千ち鶴づるに会いに行こう。きっと、あいつはあそこにいる。

　探さずともわかる。

　だって、俺おれは、あいつの──
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「はぁ……はぁ……！」

　オープニングセレモニーが行われた芝しば生ふ広ひろ場ばに駆かけ戻もどると、周囲はすさまじい熱気に包まれていた。

　赤い夕ゆう陽ひに照らし出された巨きよ大だいなステージの中央には、普ふ段だんわくわくらんどで目にする筐きよう体たいより、一回り大きな筐きよう体たいが設置されている。

　ステージの右側で、司会の女性が白いテーブルクロスの敷しかれた長机に手をついて、マイクを握にぎり、興奮した顔で叫さけんでいる。

『限定エキストラハードのチャレンジ終しゆう了りようまで、いよいよ三十分を切りました！　いまだアリスコーデを手に入れたチームはいません！　さあ！　挑ちよう戦せんしたいチームはステージまで上がってきてください！』

　ステージのバックスクリーンには筐きよう体たいのリザルト画面が大きく映し出されている。

　ライブを終えたばかりであろう挑ちよう戦せん者しやの三人が、マイカードを手に、悔くやしそうな顔つきでステージを降りていく。

「はぁ……はぁ……」

　肩かたで荒あらく息を吐はきながら、広場全体を血ち眼まなこで見回す。キッコのコスプレをした若い女性、父親に肩かた車ぐるまされてはしゃぐ幼女、スマホをステージに向けて黄色い声を上げる女子中学生の集団、大声を出しながらアメリカンドッグを売り歩く髭ひげ面づらの男。

　いた。

　熱気で溢あふれかえる芝しば生ふ広ひろ場ばの、一番隅すみ、樹木に覆おおわれた東あずま屋や。

　暗く、鬱うつ蒼そうと茂しげる緑に囲まれたその一角にぽつんと設しつらえられた木のベンチに座すわって、じっとうつむいている、黒い服を着た少女。

　走った。

　周囲の人たちが驚おどろいた表情を浮うかべる。千ち鶴づるめがけて全速力で駆かける。

「千ち鶴づる！」

　俺おれの声に反応して、うつむいていた千ち鶴づるの小さな肩かたがピクン！　と揺ゆれる。

「……２位」

　ベンチに座すわっている千ち鶴づるの目の前で足を止め、

「はぁ……はぁ……」

　呼吸が整わない。何から話そう。

「……」

　顔を上げると、千ち鶴づるが、怪け訝げんそうに、眉まゆを寄せた。胸に抱だいていたカードファイルをリュックサックにしまい、小さな肩かたに背負うと、俺おれから逃にげるようにベンチから腰こしを上げようとして、

「待て、聞いてくれ」

　全部、正直に言おう。

「ごめん……千ち鶴づる、俺おれが間ま違ちがってた」

　頭を下げた拍ひよう子しに、髪かみから流れた汗あせが頰ほおを伝って芝しば生ふの上に落ちた。遠くの絶ぜつ叫きようマシンから乗客の叫さけび声ごえがかすかに耳に届く。

　乱れる呼吸を必死で整えながら、

「おまえのこと、ちゃんと見てなかった」

　ひざに手をついて、額に浮うかんだ汗あせを拭ぬぐい、

「おまえの気持ちとか、考えていることとか、見落としてて……自分ができていないことを、おまえにさせようとして……」

　頭を下げたまま、

「わかったんだ、俺おれ」

「……」

「自分が勇気を出したわけでもないのに、自分で、友達を作ったと勘かん違ちがいして……」

　自分で言っている言葉で、胸を抉えぐられる。

「なのに……俺おれは！」

　今日、自分が千ち鶴づるにとった無ぶ遠えん慮りよな言動が、頭の中でじわじわと蘇よみがえる。

　痛みを感じながら、言葉を紡つむぐ。

「せっかく楽しみにしてたイベント、台無しにして、ごめん。今度こそ、おまえを、見る」

　かけがえのない、同じ信念と情熱を持った、キラプリプレイヤーとして。

「だから」

　全部伝わらなくてもいい、

「俺おれと」

　これだけはきちんと千ち鶴づるに言おう、そう決めてここまで必死に胸に抱いだいてきた言葉を、口にした。

「俺おれと、もう一度、キラプリ、やってくれ」

　目を閉じて、頭を下げたまま、俺おれは、右手を千ち鶴づるに差し出した。

　長い沈ちん黙もくがあった。





『〈みゆ〉ちゃんは、わたしのさいこうのおともだちだよ！』






　キッコの声が、耳に届いた。

「千ち鶴づる……」

　少しだけ目線を上げる。ベンチに座すわっている千ち鶴づるの小さな黒くろ革かわの靴くつ、黒いストッキングに包まれた細いすね、スカート越ごしの小さなひざが視界に映る。

　そして、その小さなひざの上で、千ち鶴づるの手が、マジカルマイクを握にぎりしめ、俺おれのフレチケを貼はったマイカードをスキャンしていた。

「おまえ、それ……どうして……」

　マジカルマイクに、雫しずくが一ひと粒つぶ、滴したたった。

　千ち鶴づるが、小さな手でマジカルマイクを握にぎったまま、ベンチからゆっくり腰こしを上げる。

　一歩、また一歩、と、千ち鶴づるが俺おれに近づいてくる。

「……あげる……」

　千ち鶴づるが、幼い顔を涙なみだでくしゃくしゃにして、俺おれの顔に、マジカルマイクを差し出した。

「……しょうごに、あげる……」

「おまえ、それ……どこで……」

　頭が混乱する。これは、俺おれと千ち鶴づるがずっと欲ほしがっていた、小こ倉くらで売り切れになっていた、マジカルマイクだ。

「……とってきた……」

　ぽろぽろと涙なみだを流す千ち鶴づるの幼い顔を見つめながら、俺おれはうまく機能しなくなっている頭を必死に動かし、

「とってきた、って……ひょっとして、おまえ、あの射的の出店でか？」

　だってあれ、絶対に取れないはずじゃ……。

　俺おれがそう言いかけると、千ち鶴づるは小さな両手でマジカルマイクを俺おれに差し出したまま、しゃくりあげながら、

「……ずっと、やってたら、お店の人が、くれた……『もういいから持ってけ』って……」

「……」

「あげる……」

「……」

「しょうごに、あげる……」

　そうか……。

　きっと、千ち鶴づるは、あの射的のお店で、何度も何度も、絶対に倒たおれない景品めがけて、おもちゃのライフルの弾たまを必死に当て続けたのだろう。顔を真っ赤にしながら、一いつ生しよう懸けん命めい、何度も何度も。そして、根負けした店主に貰もらったその景品を、千ち鶴づるは、あんなに欲ほしがっていたマジカルマイクを、俺おれにあげる、と言っている。

「千ち鶴づる……」

　感謝や、戸と惑まどいや、申し訳なさなど、様々なものが入り混じった、これまで生きてきて、初めて味わう感情に体が翻ほん弄ろうされていると、千ち鶴づるはさらに一歩俺おれに近づいて、俺おれの上着のポケットに、マジカルマイクをそっと入れた。

　そして、差し出されたままになっていた俺おれの右手を、両手で、ぎゅ、と握にぎってきた。

　あたたかかった。

「……ごめんね……」

　千ち鶴づるの服の胸むな元もとに施ほどこされた繊せん細さいなレースに、水すい滴てきが滴したたっていく。

　幼い顔をくしゃくしゃにして、うつむいたまま、大おお粒つぶの涙なみだを流しながら、

「ごめんね、しょうご……あんな、ひどいこと、いって……」

　瞳ひとみから溢あふれ出だす涙なみだが頰ほおを伝って小さなあごから落ちて、小さな黒くろ革かわの靴くつを、ぽつ、ぽつ、と滲にじませる。

「しょうご、わたしのために、あんなにがんばってくれたのに……いっぱいきずつけて……あんなこと、いうつもりじゃなかったのに……」

「千ち鶴づる……」

　歪ゆがんだ小さな唇くちびるから、悔くやしそうに、

「なんで、わたし、いつも、あんなこと、いっちゃうんだろう……」

　潤うるんだ瞳ひとみから、たくさんの涙なみだが溢あふれ出だしていく。

「ほんとは……しょうごに、あんなこと、いうつもりじゃなかったのに……」

　千ち鶴づるは頰ほおに流れる涙なみだを小さな手でぬぐい、

「もう一度なんて、いわないで……」

　ひっく、ひっくとしゃくりあげながら、

「これからも、ずっと、わたしと、いっしょに、キラプリ、やって……」

　俺おれは、握にぎられていた千ち鶴づるの小さな手を、強く引き寄せた。

　気づいたら──そうしていた。

　引き寄せられた千ち鶴づるの小さな鼻が、俺おれの服に触ふれる。

　千ち鶴づるは俺おれのみぞおちに、顔を埋うめて、声を上げて泣きだした。

　千ち鶴づるの涙なみだが、鼻水が、俺おれの服を湿しめらせていく。

「……さみしかったよぉ……」

　俺おれのみぞおちに顔を埋うめたまま、赤子のようなうめき声を漏もらし、

「ごめんね……しょうご……」

　周囲から音が消える。胸に触ふれる千ち鶴づるのあたたかさだけを感じる。

「しょうごに、ひどいこと、いって、ばっかりで……」

「いいって」

　千ち鶴づるは、不器用で、本当は心の優やさしい奴やつだということを、知っている。

　無愛想な態度や辛しん辣らつな言葉は、本当はさみしがり屋で、泣き虫な自分を必死に守るための、盾たてなんだ。
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　その盾たては、自らの置かれた環かん境きようのせいで、いつのまにかつくりあげたのかもしれない。

　強い千ち鶴づると、弱い千ち鶴づる。

　どちらもあわせて、千ち鶴づるの『素す』なのだ。

　全部ひっくるめて、千ち鶴づるという少女と、これからは、もっと、きちんと、向き合っていこう。

　みぞおちに宿るあたたかさを感じながら、強く思った。

「ごめんな、千ち鶴づる。来るの遅おそくなって」

　千ち鶴づるはぶんぶんと首を振ふる。

「おまえ、あんなに遊園地、楽しみにしてたのに……もう、限定モードにチャレンジできる時間、ほとんど残ってなくて……」

　千ち鶴づるは、イベントの数日前から、あんなにも、ここに遊びに来ることを楽しみにしてたのに。絶対にアリスコーデを手に入れると息巻いていたのに。

　でも、いまからどうやって、三人チームを組んでくれる人を探せばいいのか。

　しばらくの間、深い緑に覆おおわれて、取り返しがつかない間ま違ちがいをしてしまった後こう悔かいに苛さいなまれていると──俺おれのみぞおちで泣き声を上げていた千ち鶴づるが、かすれるような、小さな声を漏もらした。

「……しょうご」

「なんだ」

「……ひとつだけ、わがままいっていい……？」

　涙なみだを溜ためた瞳ひとみで、千ち鶴づるがためらいがちに、俺おれを上うわ目め遣づかいで見つめる。

「ああ」

「……あの……」

　千ち鶴づるは、小さな声で、

「……おねがいが、あるの……」

「……お願い？」

　千ち鶴づるは、俺おれのみぞおちに顔を埋うめたまま、少し離はなれた先にあるなにかに視線を向けた。

　千ち鶴づるの視線の先を目で追う。

　熱気で溢あふれ返かえっている、観客席、そして。

　キラプリステージ。

　そのステージに鎮ちん座ざしている、三人プレイ用の筐きよう体たい。

　そして、ステージの右側にある、長机。

「……ああ」

　力強く頷うなずく。

　スタンプなら、俺おれも千ち鶴づるも五つ、集めている。

『あいつ』も、五つ集めている。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　もう、間ま違ちがえない。

　ステージへ向けて、一歩、足を踏ふみ出だした。

　俺おれ達たちが協力プレイしたい相手は、あいつしかいない。

「芹せり菜なぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーー！」

　俺おれは、ステージに向かって、ありったけの大きな声で叫さけんだ。

『ふぇっ!?』

　大声で名前を呼ばれ、司会者と一いつ緒しよに長机に座すわっていた芹せり菜ながビクン！　と小さな体を震ふるわせたのが遠目に見えた。観客席に座すわっていた人々が、広場の隅すみの東あずま屋やにいる俺おれを振ふり返かえる。

『な、なに？　どうしたのあんたたちっ？　芹せり菜ないまお仕事中なんだけどっ!?』

　広場の隅すみにいる俺おれと千ち鶴づるに気づいた芹せり菜なは、驚おどろきと戸と惑まどいが混じった視線をこちらに送る。

「いくぞ、千ち鶴づる」

「……うん」

　千ち鶴づるが俺おれの服のすそを強くつかむ。

　俺おれは深呼吸をして、ステージへ向けて、さらにもう一歩、足を踏ふみ出だす。

「芹せり菜なぁぁ！　俺おれ達たちと一いつ緒しよに！　三人チーム組んでくれ！」

『え……？』

　俺おれは足を止めずに、ステージへ近づいていく。

「ちょっとあんた！　芹せり菜な様になに言ってんの!?」「芹せり菜な様は私たちのアイドルなのよ！」「気安く話しかけないで！」

　観客席にいる芹せり菜なのファン達たちが、ステージへ向かって真っすぐに歩いていく俺おれに鋭するどい罵ば声せいを飛ばしてくる。

『そ、そうだよ……無理だよ、芹せり菜な、アイドルだよ？』

　芹せり菜なは罵ば声せいが飛とび交かう観客席を見つめながら、困ったような笑えみを浮うかべる。うつむき、ミニスカートのすそをぎゅっとつかむ。何かを必死に我が慢まんするように、唇くちびるをきつく引き結ぶ。

　うるせーよ。そんなの、俺おれ達たちには関係ねぇだろ。

　俺おれがおまえの『壁かべ』を、ぶっ壊こわしてやる。

「ちげぇよ」

　芹せり菜なのいるステージへ近づきながら、

「俺おれはアイドルとしてのおまえを誘さそってるんじゃないんだ」

『……どういう、こと？』

　俺おれは芹せり菜なに、自分の声がちゃんと届くように、ステージの目の前まで歩み寄る。俺おれの服をつかんだ千ち鶴づるが同じ歩ほ幅はばでついてくる。

「俺おれは」

　そして、ステージの真下まで来て、一度深呼吸をして。芹せり菜なを見上げて、言った。

「キラプリプレイヤーの美み咲さきが丘おか芹せり菜なとして誘さそってんだよ」

『っ！』

　うつむいていた芹せり菜なが、ハッと顔を上げた。

「おまえ、ずっと欲ほしかったんだろ。ゲットしようぜ、アリスコーデ。俺おれたちと一いつ緒しよに」

　千ち鶴づるが、俺おれの服のすそを強く握にぎりしめる。

『……』

　芹せり菜なの見開かれた瞳ひとみが、水気を溜ためて、じわじわと潤うるんでいく。

　そして、小さな手で、ぐしっ、と涙なみだをぬぐい、

『うん！』

　歳とし相そう応おうの子どもがするような、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべた。

『あ、あの、芹せり菜なちゃん、キャンペーンガールのお仕事が……』

　芹せり菜なをとなりから見つめる司会のお姉さんが、おろおろした表情を浮うかべる。

　俺おれはそれに笑えみを浮うかべて、

「大だい丈じよう夫ぶですよ、だってこいつ、スタンプ五個集めているし。なあ芹せり菜な」

『もちろん！』

　芹せり菜なは肩から下げているカラフルなポーチから、キラキラのラメの入ったカードファイルと一いつ緒しよに、赤いスタンプが五つ押おされたスタンプカードを取り出した。

「……キラプリのテーマは、『みーんなふれんず♪』だから……」

　千ち鶴づるが司会のお姉さんに小さな声でそう言うと、

『……』

　眉まゆを寄せていたお姉さんの表情がみるみるうちに明るくなり、そして、

『はい！　なにも問題ありません♪　それでは、ステージへどうぞ♪』

　笑え顔がおで、俺おれと千ち鶴づるに手を差さし伸のべた。

「芹せり菜な！　今からそっち行くからな！」

『うん！』

　その瞬しゆん間かん、芹せり菜なは司会者席から立ち上がると、ミニスカートのすそをはためかせながら、ステージの前方へと駆かけ出だした。前方に備え付けられたマイクスタンドに飛びついて、

『ファンのみんなー☆　これから三人ユニットで、サイッコーにめちゃカワなライブ見せちゃうよー☆』

　そして、芹せり菜なはこれまで俺おれが見たこともない、とびっきりの笑え顔がおで、観客席に向けて元気いっぱいに叫さけんだ。

　その声に、会場中が、沸わき立たった。

　俺おれと千ち鶴づるがステージへと続く小さな階段を登ると、

「ありがとしょーご☆　芹せり菜なのこと、チームに誘さそってくれて！」

　芹せり菜なが瞳ひとみに涙なみだを浮うかべながら、笑え顔がおで駆かけ寄よって来る。

「お礼なら千ち鶴づるに言ってくれ」

「え、ちび？」

　芹せり菜なは、俺おれのとなりでむっつりした顔で視線をそらしている千ち鶴づるに、子犬のように抱だきついた。

「きゃっ!?　ちょ、ちょっと、なにするのよトンボ!?」

「ありがと、ちび☆」

「……べつに」

「それと、連打アトラクションのとき、カレシのしょーごのこと取っちゃってごめんね☆」

「……彼かれ氏しじゃない、２位だから」

「にい？　なにそれ？」

　芹せり菜なが可愛かわいらしく首をかしげると、

「では、こちらがスタンプ特典の【チロルワンピース】です♪」

　お姉さんはステージに上がった俺おれ達たちに【チロルワンピース】を差し出した。俺おれ達たちはスタンプカードを渡わたして、それを受け取る。お姉さんは芹せり菜なにカードを渡わたすとき、耳元で「よかったね、芹せり菜なちゃん」と優やさしくささやいた。芹せり菜なは笑え顔がおで「うん！」と答えた。

「さあ、これで三人組ができたぞ」

　筐きよう体たいの前に立った俺おれは、その特とく殊しゆなフォルムを見つめて、息を吞のむ。

「これがイベント限定筐きよう体たいか……」

　通常の筐きよう体たいよりも一回り大きい。画面の幅はばはおよそ一・五倍。コントロールパネルには、カードのＱＲコードの読み取り口と合わせて、見慣れた赤、青、緑の三色のボタンが、左右、そして中央に、計三か所、配置されている。

「そうです♪　現在開発中の、三人協力プレイを可能にする筐きよう体たいです♪　テストプレイも兼かねて、今回のイベントに導入されたんです♪」

「なるほど……」

　司会のお姉さんの説明を聞き、驚きよう愕がくと興奮が入り混じった感情が胸に込こみ上あげてくる。

「……見ているだけでゾクゾクするな」

「ふふ……腕うでがなるわね」

「はやく芹せり菜なもさわってみたーい☆」

「それでは、三人のチーム名を教えてください♪　実じつ況きようのときに使用しますので♪」

「なるほど……おい、千ち鶴づる、なんか付けたい名前あるか？」

「え、えっと……」

「じゃあ☆　芹せり菜なとファンの仲間たちにしよー☆」

「絶対嫌いやよ。千ち鶴づるとその下げ僕ぼく達たちはどう？」

「どっちもイヤだっつーの」

　すると、芹せり菜なが「じゃあ！」と笑え顔がおで、

「せみちーず！」

「「は？」」

「〈せりな〉の『せ』に、〈みゆ〉の『み』に、〈ちづる〉の『ち』で、せみちーず！」

「あなた、いい加減にしなさいよ」

　千ち鶴づるは腕うでを組んで芹せり菜なをにらむ。たしかにな、なんだよせみちーずって。

「なぜ私の名前が最後なの？　そこは『ちせみーず』でしょう」

「いや、そこかよ」

「せみちーず！」

「ちせみーず！」

「ぐぬぬっ……！」

「うぅぅぅ……！」

「もう決めるぞ！　すみません、『せみちーず』でお願いします」

「かしこまりました♪」

「ちょっと、２位！」

「わーい、　やったー☆」

　芹せり菜なが両手を上げて喜ぶ。千ち鶴づるはまだ不服そうだ。名前なんてなんでもいいよ、その本質は変わらないのだから。

「では、せみちーずさん、センターを決めてください♪」

「当然私……といいたいところだけど、２位、今日はあなたに譲ゆずってあげるわ」

　そう言って大人びた表情を浮うかべて髪かみをかきあげると、「わ、私のお願いきいてくれたし……」と恥はずかしそうにつぶやく。

「芹せり菜なもいつもセンターで踊おどってるから、今日くらいはゆずってあげるよ☆」

「そうか……ありがとよ」

　俺おれは筐きよう体たいの前に三つ並んだ椅い子すの、真ん中の椅い子すに腰こしを下ろし、赤いボタンを押おした。


『キラプリ♪　はっじまっるよ～♪』



　筐きよう体たいのスピーカーから、キッコの元気な声が流れる。

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、体が急激に熱くなっていく。ポケットからマイカードを取り出し、筐きよう体たいにスキャン。集中力が針の先のように研とぎ澄すまされていく。

「いっしょにあそぶおともだちふたりも、じゅんばんに百円玉を入れてね♪」という音声と同時に、左右の椅い子すに座すわった千ち鶴づると芹せり菜なが筐きよう体たいに順番に百円玉を投入して、マイカードをスキャンする。

「せいぜい足を引っ張らないことね、乳牛」

「チビこそ、こんなに大勢のお客さんに見られてるからって、緊きん張ちようすんなよー☆」

　幅はばの広い画面には、見慣れた楽屋が表示され、まずは〈みゆ〉が登場する。

「今日は筐きよう体たいにぜんぜん触さわってなかったからな。いい加減ライブしたくて体がうずうずしてたところだ」

　叫さけび出だしたくなるような興奮が体中を駆かけ巡めぐる。

「……血が、滾たぎるわね」

　続いて画面に〈ちづる〉が登場し、千ち鶴づるはその瞳ひとみに炎ほのおのような闘とう志しを滲にじませてニヤリと笑う。

「うわ、あんたたちの目、やばー☆」

「おまえもけっこうやばいけどな」

　最後に〈せりな〉が登場すると、興奮しすぎた芹せり菜なの瞳ひとみにはキラキラと輝かがやく星が浮うかんでいるようにすら見えた。


『今日のライブは、新曲の『キラキラ☆サマーバケーション』だよ♪』



　通常の筐きよう体たいで用意されている楽がつ曲きよく選せん択たく画が面めんがショートカットされ、難易度もエキストラハードに固定される。

　そして、画面上部に表示された突とつ破ぱ規き定ていスコア値は『６００００』とある。

「突とつ破ぱできんのかよこれ……」

　長期間一つのリズムゲームをプレイしていると、初見の曲でもある程度目と指がノーツの動きに対応できる。が、未知の三人同時プレイであり、かつエキストラハードだ。無事完走できるかどうかも疑わしい。

「できるかじゃないでしょ、２位」

「……ああ、そうだな」

「くぅぅー！　ワクワクするぅ～☆」

『会場の皆みなさん！　コーデタイムです！』

　司会者席で、お姉さんが勢いよく声を上げる。筐きよう体たいの画面を映し出しているバックスクリーンを見つめていた観客たちが一いつ斉せいに沸わき立たつ。〈ちづる〉〈みゆ〉〈せりな〉の三人が広々とした試着室に並び立ち、笑え顔がおでハイタッチを交かわす。

「うぉぉ……！　一つの画面に三人のアイドルが……！」

「感動的なほど、きらびやかな光景ね……！」

「よーし、まずは芹せり菜なから！　とっておきのポップコーデ、見せつけちゃうぞー☆」

『出ました！　芹せり菜なちゃんの奇き想そう天てん外がいなポップコーデです！』

　芹せり菜ながコーデを施ほどこし始めた途と端たん、筐きよう体たい画が面めんを映し出している巨きよ大だいスクリーンを見つめる観客達たちから大きな歓かん声せいが上がる。

　画面の中でコーデを施ほどこされていく〈せりな〉を息を吞のんで見つめる。狂くるったようなデザインのアイテムを組み合わせて、〈せりな〉がとてつもない美少女に仕立て上げられていく。

「さ……次は私の〈ちづる〉の番ね」

〈せりな〉のコーデが完かん了りようした後、千ち鶴づるが静かに、分厚いカードファイルからアイテムカードを取り出す。

『お次は〈ちづる〉ちゃん、お、おおっと！　なな、なんとミックスコーデだ！　上級者でもなかなか手を出さない、高度なテクニックが画面の中で炸さく裂れつしております！』

　千ち鶴づるがアイテムカードをスキャンするたびに、会場に押おし寄よせていた千ち鶴づると同い年くらいの少女達たちが驚きよう愕がくの声を上げる。

「よし、最後は、俺おれの〈みゆ〉だ」

〈ちづる〉のコーデが完了し、カードファイルからアイテムカードを取り出す。

『さあ、いよいよセンターの〈みゆ〉ちゃんのコーデです！　……え？　えーと……これは……ノーマル、コーデ……？』

〈みゆ〉にコーデを施ほどこしていくと、観客席から、俺おれの行動を不思議がる声や、あざける声が上がる。

「ちょ、あんた、なんでノーマルコーデなんてやってんの!?　コーデポイントぜんぜん入んないじゃん！」

「なんでかって……？」

　俺おれは、右みぎ隣どなりで目を丸くする芹せり菜なに──そしてざわめく会場に向けて、満を持して言い放った。

「これが〈みゆ〉に一番似合うコーデだからだ」

　芹せり菜なが驚きよう愕がくに彩いろどられた瞳ひとみで俺おれを見つめていたが、しだいに笑え顔がおになった。

「しょーご、あんた、ほんとにキラプリ好きなんだね☆」

「……あいかわらず、効率のわるいコーデをするわね」

「ああ、これが『俺おれ』だからな」

　千ち鶴づるが目を閉じ、微笑ほほえんだ。

『さあ、〈せりな〉ちゃん、〈ちづる〉ちゃん、〈みゆ〉ちゃんのコーデが完かん了りようし、いよいよライブに突とつ入にゆうします！』

　筐きよう体たいの画面とバックスクリーンには、〈みゆ〉を真ん中にして、左右に〈ちづる〉と〈せりな〉が並んで密林の中を歩いている。頭上に覆おおい茂しげる植物、猛もう禽きん類るいのけたたましい鳴き声が周囲を包む。しばらく進むと、視界が開け、そこには──突つき抜ぬけるように青い空、目に鮮あざやかな青い海、白い砂すな浜はま、極ごく彩さい色しきの花々で彩いろどられたステージ、そして大勢の観客たちが沸わき立たっていた。

「よし、いくぞ」

　三人のアイドルが広大な海を背景にしたステージに登とう壇だんすると、バックバンドの巨きよ漢かんのドラマーがバスドラムにサンバキックをぶちかまし、抜ぬけの良いいスネアの高音が青い空に鳴なり響ひびく。思わず踊おどり出だしたくなるようなリズムを合図に──

『さあ！　灼しやく熱ねつの南の島のライブがスタートしました！』

「来たぞ……！」

「わわわっ!?」

「っ……！」

　直後、青空の彼方かなたから、三つ色しき彩さいが飛来する。三人のアイドルの頭上に浮うかぶ三つのターゲットマークに、信じられないほどの速度で、目も眩くらむほどの大量のノーツが一いつ斉せいに降り注ぐ。

「や、やばみがすごいんですケド!?」

「慌あわてるな、しっかりと画面を見て……って、マジかよ!?」

　ノーツの襲しゆう来らいと同時に、〈みゆ〉たちが踊おどるステージに『ミラクルアレンジタイム！』の七色の文字が躍おどる。筐きよう体たいのスピーカーから『ゴキゲンなリズムをきめちゃおう！』とキッコの音声が流れた。

『おーっと！　せみちーず、ここで早さつ速そく『ミラクルアレンジタイム』に突とつ入にゆうしました！』

「そ、速そつ攻こうでアレンジセクション、だと……!?」

　額に汗あせが浮うかぶ。さすが今日一日限りの限定エキストラハード、予測がまったくつかない。

「芹せり菜な、絶対に焦あせるなよ、一度深呼吸して、」

　うろたえているであろう芹せり菜なを落ち着かせようと、右みぎ隣どなりを見た瞬しゆん間かん、

「はっ……!?　お、おい芹せり菜な！　おまえ、その手の形……なんだそれ!?」

「いっくぞー☆」

　いつのまにか芹せり菜なは椅い子すから立ち上がっていた。ミニスカートを翻ひるがえし、舌なめずりをして画面を見つめる芹せり菜なの右手、ピストルのように構えたその指は、『ミラクルアレンジタイム』に突とつ入にゆうした瞬しゆん間かん──

「うりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃ！」

　小さな親指の側面で赤ボタン、人差し指で青ボタン、小さな掌しよう底ていで緑のボタンを凄すさまじい速度で叩たたきつけていく。

「あ、あなた、その運指……！」

　俺おれが呆あつ気けに取とられていると、左ひだり隣どなりで、千ち鶴づるが驚きよう愕がくに目を見開いて、

「スザーノ奏法……！」

「「え？　なにそれ？」」

　俺おれと芹せり菜ながボタンを押おしながら同時に千ち鶴づるに尋たずねる。てか芹せり菜な、なんでやってる本人も聞いてんの？

「……ザ・ポリス、レッド・ツェッペリン、キング・クリムゾンなどに影えい響きようを受けた、ブラジル出身の天才パーカッショニスト、マルコス・スザーノが創始した、伝説のパンデイロ奏法よ……！」

「ど、どうでもいいけど千ち鶴づる、おまえいろんなことに詳くわしいのな……」

　一いつ本ぽん拳けんの知識といい、小学生なのに博学な奴やつだな……。

「あの独特なリズムの秘密はそれだったのね……！　芹せり菜な、あなたその技術を、一体、どこで身につけたの？」

　芹せり菜なはボタンに軽快なリズムを叩たたきつけながら、

「え？　うーんと、なんかね、キラプリやってて『どうやったらもっとノリノリなリズム出せるかなぁ』って指を動かしてたら、いつのまにかこうなったんだよねー☆」

「自然に身につけるなんて……お、恐おそろしい子ね……」

「芹せり菜な、つーかおまえ、仕事で忙いそがしいのに、いつの間にアレンジの特訓してたんだ？」

「たしかに、『ミラクルアレンジタイム』が実装されたのは三日前のはずよ」

「え？　芹せり菜な、このセクションが導入される前から、アレンジプレイやってたよ？」

「「え……？」」

　俺おれと千ち鶴づるはボタンを押しながら絶句する。

「な、なぜ、あなた、そんな無む駄だなことを」

「だって、決められたボタンだけ押おすなんて、つまんないじゃん☆　どうせだったら、自分の好きなリズムを、たくさん押おしたほうが楽しいもん！」

「……芹せり菜な、おまえほんとフリーダムだな……」

「ふふーん！　ぼーっとしてていーの？　あんたやチビよりも、芹せり菜なの〈せりな〉、高得点出してるよー☆」

「っ……！　見てなさい……！」

　千ち鶴づるは小さな指を動かし、凄すさまじい速度で流れるノーツとノーツの間に、オリジナルのリズムを打うち込こんでいく。

　が、鉄てつ壁ぺきのリズム感があるからこそ、そこからはみ出すことを本能的に忌き避ひしてしまうのか、芹せり菜なのようなアグレッシブなプレイができず、画面上では〈ちづる〉が尻しりもちをつき、目を×バツテンにしている。

「ぷぷーっ☆　ださみがすごーい☆」

「お、おい芹せり菜な、ちゃんと協力しろよ」

「っ……！」

『さあ、『ミラクルアレンジタイム』を抜ぬけました！』

　実じつ況きようの声が会場に響ひびき渡わたった瞬しゆん間かん、筐きよう体たいの画面に、青い海に風を受けて走る大きな帆はん船せんが映った。帆はん船せんのデッキには〈みゆ〉、〈ちづる〉、〈せりな〉がむくつけき海の男たちを相手に、華か麗れいなダンスを披ひ露ろうする。

　そして、南海を泳ぐ魚達たちが飛とび跳はねるのに合わせて、海面から飛び出した三色のノーツが〈みゆ〉達たちに襲しゆう来らいする。

「やったー！　なんかノーツの数がさっきよりも減ったじゃーん☆　……って、あ、あれれっ？　なんで!?　ナイス判定ばっかりになるよ!?」

　芹せり菜ながボタンを押おしながら目を白黒させる。俺おれと千ち鶴づるにはよく見覚えがある。

『おーっと、出ました！　昨年のクリスマスイベントで導入された、厳しい判はん定てい幅はばがさらに激げき狭せまになる、その名も『グレイヴ・エンハンスセクション』です！』

「ふん、カラフル乳牛。普ふ段だんからノリと勢いだけでプレイして、グレイト判定ばかり取っているあなたには、このセクションはさぞつらいでしょうね」

　千ち鶴づるがボタンを押おしながらニヤリと笑う。こいつ、さっきのアレンジプレイで芹せり菜なにバカにされたことの鬱うつ憤ぷんを晴らそうとしてるな……。

「きー！　芹せり菜なをバカにしないでよ！　もー！　ぜんぜんパーフェクトにならないじゃん！　やりかた教えてよ！」

「ひみつ」

「ちび！　ぺったんこ！」

「のっぽ！　ぽっぷばか！」

「おい、おまえらケンカしてないで、仲良くしろよ、みんなで協力しないとクリアできないぞ！」

「うっ……」

「くぬぬ……」

「おまえらいいか、ちゃんと聞けよ」

　俺おれは、左右の二人に、ボタンを押おしながら、

「千ち鶴づる、おまえのいいところは、どんなときでも揺ゆるがない、正確無比なリズムキープ力だろ」

「ぅぅ……」

「芹せり菜な、おまえのいいところは、自じ由ゆう奔ほん放ぽうで、みんなを楽しませるノリと勢いだろ」

「……そうだけど」

「なら二人で力を合わせるんだ！　おまえらのいいところが合わされば、もはや最強なんだよ！」

『さあ！　『グレイヴ・エンハンスセクションを抜ぬけました！』

〈みゆ〉〈ちづる〉〈せりな〉を乗せた巨きよ大だい帆はん船せんは、南国の花々が咲さき誇ほこる小さな島に着岸した。三人はタラップを伝って砂すな浜はまに降りると、観客たちの歓かん声せいを浴びながら、ヤシの木で組み上げられたステージに飛び移る。燦さん々さんと照りつける太陽と入道雲が湧わき上あがる青空には『ミラクルアレンジタイム！』の七色の文字が躍おどり、筐きよう体たいからは『ゴキゲンなリズムをきめちゃおう♪』とキッコの音声が流れる。

『さあ！　二回目の『ミラクルアレンジタイム』です！』

「マジかよ……！　セクションの流れが全然読めねぇな……！」

『現在のスコアは３７８００！　このままでは６００００まで届きません！』

　俺おれが狼ろう狽ばいしていると、左右に座すわる二人がニヤリと笑い、

「しょーがないなー☆　芹せり菜なアイドルだから、一度だけ手を貸しちゃおっかな☆」

「……しょうがないから、私も一度だけ教えをこわせてもらうわ」

　二人が俺おれを挟はさんで見つめ合うと、芹せり菜なは元気に叫さけんだ。

「あんたたち、ほら、立って！」

「「は？」」

　俺おれと千ち鶴づるがきょとんと芹せり菜なを見上げると、

「まずね、キラプリを座すわってプレイしてるのが意味わかんない！　芹せり菜なみたいに立ってプレイしなよ！」

「え、でも……」

「三人でゴキゲンなアレンジ決めたいんでしょ！　なら、芹せり菜なみたいに立って！」

　俺おれと千ち鶴づるは言われたとおり、そろそろと椅い子すから立ち上がる。

「指は、こう！　ほら！　芹せり菜なのマネして！」

「「こ、こう……？」」

　芹せり菜なと同じように右手を動かし、三色のボタンを押おすと、

「おっ……おお、すげぇ！　なるほど！　あれはこうやってたのか！」

　途と端たんに運指が強きよう烈れつな跳はねを見せ、思わず踊おどり出だしてしまいそうなリズムが筐きよう体たいのスピーカーから飛び出した。

「こ、これが〈せりな〉のアレンジプレイの秘ひ訣けつだったのか……！」

　芹せり菜なの運指を完全にコピーすることはできていないが──一回目の『ミラクルアレンジタイム』よりも、〈みゆ〉のスコアの伸のびが明らかによくなっている。

「おい、見ろ、〈みゆ〉の特とく殊しゆ演えん出しゆつだ！」

〈みゆ〉が〈せりな〉と腕うでを組んで、こちらに笑顔でピースサインを送る。

「やっと見れたぜ……！　念願の、〈みゆ〉の特とく殊しゆ演えん出しゆつ！」

「まだまだこんなもんじゃないよ！　右手でボタンを押おしながら、腰こしを振ふって踊おどるの！」

「こ、腰こしを……？」

　迷っているヒマはない。今はとにかくどんな手段を使ってでもスコアを伸のばさなければ。芹せり菜なが小さなお尻しりをフリフリと左右に動かすのに合わせて、腰こしを振ふる。

　すると、

「おおおおおお!?　な、なんだこれ!?　めちゃくちゃリズム感がよくなったぞ！」

　裏うら拍はくをガンガン決めまくるアレンジプレイに呼応して、大量のボーナスポイントが加算され、〈みゆ〉はウインク、さらには投げキッスと、これまで見たこともない特とく殊しゆ演えん出しゆつを決めまくる。

「なんだよ！　やっぱ俺おれがわくわくらんどでやった腰こし振ふりダンスは無む駄だじゃなかったんじゃねーか！　なあ千ち鶴づる！」

「っ……」

　しかし、千ち鶴づるは、右手は芹せり菜なに言われたとおりに動かしているが、腰こしは微び動どうだにしていない。ああ、やっぱ腰こし振ふるの、恥はずかしいんだろうな……。

「ほら、チビ！　なに恥はずかしがってんの！　芹せり菜なたちといっしょに腰こし振ふって☆」

「で、でも……」

「もっと体でキラプリを楽しんじゃえばいいんだよ！」

　芹せり菜なは無む邪じや気きに千ち鶴づるに微笑ほほえみ、

「指でボタンを押おすんじゃないの！　ダンスを踊おどりながらボタンを押おせばいいんだよ☆」

「そうだぞ千ち鶴づる！　ほら、恥はずかしがってないで腰こしを振ふれ！　三人でアリスコーデゲットしたいんだろ！」

「うぅぅぅぅぅぅっ……！」

　俺おれと芹せり菜なにせっつかれて、千ち鶴づるはついに──顔を真っ赤にしながら、恥はずかしそうに、腰こしを左右に動かし始めた。

『おーっと！　せみちーず、三人で腰こしを振ふり始めた途と端たん、さらにリズムがよくなり、一気にポイントが加算されました！　現在のスコアは４０９７０です！』

「すげぇ！」「なんだあのリズムは！」「体が勝手に動いちゃう！」「これは……」「佳よきものだな……」「二人の美少女の腰こしふりダンス……」

　背後の観客席から、感かん嘆たんの声が漏もれる。ミニスカートを穿はいたアイドルの芹せり菜なと、美しい漆しつ黒こくのドレスに身を包むクールな千ち鶴づるが、小さなお尻しりを振ふっている様子が庇ひ護ご欲よくを強きよう烈れつにくすぐるのか、観客席のテンションが無む駄だにヒートアップしていく。

「よーっし！　ここで決めるよ！　せーっの☆」

　芹せり菜なの掛かけ声ごえに合わせて、俺おれは反射的に、

「「「めちゃ☆カワ！」」」

　右目にピースサインを添そえて、観客席を振ふり返かえってしまった。か、体が勝手に……！

『決まったー！　せみちーず、三人揃そろっての『めちゃ☆カワ』ポーズです！　おやおやー？　一人顔が真っ赤な女の子がいますねー？』

「ち、千ち鶴づる……」

　会場中が大だい歓かん声せいに包まれる中、となりを見てびっくりする。千ち鶴づるも俺おれと同様、体が勝手に動いてしまったのか、小さな肩をぷるぷるさせながら、恥はずかしそうに目にピースサインを添そえて、観客席を振ふり返かえっていた。

「……もう、吹ふっ切きれたわ……！」

　画面に向き直った千ち鶴づるがやけくそぎみに腰こしをガンガン振ふりながらボタンを押おすと、

「あ……できた！」

　千ち鶴づるの顔が、パァァッ！　と明るくなっていく。

〈ちづる〉がこちらにピースサインを送り、そして、〈みゆ〉〈ちづる〉〈せりな〉の三人で腕うでを組み合って、こちらに向けて笑え顔がおでハイジャンプを決めた。
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「やったな、千ち鶴づる！」

「ほらね！　芹せり菜なのいったとーりでしょー☆」

『さあ、『ミラクルアレンジタイム』を抜ぬけました！』

　三人合わせて大量のボーナスポイントが加算され、ヤシの木のステージを降りた〈みゆ〉〈ちづる〉〈せりな〉は夕ゆう陽ひが浮うかぶ海岸に横付けされた豪ごう華か客きやく船せんに乗のり込こむ。デッキに上がると、大勢の紳しん士し淑しゆく女じよに囲まれて、華か麗れいなダンスと元気な歌唱を披ひ露ろうし始めた。

　金色に輝かがやく海うな原ばらには様々な魚達たちが飛とび交かい、そして、三色のノーツが〈みゆ〉達たちめがけて飛びかかる。

『さあ！　このライブ二度目の『グレイヴ・エンハンスセクション』です！　これは鬼き畜ちくです！』

「ど、どうしよ～……」

　ぐじゅっと涙なみだ目めになった芹せり菜なに、

「落ち着きなさい、芹せり菜な。ノリと勢いしかないあなたに、特別に教えてあげるわ。鉄てつ壁ぺきのリズムキープ力は──無心で、ただ静かにボタンを押おすことで顕けん現げんするのよ」

「そ、そんなむずかしいこといわれても、芹せり菜なわかんないよぉ！」

「大だい丈じよう夫ぶ。２位、しゃがんで、もっと体を筐きよう体たいに寄せて」

「え？」

「芹せり菜な、私の右みぎ肩かたに、あなたの左ひだり肩かたをくっつけなさい」

「……こ、こう？」

　そして、芹せり菜なと千ち鶴づるは、しゃがんだ俺おれの背後で、肩かたと肩かたをくっつける。

　ちょうど、ライブ中にテンションの上がったギタリストが、ボーカルと背中合わせで演奏するような恰かつ好こうだ。

「そのまま、私の息いき遣づかいとシンクロして、画面を見ながら、落ち着いて、ボタンを押おしなさい」

「え、こ、こう……？　あ、すごい！　千ち鶴づるの呼吸に合わせたら、パーフェクト判定がとれたよ☆」

　千ち鶴づると肩かたを寄せ合ったまま、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべた。

「わーい☆　いっぱいパーフェクトがとれるー！　うれしみー☆」

「だ、だから暴れないでっ」

「い、いてっ!?　おまえら、ひじが俺おれの頭に当たってんだよ！」

　しゃがんで筐きよう体たいの前で縮こまって中央の三色ボタンを押おす俺おれの頭に、芹せり菜なと千ち鶴づるの小さなひじがガンガン当たる。

　振ふり仰あおぐと、千ち鶴づると芹せり菜なが、楽しそうに左右のボタンを押おしている。

「……仲いいじゃねーか」

　肩かたを寄せ合う二人を見てほくそ笑えむ。

　小こ倉くらのゲームコーナーで初めて会ったときは、肩かたと肩かたをぶつけあっていたのに。今では肩かたを寄せ合って、仲良くライブをやっている。

　まあ、仲良くやってんなら、少々痛くてもしゃあねーか。

『さあ、『グレイヴ・エンハンスセクション』を抜ぬけ、〈みゆ〉ちゃんたちが次なるステージへ向かいます！』

　画面の中では、水平線の彼方かなたに夕ゆう陽ひが沈しずみ、星々が海の上に瞬またたき始める。〈みゆ〉〈ちづる〉〈せりな〉は大勢の観客に見送られながら、デッキから豪ごう華か客きやく船せんの内部へと突とつ入にゆうする。

『赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた広い廊ろう下かを、〈みゆ〉ちゃんを先頭に駆かけてゆきます！』

　突つき当あたりの両開きの扉とびらを開けると、大勢の観客が待つ巨きよ大だいなオペラホールが広がった。金や銀に輝かがやく装そう飾しよく、シャンデリアで彩いろどられた荘そう厳ごんなそのステージへ〈みゆ〉〈ちづる〉〈せりな〉が登とう壇だんする。

　その瞬しゆん間かん、オペラホールの照明がすべて消え、スポットライトが〈みゆ〉と〈ちづる〉の頭上に当たる。しかし、〈せりな〉には当たっていない。

「えっ!?　なにこれ!?　〈せりな〉がステージの下に落ちちゃったんだけど!?」

　〈せりな〉がステージから転落し、ステージのふもとで目に両手を当てて泣きだした。

『おーっと！　トラブル発生です！　せみちーず、この苦境をどう乗り切るのでしょうか！』

「なにこれ!?　芹せり菜なのボタン、ぜんぜん反応しないんだけど!?」

　芹せり菜なが泣きそうな声を漏もらす。現在のスコアは三人で４６８９０。このままライブを完走しても、おそらく目標スコアには届かない。

「２位！」

　千ち鶴づるがうろたえた表情で俺おれを見上げる。

　思い出せ。クリスマスのイベントでも、こんなギミックがあったはずだ。

　俺おれは今日一日の出来事を、洗いざらい脳にぶちまける。遊園地、キラプリアトラクション、ＶＲ、連打、キラプリショー。

「千ち鶴づる！」

「？」

「今日のアレを思い出せ」

　千ち鶴づるはしばらくボタンを押おしながら黙もつ考こうしたが、

「……なるほどね」

　運指を止めると──俺おれと同じように、静かに、コントロールパネルから小さな手を離はなした。

「ちょ、ちょっと!?　あんたたち、なんでボタンを押おさないの!?　スコア入んないじゃん！」

　千ち鶴づるは『ＭＩＳＳ』判定を連発する〈ちづる〉を苦しそうに見つめ、

「大だい丈じよう夫ぶ、チームメイトを信じなさい」

　そして──

『おーっと！　〈みゆ〉ちゃんと〈ちづる〉ちゃんがダンスを中断し、ステージの下まで降りていきました！』

「!?　ねえ、見て！　〈みゆ〉と〈ちづる〉が〈せりな〉を助けてる！」

『〈せりな〉ちゃんを助けてステージに戻もどって来きました！　ライブ再開です！　おおっと!?　三つのターゲットマークが一つに重なり、画面の上から、巨きよ大だいな赤いノーツが降ってきます！』

　筐きよう体たいから『こえをあわせて、さんにんでいっしょにボタンをおしてね♪』とキッコの声が流れる。

「いくぞ！　おまえら！　せーっの！」

　俺おれ達たちは三人で肩かたをくっつけあい、呼吸をシンクロさせて、

「「「キラプリ♪　ふれーんず！」」」

　ターゲットマークに巨きよ大だいノーツが重かさなった瞬しゆん間かん、左、中央、右の赤いボタンを同時に押おした。

　『ＰＥＲＦＥＣＴ！』のポップアップとともに、画面が七色の光こう芒ぼうを放ち──

『せみちーず、ギミックの解除に成功し、一気に１００００ポイントが入りました！』

　実じつ況きようの声とともに、観客席に大きなどよめきが満みち溢あふれる。

「あ、あんたたち、どうやってこのギミックの謎なぞがわかったの!?」

「今日のイベントの目玉といえば」

「キラプリショーだったわね」

「あ……そっか！」

　ショーの終しゆう盤ばんで、転てん倒とうしたももを救うべく、ダンスを中断してももを助けに行ったキッコとミラは、その後ももと三人でライブを大成功させた。

　そのシーンに、俺おれたちは泣きながら感動したではないか。

『まだまだ安心しちゃいけません！』

〈みゆ〉〈ちづる〉〈せりな〉が歌い舞まうオペラホールの天てん井じようが左右に割れ、そこからのぞいたのは、宝石のように瞬またたく星空と、それと相反するように、禍まが々まがしく光る月。

〈みゆ〉〈ちづる〉〈せりな〉の背中にはオーロラの翼つばさが生えて、天てん井じようから星空へと飛び立っていく。眼下には、多くの島々と、浜はま辺べからこちらに手を振ふる大勢の観客、光ひかり輝かがやくサイリウム。

　禍まが々まがしい月の光が、〈みゆ〉〈ちづる〉〈せりな〉のコーデを七色に光ひかり輝かがやかせる。

『さあ、クライマックス、エストレアチェンジです！』

　来たか……！　ついに……！　やはり最後はお前か……！

『連打時間は四十秒、さあ、三人の体力は最後まで持つのでしょうか!?』

「よ、四十秒……!?」

「や、やばみがすごくないっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ、俺おれたち三人ならいける！」

　背後の観客たちがパイプ椅い子すから一いつ斉せいに腰こしを上げ、大だい歓かん声せいをステージに投げかける。立ち見の観客の声せい援えんがさらに加わり、彼かれらの熱気と叫さけび声ごえが会場中を包み込む。

「いくぞ、千ち鶴づる、芹せり菜な」

「ええ翔しよう吾ご。芹せり菜な、準備はよくって？」

「もちろん☆　いくよ、千ち鶴づる、しょーご☆」

　俺おれは席を立ち、右手の拳こぶしを一いつ本ぽん拳けんに構える。

　千ち鶴づるは席を立ち、四本の指を撓しならせる。

　芹せり菜なはすでに立ったまま、ピストルのような右手を、高く高く振ふり上あげる。

「いくぜ……！」

　俺おれと千ち鶴づると芹せり菜なは大きく息を吸すい込こみ、

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん！」

「うりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃ！」

　三人同時の、超ちよう高こう速そく連れん打だが炸さく裂れつした。

　俺おれの一いつ本ぽん拳けんは荒あれ狂くるう龍りゆうのようにその激げき震しんをボタンに叩たたきつける。聴ちよう覚かくから一いつ切さいの音が消え、指はただ己おのが使命を全うする兵器のようにひたすら痙けい攣れんしつづける。

　千ち鶴づるの四本指ピアノ連打は、高速過ぎて、もはや肉眼でとらえることができない。血走った目を見開いて、上じよう昇しようするスコアただ一点を凝ぎよう視しする。

　そして、芹せり菜なのスザーノ連打。超ちよう高こう速そくでボタンを叩たたきつける親指に、人差し指、掌しよう底ていが追つい随ずいし、ボタンの上を軽快に跳はねまわる。無む邪じや気きに笑いながら、芹せり菜なだけのリズムを刻む。

「うぅぅぅぅ……！」

　残り二十六秒、左サイドの千ち鶴づるが苦しそうな声を漏もらしながら、膝ひざを折る。指の動きが止まる。

「千ち鶴づる！」

　倒たおれ込こみそうになる千ち鶴づるを脇わきに抱かかえこみ、無理な体勢で、空いてしまった左ひだり端はしの赤いボタンを左手で連打する。

「もう、む～り～……」

　残り二十四秒、芹せり菜なが目を回しながら、仰あお向むけに倒たおれそうになる。

「芹せり菜な！」

　このままでは芹せり菜なが怪け我がをしてしまう。

　しかたねぇ、右手の〈みゆ〉の連打は捨てるか……！

　俺おれは右手の連打を止めて、倒たおれ込こみそうになる芹せり菜なの背中を右手で抱だきかかえようとして──

「待って、私が」

　そのとき、左ひだり腕うでで抱だいていた千ち鶴づるが蘇そ生せいし、俺おれの腕うでから抜ぬけだして右側に回り、芹せり菜なの背中を支え、

「いっしょに押おすわよ、芹せり菜な」

「うん……ありがと、千ち鶴づる」

　そして、千ち鶴づると芹せり菜なは、二人で右みぎ端はしの〈せりな〉の赤いボタンを押おし始めた。

「……おまえら！」

　二人の健けな気げな姿に、思わず目め頭がしらが熱くなる。

　だが、泣いている場合ではない。

　限定コーデが手に入るかどうかは、俺おれの両りよう腕うでの連打にかかっている。

　あとは俺おれに任せろ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　俺おれは、左ひだり端はしの赤ボタンと中央の赤ボタン──〈ちづる〉と〈みゆ〉の連打を両りよう腕うでで継けい続ぞくする。

『な、なんてことでしょう！　〈みゆ〉ちゃんのスコアが、衰おとろえるどころか、信じられない速度で伸のびていきます！』

　普ふ段だんは絶対に見えない、生きてる意味が見えてくる。

『こんなに凄すさまじい連打は未いまだかつて見たことがありません！　現在のスコアは５９４２０！　このまま連打を継けい続ぞくできれば、アリスコーデ確定です！』

　狭せばまる視界には、光ひかり輝かがやく〈みゆ〉〈ちづる〉〈せりな〉と、エストレアチェンジの残り秒数である『13』という数字が映る。

　ここを抜ぬければ、あと少し頑がん張ばれば、最高の幸せが待って──

「ぐっ……!?」

　右手に、突とつ如じよ違い和わ感かんが走った。

「翔しよう吾ご!?」

　千ち鶴づるが俺おれを見て、不安そうな声を上げる。

　おかしい。

　右手が、動かない。

『おーっと！　両手で〈みゆ〉ちゃんと〈ちづる〉ちゃんの連打をしていた翔しよう吾ごくん、残り十秒、スコア５９５６０にして、右手の連打が止まったー！』

「どうしたの！　しょーご!?」

　芹せり菜なが俺おれの顔を見て叫さけぶ。

　違い和わ感かんの後に、遅おくれてやってきた、激痛。

「い、痛いてぇ……！」

　右みぎ肩かたから人差し指の先まで、真っ赤な痛みが駆かけ抜ぬける。

「くそ……なんでこんなときに……」

　千ち鶴づるに対する、クソみたいな演技。まさか、あれが本当になるなんて。きっとバチが当たったんだろう。

　左手だけでは、きっと目標スコアに届かない。

「「翔しよう吾ご！」」

　千ち鶴づると芹せり菜なの泣きそうな顔が視界の右みぎ端はしに映る。

　俺おれは動かなくなった右手の〈みゆ〉の連打を捨て、残った左手の〈ちづる〉の連打に、全力を注そそぎ込こむ。

「ちくしょうっ……！」

　だめだ、痛い。左手まで動かなくなってきた。

　生まれて初めての四十秒連打に腕うでが悲鳴を上げている。

「負けたく、ねぇ……！」

　画面を睨にらみつけながら、左手で、左ひだり端はしの〈ちづる〉の連打を継けい続ぞくする。

　視界の右みぎ隅すみに映っている千ち鶴づると芹せり菜なは、すでにボタンを押おす力を使い果たして、俺おれの動かなくなった右みぎ腕うでに縋すがり付つき、俺おれの顔を不安そうに見上げている。

　俺おれが踏ふん張ばらないと、こいつらに、アリスコーデが届かない。

　あとちょっと続ければ、届くのに。

　動かない。

「……ごめん、千ち鶴づる、芹せり菜な、俺おれ、」

　そして、左手の動きが完全に止まりそうになった瞬しゆん間かん──







「く、黒くろ崎さき、くんっ……！」







　信じられない声を聴きいた。

　かすれるような、振ふり絞しぼるような、女の子の、小さな声。







「黒くろ崎さき殿どのぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」







　もう一つ聴きこえた。

　その野太い声は、俺おれの背中を貫つらぬき、筐きよう体たいの画面で跳はね返かえって、再び俺おれの体内に宿った。







「翔しよう吾ごぉぉぉお！　なにやってんの！　気合入れろぉおおおおおおおおおおおお！」







　明るく、よく通る。

　もう何万回聞いたかもわからない、耳になじんだ、心地ここち良よい声が、俺おれの体を駆かけ巡めぐった。




「白しら川かわ、清きよ盛もり………夏なつ希き……！」

　背後を振ふり返かえる。ステージのふもとで、白しら川かわが胸に手を当て、真っ赤な顔で声を振ふり絞しぼり、清きよ盛もりが野太い雄お叫たけびを上げながら、体全部を使ってサイリウムを振ふり、夏なつ希きが、体全部を口にして叫さけんでいた。

「なんでだよ。なんでここにいるんだ……」

　なんなんだよ、おまえら一体。

　わざわざあのＬＩＮＥのメッセージを見ただけで、ここまで駆かけつけてきたってのか。

　俺おれなんかのために。

　どんだけ良いい奴やつらなんだよ。
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　俺おれは幸せ者だ。

　今、あいつらが全力で叫さけぶ声に、俺おれはどう応えるべきか。

　そんなの決まってる。

「負けるわけにはいかねぇじゃねーか……！」

　絶対に勝つ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　そして、俺おれは体に残ったすべての力を左手に込こめて、赤いボタンを連打した。







　　　＊＊＊







　午後五時半。

　夕ゆう陽ひを浴びる芝しば生ふ広ひろ場ばのステージは、割れんばかりの拍はく手しゆに包まれていた。

『それでは、見事【ファンタズム・アリスコーデ】を手に入れた『せみちーず』の三人に、今一度大きな拍はく手しゆを！』

　司会のお姉さんがマイクを握にぎりしめてそう叫さけぶと、会場から、再び大きな拍はく手しゆと歓かん声せいが沸わき起おこる。

　ステージでは、俺おれを真ん中にして、左に千ち鶴づる、右に芹せり菜なが観客席に体を向けて立っている。

「ありがとう！　しょーごのおかげで、芹せり菜な、夢が叶かなったよ！」

　芹せり菜なはぱっちりとした瞳ひとみをキラキラさせて、嬉うれしそうに、ＳＳＲを手に俺おれを見上げる。

「２位、あなたがいて、ほんとうによかったわ」

　千ち鶴づるは誇ほこらしげに微ほほ笑えむと、ＳＳＲを俺おれに掲かかげて見せる。

「ああ……おまえらのおかげだよ。みんなで力を合わせたからな」

　俺おれはぼんやりした笑えみを浮うかべて、二人にそう答える。

「どうしたの２位？」

「大だい丈じよう夫ぶ？　しょーご、さっきからずーっとぼーっとしてるよ？」

「いや、その……俺おれ達たち、本当にクリアしたんだよな……？」

　はっきりいって、現実感が、あまりない。

　記き憶おくも、ぼんやりしている。

　ついでにいえば、両手の感覚が、まったくない。なぜかテーピングされてるし。

「なにボケっとしてんの！　ほら、シャキッとしなよ！　翔しよう吾ご！」

　背中をバシン！　と叩たたかれて、

「夏なつ希き……」

　振ふり返かえると、俺おれ達たちと一いつ緒しよにステージに上がっていた夏なつ希きはため息を漏もらし、

「その手、とりあえずテーピングだけはしといたから」

「……おまえ、どうしてここに」

　夏なつ希きは呆あきれ顔がおで、

「あのね、二時間前に翔しよう吾ごからいきなり変なＬＩＮＥが来て……すぐに芽め衣いと清きよ盛もりくんと三人で話し合ってね、まあ、それで……『とりあえず翔しよう吾ごのとこ行こう』ってなって。わくわくらんどに行ったんだけど會かい田ださんに『千ち鶴づるちゃんと遊園地に行ったよ♪』って言われて、急いで電車に乗ってここに来たんだよ」

「ああ……そうだったのか」

　三人が慌あわてて駆かけつけるくらい、俺おれのＬＩＮＥの文面は穏おだやかじゃない雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていたらしい……。

「黒くろ崎さき殿どの！　ＬＩＮＥの返信がないからずっと心配したで候そうろう！　既き読どくもまったくつかないし！　某それがしはてっきり、世を儚はかなんで、貴き殿でんがなにかとんでもないことをしでかすのではないかと心配したぞ！」

　俺おれはポケットの中のスマホを確かく認にんする。新着メッセージの通知がたくさん表示されている。

「清きよ盛もり……すまん」

「黒くろ崎さき殿どの！　言ったではないか！　なにかあったらすぐに、どんなところからでも駆かけつけると！」

　清きよ盛もりはそう言って、扇子せんすを扇あおぎながら豪ごう快かいに笑った。

「く、黒くろ崎さきくん……ぜんぜん返信がなかったから……私………」

　清きよ盛もりの隣となりで、うつむいた白しら川かわが、泣きそうな声を出している。

　夏なつ希きは白しら川かわに歩み寄ると、震ふるえる肩かたにそっと手を乗せて、

「芽め衣いなんて、すごく心配してたんだよ？　翔しよう吾ごが家出したんじゃないかとか、身投げしたんじゃないかとか言い出して」

　二人の言葉を聞いて、罪悪感と感謝の念が胸の中で膨ふくらんでいく。

「ああ……みんな、本当に、申し訳ないことをしたな。すまん……」

　清きよ盛もりは鼻息を荒あらくして、俺おれを一いつ喝かつするように、

「黒くろ崎さき殿どの！」

「は、はい……」

「貴き殿でん、何やらごちゃごちゃと考えていたのかもしれないが……某それがしと貴き殿でんは、とうの昔からすでに友達であるぞ！　いまさら何を水みず臭くさいことを！」

　白しら川かわは両手で目元を拭ぬぐいながら、

「く、黒くろ崎さきくん……」

「は、はい……」

「その……とにかく、無事で、よかった……」

　二人の真しん剣けんな表情を見て、ぼんやりしていた意識が鮮せん明めいになっていく。目め頭がしらが熱くなり、鼻の奥おくがツンとする。唇くちびるを嚙かみ締しめていると、

「まーでも、あたしはぜんぜん心配してなかったけどね！　まったく芽め衣いも清きよ盛もりくんも心配しすぎなんだよ！」

　そう言って、夏なつ希きが腰こしに手を当てて笑っていると、

「おや、おかしいな行ゆく橋はし殿どの、某それがし達たちと集合したときから、貴き殿でん、ずっと泣いていたではないか」

「ちょ、ちょっと清きよ盛もりくん!?」

「『今すぐ翔しよう吾ごのとこ行かなきゃ！』と言ってすぐに電車の時間を調べて、電車に乗っても『翔しよう吾ご、翔しよう吾ご』と申すばかりで、泣きながら黒くろ崎さき殿どのの名前をうわごとのように申してたで候そうろう」

「え、そ、そんなことないしっ！　翔しよう吾ご、信じちゃだめだよ！」

　夏なつ希きは慌あわてたように、わたわたと手足を動かす。

「そ、そっか……」

　俺おれは三人に、

「すまん、こういうの、俺おれ、初めてだったから……他人との距きよ離り感かんとか、わからなくて……これからも、突とつ拍ぴよう子しもないこと言ったり、失礼なことしたりするかもしれないけど……」

　深々と、頭を下げた。

「今後とも、なにとぞよろしくお願いします」

　出会えた感謝の気持ちと、その出会いを大切にしていく決意を込こめて、俺おれは言った。

「なにそれ、サラリーマンじゃん！」

　夏なつ希きは俺おれの背中をバシン！　と叩たたき、

「黒くろ崎さき殿どの！　固いで候そうろう！　もっと笑うのだ！」

　清きよ盛もりは扇子せんすを扇あおぎながら笑い、

「こちらこそ、なにとぞよろしくお願いします」

　白しら川かわはぺこりと頭を下げた。

「夏なつ希き」

「な、なにっ？」

　幼なじみだから、いてくれて当たり前だと、何の疑問も持たず、ずっと思っていた。

　だから、今日。

　おまえに、おまえだけには、言わないといけないことがある。

「いつも、ありがとう」

「ばっ……！　なんなのいきなりっ!?　いいよ！　そんなの！」

「これからも、よろしくな」

「だ、だから……！」

　夏なつ希きは声を震ふるわせながら、

「もう……あたしが、な、なん年、翔しよう吾ごの、幼なじみ、やってると、思ってんの……!?」

　夏なつ希きは、そう言って、俺おれに背を向けた。

「夏なつ希き……本当に、ありがとうな」

　俺おれはもう一度、ちゃんと言葉にして、自分の気持ちを、夏なつ希きに伝えた。




「芹せり菜なちゃーん！　こっちむいてー！」「芹せり菜な様ー！」「めちゃカワー！」

　顔を上げると、ステージの中央では芹せり菜なが広場に集まっている大勢の観客に向けて、ピースサインを送っていた。

「……」

　その様子を、ステージの少し離はなれた場所で、小さな胸にアリスコーデのカードを抱だいて、ためらいがちに見つめている、千ち鶴づるがいた。

　俺おれは、ゆっくりと、千ち鶴づるのとなりに歩み寄る。

「２位……」

　千ち鶴づるは不安そうに、俺おれを見上げてくる。

　俺おれは千ち鶴づるの目を見て、大きく頷うなずいた。

　大だい丈じよう夫ぶ、もう間ま違ちがえない。

　そして──千ち鶴づるの小さな背中を、そっと、やさしく押おしてあげた。

　今日きよう、はじめて、その小さな背中を、正しく押おすことができた。

　千ち鶴づるはよたよたと足をもつれさせるように前を歩いていき、

「あの……」

「ふぇっ!?」

　決めポーズをしていた芹せり菜なは、背後から千ち鶴づるに声をかけられて、ビクッ！　と体を跳はねさせる。

「な、なにー？　芹せり菜ないまファンのみんなとの交流で忙いそがしいんだけど☆」

　きょどきょどと視線をさまよわせる芹せり菜なに、

「……あの」

　千ち鶴づるは、胸に抱だいたカードを握にぎりしめて、うつむきながら、口をもごもごさせる。一いつ生しよう懸けん命めい、声を振ふり絞しぼって、

「わ、私、と」

　幼い顔を真っ赤に染そめて、言いたい言葉を、口にしようとする。芹せり菜なは何かを期待するかのような、そわそわした表情で、

「う、うん……！」

　うなずきながら、ぱっちりとした幼い瞳ひとみで、千ち鶴づるの胸に抱だいているカードの上半分をちらちらと見る。

　千ち鶴づるは口をもごもごさせながら、顔を耳まで真っ赤にして、

「ふ、フレ、フレチ、」

　いけ、千ち鶴づる。

「こう、か……」

「う、うんっ……うんうんっ……！」

　さまよっていた芹せり菜なの瞳ひとみが、千ち鶴づるの顔に定められる。何度も頷うなずく。ぱっちりとした幼い瞳ひとみが、徐じよ々じよにキラキラと輝かがやいていく。

　ステージのふもとにいる大勢の観客と、夏なつ希き達たちが、二人のもどかしい様子を固かた唾ずを飲んで見守っている。

　頑がん張ばれ、千ち鶴づる。

　勇気を出して、一歩を踏ふみ出だせ。

　そして、千ち鶴づるは、芹せり菜なの目を見て、はっきりと、言った。

「私と、フレチケ、交こう換かんしてください」

　小さな胸に抱だいていたアリスコーデの上半分を、小さな両手で、芹せり菜なに差し出した。

　観客席から多くの歓かん声せいと、拍はく手しゆが湧わき起こった。

　俺おれの胸に、深い安あん堵どと、こらえきれないほどの熱が迸ほとばしる。

　芹せり菜なは、千ち鶴づるの勇気に応えるように、大きく頷うなずくと、いつのまにかすでに切きり離はなしていたアリスコーデの上半分を、笑え顔がおで千ち鶴づるに差し出し、

「ほんとうは、芹せり菜なから先に切り出したかったけど」

　芹せり菜なは、普段見せないような、はにかんだ笑えみを浮うかべて、

「先にもぎってたのは芹せり菜なだから、おあいこだね☆」

　緊きん張ちようでこわばっていた千ち鶴づるの表情が、ゆっくりとほころび──そして、花が咲さいたように、明るくなっていく。

「……うん！」

　千ち鶴づると芹せり菜なは、歳とし相そう応おうの子どもがするような、無む邪じや気きな顔で、笑った。

　……よかったな、千ち鶴づる。

「たいせつにしてね」

「あなたこそ」

　千ち鶴づるはカードの上半分を、ゆっくりと、切きり離はなす。

　そして、切きり離はなされたばかりのフレチケを、芹せり菜なと恥はずかしそうに交こう換かんして──お互たがいのマイカードに、笑え顔がおでぺたりと貼はりつけた。

[image: ]







　　　＊＊＊







「よし！　次はジェットコースター乗ろう！」

　午後五時四十三分。

　閉園十七分前。

　遠くの山に夕ゆう陽ひが沈しずみかけた頃ころ、俺おれ達たちは園内のアトラクションを巡めぐっていた。

「おい夏なつ希き、なにもそんなに立て続けにアトラクションに乗らなくていいだろ」

「なに言ってんの翔しよう吾ご！　せっかく遊園地に来たんだから、もったいないじゃん！」

　夏なつ希きは楽しそうに笑うと、鼻歌を歌いながら、俺おれたちの先頭をはしゃぎながら歩いて行く。

「千ち鶴づるちゃん、残念そうだったね、もっと芹せり菜なちゃんとお話ししたそうだったのに」

　白しら川かわが俺おれの隣となりで、眉まゆを寄せる。

「まあ、あいつアイドルだからな。忙いそがしいんだろう」

　芹せり菜なは千ち鶴づるとフレチケを交こう換かんしたあと、『芹せり菜な今から博はか多たでライブだから☆』と言って、ステージのふもとに控ひかえていたマネージャーに急せかされながら、慌あわただしく遊園地を去っていった。

「まあ、いずれ、会えると思う。連れん絡らく先さきも交こう換かんしてたみたいだし。なあ千ち鶴づる」

　そう言って、俺おれのすぐ後ろを歩いていた千ち鶴づるに声をかけると、

「……ん？　どこ見てんだ千ち鶴づる？」

　千ち鶴づるは、夕焼けに染まるアトラクション群の中の、ある一点を、じっと見つめていた。

「めーい！　なにしてんのー？　はやくこっちー！　一いつ緒しよにコーヒーカップ乗ろー！」

「う、うん、待って夏なつ希きちゃん！　いまいくっ！」

　……ああ、そうか。

　千ち鶴づるが気になってたのは、あれだったのか。

「千ち鶴づる」

「……？」

「いこうぜ、あそこに」

「……」

「わかってるって」

「……２位……」

　千ち鶴づるは嬉うれしそうな笑えみを浮うかべたが、周囲を見回して、

「で、でも……」

　うつむいて、小さな指をからめてもじもじしていると、

「黒くろ崎さき殿どの」

　清きよ盛もりは俺おれの肩かたに手を置き、男前な表情で、

「行ゆく橋はし殿どのと白しら川かわ殿どのには某それがしからうまく説明しておくゆえ、心配なされるな」

「……ありがとう……清きよ盛もり」

「よいってことよ、さ、姫ひめ君ぎみをエスコートしてきなされ」

　俺おれは頷うなずくと、千ち鶴づると一いつ緒しよに、夕ゆう陽ひに染まるアトラクションへと向かった。







　　　＊＊＊







「せ、狭せまいな」

「う、うん」

　午後五時五十二分。

　閉園八分前。

　俺おれと千ち鶴づるは、真っ赤な夕ゆう陽ひに照らされる遊園地の、いちばん端はしに設置された、大きな観覧車に乗っていた。

「外から見る分ではわからなかったけど……中、けっこう狭せまいんだな」

「……うん」

　向かい合わせに座すわる千ち鶴づるとの距きよ離りが、ほとんどない。ちょうど、千ち鶴づるの縦笛二本と半分くらいの距きよ離りに、千ち鶴づるの幼い顔がある。

「……」

　千ち鶴づるは、夕ゆう陽ひに照らされて真っ赤に染まった顔を、さっきからずっと俺おれからそらして、窓の外の景色を見つめている。

　座席に腰こしを落ち着けていると、じんわりとした、心地ここちよい疲ひ労ろうが、体を満たしていく。

「……わぁ」

　窓まどに小さな両手を当てて外の景色を見つめていた千ち鶴づるが、感かん嘆たんの声を漏もらした。

　千ち鶴づるの視線の先には、赤い夕ゆう陽ひに照らされる、北九州の街があった。

　高速道路、工場、高層マンション、そして、右手にそびえる山のふもとに沿うように、しだいに明かりを灯ともし始めた民家が点在している。

「きれい……」

「……そうだな……」

　千ち鶴づるは陶とう然ぜんとした瞳ひとみで、景色を眺ながめる。

「おまえ、これ、ずっと乗りたかったんだな」

「うん……私のパパとママが、初めてデートにいったとき、乗ったらしいの」

「……そっか」

　俺おれも千ち鶴づると同じ方向に視線を移して、窓の外を眺ながめる。

　たぶん、千ち鶴づるは、この観覧車に乗って、家族との思い出に浸ひたりたかったんだろう。

　今よりもっと幼い頃ころに、俺おれの知らないどこか遠くの遊園地で、家族と一いつ緒しよに乗ったのだろう。

　──それにしても。

　窓の外をうっとりと見つめる千ち鶴づるの横顔をぼんやりと眺ながめる。

　こうやって、異性と二人っきりで観覧車に乗ったのは、初めてだ。

　冷静になって考えると、色々と恥はずかしいけど、千ち鶴づるが乗りたかったのなら、まあかまわない。

　観覧車には千ち鶴づるの素す敵てきな思い出や、楽しかった思い出が、詰つまっているのだろうから。

　今よりも幼かった千ち鶴づるは、観覧車に揺ゆられて、両親から、いろんな話を聞いたのだろう。

　ひょっとしたら、その二人のエピソードに、憧あこがれを持っていたのかもしれない。

「おまえもいつか、お父さんとお母さんみたいに、好きな人と乗れたらいいな、観覧車」

　窓の外を見つめながらつぶやくと、うっとりしていた千ち鶴づるの瞳ひとみが、いきなり現実に引ひき戻もどされたかのようになり、俺おれに視線を転じて、

「……え？」

「……ん？」

　紅潮していた千ち鶴づるの頰ほおが、しだいに、ぶすーっとリスみたいに膨ふくれだした。

「ど、どうしたよ、腹でも痛いのか？」

「……なんでもないわよ」

「な、なんでもなくないだろ、なんだよいきなりむくれだして」

「なんでもないっていってるでしょ！」

「いたっ!?　こんな狭せまいところで暴れんなって！」

　俺おれの顔をこぶしでぽかぽかと叩たたき出だす。

　千ち鶴づるの小さな腕うでをつかもうとして、

「あ、」

　観覧車が頂上に差さし掛かかった瞬しゆん間かん、ゴンドラがガタン、と揺ゆれた。

　その拍ひよう子しに、千ち鶴づるの体勢が崩くずれて、前のめりになって俺おれに寄りかかり──

「……」

　消しゴム一個分の距きよ離りで、千ち鶴づるの顔が目の前にあった。

　時が止まった。

　千ち鶴づるの見開かれた瞳ひとみにかかる長い睫まつ毛げの一本一本が見える。千ち鶴づるの潤うるんだ唇くちびるに視線が吸すい込こまれる。薔ば薇らのように艶つややかな唇くちびるから漏もれた吐と息いきが、俺おれの頰ほおにかかった。
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「……わり」

「……う、うん」

　千ち鶴づるは乱れた衣服を慌あわてて整えると、対面の座席に座すわり直なおした。

　ふいに湧わいてしまった恥はずかしさをごまかすように、俺おれは視線を窓の外に逃にがす。

　うつむいていた千ち鶴づるが、

「あ……見て、下」

「ん？」

　嬉うれしそうに左ひだり斜ななめ下したを指差した。

　ガラス張りの足元からは、夕焼け色に染まる遊園地が広がっている。

「ここから見ると、ぜんぶ、小さく見えるわね」

「……そうだな」

　夕ゆう陽ひに照らされるアトラクションを見つめながら、

「今日はいろんなことがあったな」

「うん…………あ、あのドーム、キラプリＶＲの」

「ああ、あれめっちゃ楽しかったな」

　千ち鶴づるはクスクスと笑い、

「あのときのあなた、ほんとに変質者みたいだったわよ」

「うるせー、あのときのことは忘れろ」

「あ、あのトラックに積まれているおっきな筐きよう体たい、エストレアチェンジの」

「ああ」

　俺おれはガラス越ごしにそれを見ながら、

「ごめんな」

「ううん……」

　千ち鶴づるは噴ふん水すい広ひろ場ばの横にある水色のロープが外された、二十五メートルプールほどの広さのフレチケ交こう換かん会かい場じように視線を転じて、

「私のほうこそ、ごめんなさい……」

「いいよ」

　しばらく沈ちん黙もくが流れた。

　俺おれと千ち鶴づるを乗せた観覧車の軌き道どうが、円周の四分の三を過ぎた。

　あと少しで、この時間が終わる。

「あの崖がけから水が流れてるアトラクション、乗ってみたかったわ……」

　窓の外を見つめていた千ち鶴づるが、名残なごり惜おしそうな声でつぶやいた。

　じっとアトラクションを見つめる千ち鶴づるに、

「また来ればいいだろ」

「……」

　俺おれは、言った。

「来たくなったら、いつでも言えよ。俺おれでよければ、連れてってやるから」

「……うん」

　ゆっくりと、ガタ、ゴト、と音を立てながら、俺おれと千ち鶴づるを乗せた観覧車が、最初の位置に戻もどっていく。

「しょうご」

「？」

　正面に座すわる千ち鶴づるの顔を見た。

「あ、あの……その……」

　千ち鶴づるは、ひざの上でからめた小さな指に視線を落とす。もじもじしながら、顔を赤くして、上目づかいに、

「あ、ありがとう……」

　照れくさそうに、そう言った。

　たぶん、その言葉には、千ち鶴づるなりの、色んな意味が込こめられているのだろう。

「お、おう……」

　俺おれは、胸にこみ上げる嬉うれしさと恥はずかしさをごまかすように頭をかき、

「帰るか、みんなのところに」

　千ち鶴づるは、恥はずかしそうに、こくん、とうなずいた。

　閉園まぎわの、観覧車に揺ゆられて。

　夕ゆう陽ひを浴びた千ち鶴づるの幼い顔が、ずっと目に焼きついた。







[image: エピローグ]
















　翌日。

　学校が終わった後、俺おれがわくわくらんどに到とう着ちやくすると、小学校の制服姿の千ち鶴づるがすでに筐きよう体たいの椅い子すに座っていた。

　筐きよう体たいに近づいて画面を確かく認にんすると、始まったばかりのライブステージでは、〈ちづる〉と〈せりな〉が手を繫つないで、楽しそうにダンスを踊おどっている。

「お、さっそくフレチケ使ってるな」

　千ち鶴づるの小さな肩かたがビクン！　と揺ゆれて、

「べ、べつに……ちょっとどんな画面になるか見てみたかっただけ」

　ボタンを押おしながら、恥はずかしそうにつぶやいた。

「ふーん、そっか」

　そのつぶやきを聞いて、微笑ほほえましさと、なんともいえない安あん堵どが胸の内から溢あふれだす。

「よかったな、千ち鶴づる」

「ふ、ふん。もう二度と会いたくないけどね」

「まったく、素す直なおじゃない奴やつだな……」

　まあこいつらしいけど。

　俺おれは〈せりな〉と〈ちづる〉が踊おどるステージをぼんやりと眺ながめながら、

「そういえばおまえ、芹せり菜なのフレチケは使うのに、俺おれと交こう換かんしたフレチケは使わないのな」

「ふん。〈ちづる〉の横で踊おどるには、まだまだアイドルとしては未熟よ」

「生意気なセリフを……まぁ、べつにいいけどよ」

　実際俺おれも〈ちづる〉のフレチケ使ってないし。なんつーかこう……こっ恥ぱずかしいからな。

「そうだ、千ち鶴づる」

「なに？」

　こちらを振ふり返かえった千ち鶴づるに、

「これ、ありがとな」

　俺おれは、鞄かばんから、マジカルマイクを取り出した。

「プレゼントしてくれて嬉うれしいんだけどよ、せっかくだから、これは二人で使おうぜ。俺おれが持っておくから、使いたくなったら、いつでも言ってきてくれ」

「……う、うん……わかった」

　そうつぶやいて、千ち鶴づるは再び画面に向き直る。

　そして、〈ちづる〉が踊おどる画面に『ミラクルアレンジタイム』の七色の文字が浮うかび上あがり、筐きよう体たいのスピーカーから、『ゴキゲンなリズムをきめちゃおう！』とキッコの音声が流れた。

「……」

　すると、それを合図に──千ち鶴づるが、ゆっくりと椅い子すから腰こしを上げ、芹せり菜なに教えてもらった運指を開始した。

「ほう……」

　こいつ、芹せり菜なに教わったやり方、取り入れたんだな。あんなに自分のプレイスタイルに頑かたくなな奴やつだったのに。なんか、成長した子を見るような気持ちになるな。

「……あれ？　おまえ、腰こしがちょっと動いてね？」

「えっ!?」

　千ち鶴づるの後ろ姿を見ていると、運指に合わせて、小さなお尻しりが、左右にわずかにフリフリと揺ゆれている。

「う、動いてないわよ」

「いや、動いてるって」

　千ち鶴づるは肩かた越ごしに俺おれをにらみ、

「……あ、明日学校でフラダンスのテストがあるのよ」

「そ、そっか。ずいぶん個性的な小学校だな」

　腰こしを振ふってしまう自分に葛かつ藤とうしているのか、顔を赤くして、もどかしそうにしている千ち鶴づるを、しばらく微笑ほほえましく見つめていると、アレンジタイムを抜ぬけ、エストレアチェンジを突とつ破ぱし、〈ちづる〉のライブが終しゆう了りようした。

「さ、俺おれも早くアリスコーデを試ためしたいんだ。カードも排はい出しゆつされたことだし、とっとと席を代われ」

「……ふん」

　千ち鶴づるは筐きよう体たいから排はい出しゆつされたアイテムカードを手に取ると、俺おれの背後に移動した。俺おれは千ち鶴づると入れ代わって筐きよう体たいの椅い子すに腰こしを下ろす。百円玉を投入して、マイカードをスキャン。楽屋に笑え顔がおの〈みゆ〉が登場した瞬しゆん間かん、心に喜びが満ちていった。

「やっぱわくわくらんどで見る〈みゆ〉はいいな。長旅から帰ってきたような安心感があるぜ。なによりこの筐きよう体たいだと一段と可愛かわいく見えるよな」

「〈ちづる〉のほうが可愛かわいいわよ」

　楽曲を選せん択たく、〈みゆ〉のライブをじっくりと堪たん能のうするべく、難易度をノーマルに設定、コーデ選せん択たく画が面めんに移行し、昨日ゲットした【ファンタズム・アリスコーデ】を筐きよう体たいにスキャンすると、

「うお……!?　おい、見ろよ千ち鶴づる！　この神秘的なコーデを身にまとった〈みゆ〉を！　この世のものとは思えない可愛かわいさだぞ！」

　画面の向こうから、それはもう神こう々ごうしいほどの可愛かわいさを放つ〈みゆ〉がこちらに手を振ふってきた。新しん衣い装しようを着られたことが嬉うれしいのか、その笑え顔がおが普ふ段だんより何倍も輝かがやいて見える。

「み、見てるわよ……騒そう々ぞうしいわね……」

　千ち鶴づるはうっとうしそうに返答すると、わくわくらんどの壁かべに貼はられたばかりの、大きなポスターに視線を転じる。

　ポスターの見出しには、大きな文字でこう書かれていた。





『第一回　全国キラプリ大会　開かい催さい決けつ定てい！』






「もうすぐか、楽しみだな」

「ええ、そうね」

「ゴールデンウィークに博はか多たで地区予選があるからな。まずはそこで勝たないと」

「ふん。そんなものすっ飛ばして、早く決勝で戦いたいわ」

「おまえ、あいかわらずすごい自信だな……」

　俺おれと千ち鶴づるがポスターを眺ながめていると、

「しょーごー☆」

　わくわくらんどの両開きのガラス扉とびらが開き、流ながれ込こむ真冬の寒風とともに、幼い声が店内いっぱいに響ひびき渡わたった。

「え、芹せり菜な？」

　筐きよう体たいの椅い子すに座すわる俺おれへ弾はずむような足取りで駆かけてきたのは──美み咲さきが丘おか芹せり菜なだった。

　ショート丈たけのキャミソールから小さなおへそを露ろ出しゆつさせ、ミニスカートをはためかせながらこちらに笑え顔がおで駆かけてくる。ずっと思ってたけど、冬なのにそんな薄うす着ぎで寒くないのかな……。

「どうしたんだおまえ、こんなところまでやってきて」

「えへへ、ライブ遠えん征せいの途と中ちゆうで、新幹線降りて来ちゃった！」

「え、それ大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「へーきへーき☆」

　まぁ、意外とプロ意識の高い芹せり菜なのことだ。ちゃんと本業には支障がないようにうまく合間を縫ぬってきたのだろう。

「あ、ちびじゃーん☆　あいかわらずちびだねー！　芹せり菜なにあえなくてさびしかったでしょー？」

　芹せり菜なが「キャハ☆」とぱっちりとした右目にピースサインを添そえて、俺おれの背後に立っていた千ち鶴づるの方を向く。千ち鶴づるは冷たい表情を浮うかべて腕うでを組み、

「……いいえ、まったく」

「こいつさっき〈せりな〉のフレチケ使ってたぞ」

「ちょ、ちょっと２位！」

「え、ほんとー？　うれしみー☆」

　芹せり菜なは無む邪じや気きな笑えみを浮うかべた。「うぅぅ……」と千ち鶴づるは恥はずかしそうに芹せり菜なから視線をそらす。しかし、芹せり菜なの笑え顔がおをチラチラと見て、こほん、と咳せき払ばらいをすると、

「……で、あなた、わざわざなにしにここへ来たの？」

「あ、そうだった！」

　芹せり菜なは小さな肩にかけていたカラフルなポーチを開いて、

「しょーご、はい、これ！」

「ん？」

　筐きよう体たいの画面から、芹せり菜なの差し出したなにかに視線を転じると、

「〈せりな〉のフレチケ！　しょーごと交こう換かんしてなかったじゃん！」

　そこには、芹せり菜なのアイテムカードの上半分があった。

「おまえ……そのためにわざわざ途と中ちゆう下げ車しやしたのか」

「うん、そうだよ！」

　芹せり菜なは、あどけない笑えみを弾はじけさせた。

「……そっか」

　嬉うれしいな。

　素す直なおに、心の底からそう思った。

　俺おれはコントロールパネルから指を離はなすと、椅い子すの下に置いていた通つう学がく鞄かばんからカードファイルを取り出す。お気に入りのアイテムカードの上半分を切きり離はなして、

「ありがとな、芹せり菜な」

「こっちこそ。ありがとね、しょーご☆」

　そして、俺おれと芹せり菜なは、フレンドチケットを交こう換かんして、お互たがいのマイカードにぺたりと貼はりつけた。

　これで、俺おれのマイカードに貼はられたフレチケは、二枚になった。

　さみしかったマイカードが、ここ最近で、一気に華はなやいだ。

　その急激な変化に、戸と惑まどいと喜びが胸に込こみ上あげる。でも、やっぱり、喜びのほうが、はるかに勝まさった。

　芹せり菜なは〈ちづる〉と〈みゆ〉のフレチケが貼はられたマイカードを見つめて嬉うれしそうに笑うと、

「ねぇねぇ、これからも、ときどきここに遊びにきていい？」

「ああ、いいに決まってるだろ」

「わーいやったー！　なら毎日来るー☆」

「……な、なにいってるのトンボ。あなた仕事が忙いそがしいんじゃないの？」

「なぁにチビ？　あ！　ひょっとして、芹せり菜なにしょーごが取られちゃわないか心配なんでしょー？」

「……なにをいってるのかしら、この乳牛は」

「ぷぷーっ！　あんた無愛想に見えて、けっこうやきもちやき屋さんだもんねー☆　かーわいー☆」

「……いいかげんにしなさい」

「でも、べつにあんたってしょーごのカノジョでもなんでもないんでしょ？　２位、だったっけ？　それなんでしょ？」

「……そうよ、２位よ」

「じゃあカノジョじゃないじゃん！　芹せり菜ながしょーごをもーらいっ！」

「あのな、芹せり菜な」

「なにー？」

「好きでもないやつにそういうことを軽々しく言うもんじゃないぞ。好きっていうのはだな──」

　芹せり菜なはきょとんとして、

「え？　だって芹せり菜な、しょーごのこと、好きだよ？」

「「はっ!?」」

　俺おれと千ち鶴づるが同時に変な声を上げると、芹せり菜なは照れくさそうに頰ほおを染そめ、

「なんかね、『キラプリプレイヤーの美み咲さきが丘おか芹せり菜なとして誘さそってんだよ』ってしょーごに言われたとき、胸がきゅんってして……遊園地から帰ったあとも、その言葉がずっと胸から離はなれなくて……」

「いや、違ちがうと思うぞ、それ」

　最近の小学生は言うことがませてんな……。

「だから！　今日からしょーごは芹せり菜なのカレシね！」

「だから、　なんでそうなんだよ」

「いいじゃーん☆　国民的アイドルと付き合えるんだよ？　それに、こんなチビよりも芹せり菜なのほうがおっぱい大きいし！　将来有望だよ☆」

　そう言って、俺おれの二にの腕うでに、小さな腕うでを絡からませてくる。

「お、おいっ」

　腕うでを絡からませてくるのと同時に、キャミソール越ごしの、小学生にしてはあるまじき大きさの柔やわらかな感かん触しよくが二の腕うでに触ふれる。くっ……！　小学生のくせに、なんて母性力だ……！

「わー♪　芹せり菜なちゃんだー♪」

　すると、芹せり菜なの声を聞きつけたのか、瞳ひとみをキラキラさせた會かい田ださんが、バックヤードから飛び出してきた。

「あー！　會かい田ださん♡」

　芹せり菜なは會かい田ださんの大きな胸に飛とび込こみ、會かい田ださんは満面の笑えみで芹せり菜なを抱だきしめて、

「おーよしよし♪　芹せり菜なちゃんはいつ見ても可愛かわいいねぇ♪　おっぱいも大きいし♪　えいっ♪」

「やだー會かい田ださんくすぐったいですよー！　へんなとこさわらないでー☆」

「ここに来てくれたってことは、千ち鶴づるちゃんとお友達になったんだ♪　よかったね～♪」

「いいえ、あんなチビとは友達になってないです！　そのかわり、カレシができました！」

「えっ！　うそー、芹せり菜なちゃんはやーい♪　それで、カレシってだれー♪」

「しょーごだよ！」

　そう言って、芹せり菜なは嬉うれしそうに俺おれを指差した。お、おい……。

「そ、そうなのぉー？　うわーどうするの翔しようちゃん!?　その歳としでもう二ふた股またー!?」

「なんすか二ふた股またって。てかこいつまだ小学生のガキですよ」

「えー？　芹せり菜なもう子どもじゃないよー？」

　ふと、背後から、刃は物もので刺さすような視線を感じて思わず振ふり返かえると、

「……あなた、さっきからずっとコーデ選せん択たく画が面めんで指が止まっているみたいだけど……プレイしないのなら、席、代わってもらってもいいかしら……？」

　そこには、百円玉を握にぎりしめて、ぷるぷると小さな肩かたを震ふるわせる千ち鶴づるが、こちらをめちゃくちゃにらんでいた。

「お、おお。すまん」

　俺おれは筐きよう体たいに向き直る。いかん、コーデ選せん択たくの制限時間、ほとんど使ってる……。

「ふん。そんなことだから、いつまでたっても２位なのよ」

　千ち鶴づるは小さな腕うでを組んで、ぷいっとそっぽを向いた。

　芹せり菜なは何かを思いついたような顔で、ぱっちりとした瞳ひとみを瞬またたかせ、

「あー！　でも芹せり菜ながここをホームにしたら、しょーご３位になっちゃうね！」

「それじゃ呼びにくくなるから頑がん張ばりなさい、２位」

「いや待て、俺おれが１位になるに決まってんだろ」

　千ち鶴づるに友達ができたのはよかったけど、騒さわがしくなっちまったな……。

　振ふり返かえると、二人の幼よう女じよ先せん輩ぱいが、心の底から楽しそうな笑えみを浮うかべて言い合いをしている。

「まあ、キラプリは、みんなで楽しむものだしな」

「？　なにか言ったかしら？　２位」

「なんでもねーよ」

　よかったな、千ち鶴づる。

　そして、俺おれはコーデを決定し、赤いボタンを押おして──〈みゆ〉をライブへ送り出した。








（おわり）









　あとがき







　こんにちは、岩いわ沢さわ藍あいです。

　今回は、舞ぶ台たいが遊園地、そして芹せり菜なという新しい幼よう女じよ先せん輩ぱいの登場により、前回よりもコメディ色の強いお話になったように思います。とくに芹せり菜なが元気に動きまわってくれたので、物語のトーンがずいぶん明るくなりました。楽しんでいただけたのなら嬉うれしいです。

　ちなみに、作中で名前は出しておりませんが、翔しよう吾ごと千ち鶴づるが遊びに行った遊園地は、北きた九きゆう州しゆう市内に実在します。

　取材のために行ってまいりました。もちろん一人で。

　園内に入って、あまりの賑にぎやかな空間に、一人旅が大好きな私でも、さすがにこれはきつい……と当初は孤こ独どくを感じていたのですが、大勢の幸せそうなカップルに囲まれてジェットコースターに乗ったあたりから、なんだか吹ふっ切きれて、最後はノリノリで一人観覧車で締しめてきました。

　また一つ、心が強くなりました。

　ひとり遊園地、ぜひオススメです。

　さて、今回も、一巻同様、執しつ筆ぴつに際して本当にたくさんの人に助けていただきました。

　担当編集の粂くめ田た様、小こ原ばら様。キャラクター、ストーリーの助言、ゲームシステムの補強、そして女の子の「可愛かわいさ」に対する指し摘てきは、私の魂たましいを大いに発はつ奮ぷんさせていただきました。ありがとうございます。

　Mika Pikazo先生。一巻に引き続き、可愛かわいすぎる絵を描えがいてくださりありがとうございます。熱量のこもったイラストの一枚一枚を拝はい見けんするたびに、創作意欲がぐんぐんと湧わいてきます。

　そして、一巻に引き続き、この本を読んでくれた、あなたへ。

　あなたのおかげで、私は続編を書くことができました。このような穏おだやかじゃないタイトルの小説をご購こう入にゆうしてくださり、本当にありがとうございます。さぞお手に取りづらかったでしょうに……感謝してもしたりません。

　皆みな様さまから頂ちよう戴だいした御ご恩おんは、すべて原げん稿こうでお返ししていこうと思います。

　予定されている三巻では、これまで以上に面おも白しろく、熱い話を書こうと思います。

　舞ぶ台たいは、私の青春の思い出がつまった地、福ふく岡おか市。

　そして、心の中で、ずっとあたためてきた、幼よう女じよ先せん輩ぱいが登場します。

　博はか多た激げき闘とう編へん（いま勝手に名づけました）、ご期待ください！





二〇一七年　六月二十七日　岩いわ沢さわ藍あい
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岩いわ沢さわ 藍あい

山口県出身、東京都在住。本屋さんで働いています。最近某女児向けアニメの新キャラの子が可愛いです。スポーツ少女、いいですよね。「先輩、ちゃっす！」と元気な笑顔で言われたい……。

[image: ]




イラスト／Mika Pikazo

Mika Pikazoです。

最近ユーチューバーの動画を見るのにハマっています。

若い子の間ではこういうのが流行ってるんだなあ .. といつも驚かされます。何より面白い！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「岩沢 藍先生」係

「Mika Pikazo先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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